
JGN活動状況調査2025　単純集計表
■調査名 JGN活動状況調査2025
■調査⽅法 WEBを利⽤したアンケート調査
■実施期間 2025年12⽉15⽇〜2026年1⽉28⽇

 ■調査対象 推進団体・協議会
■有効サンプル数 53回答/53回答

■項⽬

質問番号 質問内容
Q4 現在、ジオパーク活動の効果として運営団体が⼀番期待していることは何ですか︖
Q6 現在⼀番期待していることについて、効果はあがっていますか︖
Q8 ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、2024年度末の時点で運営

団体内や地域内の理解度はどのくらいですか︖
Q9 2024年度に新たにジオパークに活⽤できる形で整備・設置を⾏った看板、拠点施設、案内

所等について、ユニバーサルデザインに対応するため様々な意⾒を取り⼊れる機会を設けました
か︖

Q12 2024年度ジオパークに関連する活動に係る⽀出の総額を教えてください。運営団体が⽀出し
たものに限らず、⼈件費、看板設置費、事業費、旅費等わかる範囲ですべてを合計してくださ
い。他団体、他部署が管理する費⽤を含めてお答えください。

Q14 Q12のうち、運営団体が直接管理した⽀出の総額を教えてください。
Q17 前問に回答された⽅に伺います。それはQ14に含まれていますか︖
Q18 2024年度の運営団体の会合の開催回数を教えてください。
Q20 Q18の各会合について、出席した⼥性（議決権、発⾔権がある⽅）の割合を教えてくださ

い。複数実施した会合については、出席した⼥性の割合が⼀番⾼いものについてお答えくださ
い。

Q21 2024年度末時点の運営団体事務局スタッフについてそれぞれの⼈数を教えてください。
Q22 前問のうち⼥性の⼈数を教えてください。
Q25 2024年度のジオパークに関する講演会や研修会等の開催回数を教えてください。※運営団

体主催以外も含みます。
Q26 構成⾃治体として2024年度ジオパーク活動への⾃発的な参加はありましたか︖⾃治体の役

所内に運営団体の事務局がある、または⾃治体からの職員派遣がある場合は、他部署や他
⾃治体としてジオパーク活動への⾃発的な参加があったかをお答えください。

Q28 議会はジオパーク活動に理解がありますか︖
Q31 2024年度末の時点で、保全の観点から⼊場制限などを設けているサイトはありますか︖
Q32 2024年度末の時点で、地域内外の化⽯、岩⽯、鉱物の原⽯や加⼯品等、地質資源の販

売・採集等の⾏為について、運営団体はどのように把握していますか。地域内で把握している
ものがあれば、該当のものをお選びください。

Q33 2024年度末の時点で、誘客のためにジオパーク（⽬指す地域含む）の情報発信を⾏ってい
るものと、その更新頻度を教えてください。

Q35 Q34の情報発信のうち2024年度末時点で外国語対応があるものを教えてください。いくつで
も選択可能です。

Q36 2024年度末時点でガイド育成のための講座等を実施していますか。※運営団体が主催、共
催、委託等、何らかの形で関わる講座等についてお答えください。

Q39 024年度末時点で地域内のジオパークの案内ができるガイドの⼈数を教えてください。※「認
定ジオガイド」等以外も含む

Q40 2024年度に利⽤者に対してガイドした件数を教えてください。※運営団体主催以外も含む
Q44 2024年度末時点でガイド付きツアー実施時にジオサイトを巡る⾒学者を対象とした保険に加

⼊していますか︖
Q45 2024年度末時点でジオサイトを案内するガイドを対象とした保険に加⼊していますか︖



質問番号 質問内容
Q48 2024年度末時点で利⽤者の声を集約する環境を整えているものがあれば教えてください。い

くつでも選択可能です。
Q49 2024年度末時点でサイトを巡る⾒学者が利⽤できる交通⼿段について、時刻表や連絡先

が⾒やすい場所へ掲⽰しているか教えてください。サイトがない場合は、すべて「サイトがない」を
選択してください。

Q51 2024年度、どのような項⽬で経済効果の分析を⾏ったか教えてください。
Q53 2024年度の運営団体の対象地域の観光収⼊を教えてください
Q54 2024年度の運営団体の対象地域の⼊込客数（⾃治体で公表されている数値）を教えてく

ださい。
Q55 2024年度に受け⼊れた修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数・視察数・巡検数を教

えてください。
Q56 対象地域におけるジオパーク活動に対して、2024年度末時点での参加状況や意識の変化

について教えてください。
Q58 2024年度末時点で対象地域におけるジオパークへの理解は拡⼤していると思いますか。
Q60-1 2024年度末時点で住⺠のジオパーク活動への参加は増えていると感じますか︖
Q60-2 2024年度末時点で住⺠による⾃発的な活動は増えていると感じますか︖
Q60-3 2024年度末時点で住⺠同⼠の連携した活動は増えていると感じますか︖

Q63 2024年度の運営団体から団体・個⼈の活動に対する、主に資⾦⾯に関する⽀援（研究助
成⾦等）状況について教えてください。

Q66 2024年度末時点でインターネットを使⽤した、ジオパークに関連する双⽅向性の教材はありま
すか︖

Q67
2024年度末時点で、運営団体制作（あるいは監修等）の学習を⽬的とする教材（副読
本等）があるか教えてください。対象者が複数の場合は両⽅選択してください（⼩〜中学⽣
⼀貫の場合は、⼩学⽣と中学⽣の両⽅で「ある」を選択してください）。

Q68
2024年度末時点でジオパーク地域内の⼩中学校・⾼校の授業の中で学校と地域（運営
団体等）が連携してジオパークについて学習する機会を設けている学校の割合を教えてくださ
い。

Q71 2024年度にジオパークに関する検定試験を実施しましたか︖実施した場合、オンライン上で
の受験に対応していましたか︖

Q78 2024年度のインターネット調査では、⽇本国内でのジオパークの認知度は51.1%でした。こ
の認知度についてあなたはどのようにとらえていますか。

Q80 JGNとしてネットワークの真価を最⼤限に発揮していくために、2025年〜2026年にかけて
JGNが特に⼒を⼊れていくべきことはどのようなことだと思いますか。（いくつでも）
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 地質遺産の保全 2 3.8
2 観光振興 10 18.9
3 ⼈⼝対策 1 1.9
4 地域づくり 18 34.0
5 住⺠⾃治の振興 1 1.9
6 地球科学教育の推進 1 1.9
7 防災意識の共有 3 5.7
8 郷⼟愛の醸成 11 20.8
9 その他 6 11.3

n %
全体 53 100.0

1 ⼗分あがっている 5 9.4
2 ⼀部あがっている 40 75.5
3 ほとんどあがっていない 2 3.8
4 全くあがっていない 0 0.0
5 まだわからない 6 11.3

n %
全体 53 100.0

1 ⼗分理解できている 0 0.0
2 概ね理解できている 12 22.6
3 理解は進んでいるがまだ⾜りない 37 69.8
4 理解できているとは⾔えない 4 7.5

n %
全体 53 100.0

1 設けた 14 26.4
2 設けていない 24 45.3
3 新たな整備・設置はなかった 15 28.3

n %
全体 53 100.0

1 100億円以上 0 0.0
2 10億円以上100億円未満 0 0.0
3 1億円以上10億円未満 5 9.4
4 5,000万円以上1億円未満 10 18.9
5 2,000万円以上5,000万円未満 20 37.7
6 1,000万円以上2,000万円未満 9 17.0
7 500万円以上1,000万円未満 5 9.4
8 100万円以上500万円未満 3 5.7
9 100万円未満 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 1億円以上 1 1.9
2 5,000万円以上1億円未満 3 5.7
3 2,000万円以上5,000万円未満 14 26.4
4 1,000万円以上2,000万円未満 13 24.5
5 500万円以上1,000万円未満 11 20.8
6 100万円以上500万円未満 8 15.1
7 50万円以上100万円未満 2 3.8
8 1円以上50万円未満 1 1.9
9 0円 0 0

n %
全体 25 100.0

1 含まれている 16 64.0
2 含まれていない 9 36.0

Q9.  2024年度に新たにジオパークに活⽤できる形で整備・設置を⾏った看板、拠点施設、案内所等について、ユニバーサルデザインに対応するため様々な意⾒を取り⼊れる機会を設けまし
たか︖

Q4.  現在、ジオパーク活動の効果として運営団体が⼀番期待していることは何ですか︖

Q6.現在⼀番期待していることについて、効果はあがっていますか︖

Q8.  ユネスコのガイドラインに⽰されているジオパークの理念について、2024年度末の時点で運営団体内や地域内の理解度はどのくらいですか︖

Q17.  前問に回答された⽅に伺います。それはQ14に含まれていますか︖

Q12.  2024年度ジオパークに関連する活動に係る⽀出の総額を教えてください。運営団体が⽀出したものに限らず、⼈件費、看板設置費、事業費、旅費等わかる範囲ですべてを合計して
ください。他団体、他部署が管理する費⽤を含めてお答えください。

Q14.  Q12のうち、運営団体が直接管理した⽀出の総額を教えてください。
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 10回以上 0 0.0
2 6回以上10回未満 0 0.0
3 5回 0 0.0
4 4回 0 0.0
5 3回 0 0.0
6 2回 14 26.4
7 1回 39 73.6
8 0回 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 10回以上 5 9.4
2 6回以上10回未満 4 7.5
3 5回 2 3.8
4 4回 6 11.3
5 3回 8 15.1
6 2回 10 18.9
7 1回 13 24.5
8 0回 5 9.4

n %
全体 53 100.0

1 10回以上 20 37.7
2 6回以上10回未満 8 15.1
3 5回 5 9.4
4 4回 2 3.8
5 3回 4 7.5
6 2回 6 11.3
7 1回 1 1.9
8 0回 7 13.2

n %
全体 53 100.0

1 100% 0 0.0
2 75％以上100％未満 0 0.0
3 50％以上75％未満 0 0.0
4 25％以上50％未満 4 7.5
5 0％超え25％未満 44 83.0
6 0% 5 9.4

n %
全体 53 100.0

1 100% 0 0.0
2 75％以上100％未満 0 0.0
3 50％以上75％未満 0 0.0
4 25％以上50％未満 11 20.8
5 0％超え25％未満 29 54.7
6 0% 13 24.5

n %
全体 53 100.0

1 100% 0 0.0
2 75％以上100％未満 2 3.8
3 50％以上75％未満 7 13.2
4 25％以上50％未満 13 24.5
5 0％超え25％未満 25 47.2
6 0% 6 11.3

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 4 7.5
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 2 3.8
5 6⼈ 1 1.9
6 5⼈ 5 9.4
7 4⼈ 6 11.3
8 3⼈ 7 13.2
9 2⼈ 9 17.0

10 1⼈ 6 11.3
11 いない 13 24.5

Q18.  2024年度の運営団体の会合の開催回数を教えてください。

1. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（専任）
Q21.  2024年度末時点の運営団体事務局スタッフについてそれぞれの⼈数を教えてください。

1. 総会レベルの会合

2. 役員会・幹事会レベルの会合

3. その他の会合

Q20.  Q18の各会合について、出席した⼥性（議決権、発⾔権がある⽅）の割合を教えてください。複数実施した会合については、出席した⼥性の割合が⼀番⾼いものについてお答えく
1. 総会レベルの会合

2. 役員会・幹事会レベルの会合

3. その他の会合
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 5 9.4
2 9⼈ 2 3.8
3 8⼈ 4 7.5
4 7⼈ 1 1.9
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 2 3.8
7 4⼈ 2 3.8
8 3⼈ 3 5.7
9 2⼈ 6 11.3

10 1⼈ 7 13.2
11 いない 21 39.6

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 1 1.9
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 1 1.9
8 3⼈ 6 11.3
9 2⼈ 10 18.9

10 1⼈ 12 22.6
11 いない 23 43.4

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 0 0.0
9 2⼈ 1 1.9

10 1⼈ 5 9.4
11 いない 47 88.7

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 1 1.9
8 3⼈ 4 7.5
9 2⼈ 4 7.5

10 1⼈ 11 20.8
11 いない 33 62.3

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 2 3.8
9 2⼈ 3 5.7

10 1⼈ 5 9.4
11 いない 43 81.1

4. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（兼任）

5. パートタイム（専任）

6. パートタイム（兼任）

3. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（専任）

2. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（兼任）
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 1 1.9
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 1 1.9
8 3⼈ 1 1.9
9 2⼈ 8 15.1

10 1⼈ 10 18.9
11 いない 32 60.4

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 1 1.9
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 1 1.9
8 3⼈ 2 3.8
9 2⼈ 4 7.5

10 1⼈ 12 22.6
11 いない 33 62.3

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 1 1.9
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 1 1.9
9 2⼈ 4 7.5

10 1⼈ 13 24.5
11 いない 34 64.2

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 0 0.0
9 2⼈ 0 0.0

10 1⼈ 5 9.4
11 いない 48 90.6

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 1 1.9
9 2⼈ 3 5.7

10 1⼈ 13 24.5
11 いない 36 67.9

n %
全体 53 100.0

1 10⼈以上 0 0.0
2 9⼈ 0 0.0
3 8⼈ 0 0.0
4 7⼈ 0 0.0
5 6⼈ 0 0.0
6 5⼈ 0 0.0
7 4⼈ 0 0.0
8 3⼈ 2 3.8
9 2⼈ 2 3.8

10 1⼈ 4 7.5
11 いない 45 84.9

Q22.  前問のうち⼥性の⼈数を教えてください。
1. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（専任）

2. フルタイム・期間の定めのない雇⽤（兼任）

3. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（専任）

4. フルタイム・期間の定めのある雇⽤（兼任）

5. パートタイム（専任）

6. パートタイム（兼任）

1.9
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.9
1.9

15.1
18.9

60.4
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4⼈
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いない
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0.0
0.0
1.9

0.0
1.9
3.8

7.5
22.6

62.3
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5⼈
4⼈
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0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.9

0.0
1.9

7.5
24.5

64.2
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4⼈
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0.0
0.0
0.0
0.0
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 30回以上 1 1.9
2 20回以上30回未満 3 5.7
3 15回以上20回未満 0 0.0
4 10回以上15回未満 0 0.0
5 5回以上10回未満 6 11.3
6 4回 1 1.9
7 3回 2 3.8
8 2回 2 3.8
9 1回 3 5.7

10 0回 35 66.0

n %
全体 53 100.0

1 30回以上 5 9.4
2 20回以上30回未満 1 1.9
3 15回以上20回未満 2 3.8
4 10回以上15回未満 7 13.2
5 5回以上10回未満 12 22.6
6 4回 3 5.7
7 3回 4 7.5
8 2回 5 9.4
9 1回 11 20.8

10 0回 3 5.7

n %
全体 53 100.0

1 30回以上 4 7.5
2 20回以上30回未満 4 7.5
3 15回以上20回未満 3 5.7
4 10回以上15回未満 7 13.2
5 5回以上10回未満 11 20.8
6 4回 3 5.7
7 3回 5 9.4
8 2回 6 11.3
9 1回 2 3.8

10 0回 8 15.1

n %
全体 53 100.0

1 30回以上 0 0.0
2 20回以上30回未満 0 0.0
3 15回以上20回未満 0 0.0
4 10回以上15回未満 0 0.0
5 5回以上10回未満 2 3.8
6 4回 2 3.8
7 3回 4 7.5
8 2回 14 26.4
9 1回 15 28.3

10 0回 16 30.2

n %
全体 53 100.0

1 30回以上 11 20.8
2 20回以上30回未満 2 3.8
3 15回以上20回未満 7 13.2
4 10回以上15回未満 9 17.0
5 5回以上10回未満 12 22.6
6 4回 2 3.8
7 3回 1 1.9
8 2回 4 7.5
9 1回 2 3.8

10 0回 3 5.7

n %
全体 53 100.0

1 ⼗分ある 11 20.8
2 ある程度ある 28 52.8
3 あまりない 6 11.3
4 全くない 8 15.1

Q26.  構成⾃治体として2024年度ジオパーク活動への⾃発的な参加はありましたか︖⾃治体の役所内に運営団体の事務局がある、または⾃治体からの職員派遣がある場合は、他部署
や他⾃治体としてジオパーク活動への⾃発的な参加があったかをお答えください。

Q25.  2024年度のジオパークに関する講演会や研修会等の開催回数を教えてください。※運営団体主催以外も含みます。
1. 住⺠説明会

2. 各種講演会（研修会との同時開催含む）

3. 各種研修（「講演会」でカウントしたもの・教員研修は除く）

4. 教員研修

5. ⼦どもを対象とした学習イベント

20.8

52.8

11.3

15.1 ⼗分ある

ある程度ある

あまりない

全くない

1.9
5.7

0.0
0.0

11.3
1.9
3.8
3.8
5.7

66.0
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1.9
3.8

13.2
22.6

5.7
7.5
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3.8

1.9
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 ⼗分理解がある 7 13.2
2 理解がある 34 64.2
3 あまり理解がない 12 22.6
4 理解がない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 5か所以上 3 5.7
2 4か所 2 3.8
3 3か所 7 13.2
4 2か所 5 9.4
5 1か所 13 24.5
6 ない 21 39.6
7 サイトがない 2 3.8

1. 地域内の地質遺産の販売・採集等⾏為（科学や教育⽬的で持続可能
n %

全体 53 100.0
1 あることは把握している 9 17.0
2 あることを把握しており、対話の機会を設けるなど対応している 9 17.0
3 ない 30 56.6
4 わからない 5 9.4

2. 地域外の地質遺産の販売等⾏為
n %

全体 53 100.0
1 あることは把握している 7 13.2
2 あることを把握しており、対話の機会を設けるなど対応している 10 18.9
3 ない 22 41.5
4 わからない 14 26.4

3. 科学や教育⽬的のためであり、持続可能な範囲の採集等⾏為
n %

全体 53 100.0
1 あることは把握している 18 34.0
2 あることを把握しており、対話の機会を設けるなど対応している 11 20.8
3 ない 17 32.1
4 わからない 7 13.2

4. その他
n %

全体 53 100.0
1 あることは把握している 1 1.9
2 あることを把握しており、対話の機会を設けるなど対応している 2 3.8
3 ない 26 49.1
4 わからない 24 45.3

1. 無料パンフレット、リーフレット等
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 1 1.9
2 数年に1回程度 37 69.8
3 1年に数回程度 10 18.9
4 半年に数回程度 3 5.7
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 2 3.8

Q33.  2024年度末の時点で、誘客のためにジオパーク（⽬指す地域含む）の情報発信を⾏っているものと、その更新頻度を教えてください。

Q28. 議会はジオパーク活動に理解がありますか︖

Q31.  2024年度末の時点で、保全の観点から⼊場制限などを設けているサイトはありますか︖

Q32.  2024年度末の時点で、地域内外の化⽯、岩⽯、鉱物の原⽯や加⼯品等、地質資源の販売・採集等の⾏為について、運営団体はどのように把握していますか。地域内で把握して
いるものがあれば、該当のものをお選びください。

13.2

64.2

22.6
⼗分理解がある

理解がある

あまり理解がない

理解がない

1.9
69.8

18.9
5.7

0.0
0.0
0.0
3.8

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80%

5.7
3.8

13.2
9.4

24.5
39.6

3.8

5か所以上
4か所
3か所
2か所
1か所

ない
サイトがない

0% 20% 40% 60%

17.0

17.0

56.6

9.4 あることは把握している

あることを把握しており、対話の機会を設け
るなど対応している
ない

わからない

13.2

18.9

41.5

26.4
あることは把握している

あることを把握しており、対話の機会を設
けるなど対応している
ない

わからない

34.0

20.8

32.1

13.2 あることは把握している

あることを把握しており、対話の機会を
設けるなど対応している
ない

わからない

1.9 3.8

49.1

45.3

あることは把握している

あることを把握しており、対話の機会を
設けるなど対応している
ない

わからない



JGN活動状況調査2025　( 9 / 20 )

■単純集計表
2. 有料パンフレット、リーフレット等

n %
全体 53 100.0

1 10年以上更新していない 2 3.8
2 数年に1回程度 1 1.9
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 50 94.3

3. 無料のガイドブック等
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 1 1.9
2 数年に1回程度 23 43.4
3 1年に数回程度 4 7.5
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 25 47.2

4. 有料のガイドブック等
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 2 3.8
2 数年に1回程度 17 32.1
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 34 64.2

5. CDやビデオ（DVD）
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 9 17.0
2 数年に1回程度 17 32.1
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 27 50.9

6. ウェブサイト・ブログ
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 4 7.5
3 1年に数回程度 2 3.8
4 半年に数回程度 5 9.4
5 1⽉に数回程度 32 60.4
6 1週間に数回程度 9 17.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 1 1.9

7. Facebook
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 0 0.0
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 3 5.7
5 1⽉に数回程度 24 45.3
6 1週間に数回程度 18 34.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 8 15.1

8. X (旧Twitter）
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 0 0.0
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 2 3.8
5 1⽉に数回程度 9 17.0
6 1週間に数回程度 10 18.9
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 32 60.4

9. Instagram
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 0 0.0
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 3 5.7
5 1⽉に数回程度 22 41.5
6 1週間に数回程度 15 28.3
7 毎⽇ 1 1.9
8 ない 12 22.6

3.8
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0.0
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10年以上更新していない
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0.0

64.2

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
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■単純集計表
10. TikTok

n %
全体 53 100.0

1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 0 0.0
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 53 100.0

11. プレスリリース（⽅法は問いません）
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 2 3.8
3 1年に数回程度 12 22.6
4 半年に数回程度 14 26.4
5 1⽉に数回程度 14 26.4
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 11 20.8

12. メールマガジン等の配信
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 1 1.9
3 1年に数回程度 3 5.7
4 半年に数回程度 1 1.9
5 1⽉に数回程度 9 17.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 39 73.6

13. 活動カレンダー
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 1 1.9
3 1年に数回程度 1 1.9
4 半年に数回程度 2 3.8
5 1⽉に数回程度 3 5.7
6 1週間に数回程度 4 7.5
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 42 79.2

14. スマホ⽤アプリ
n %

全体 53 100.0
1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 2 3.8
3 1年に数回程度 3 5.7
4 半年に数回程度 0 0.0
5 1⽉に数回程度 0 0.0
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 48 90.6

n %
全体 53 100.0

1 10年以上更新していない 0 0.0
2 数年に1回程度 1 1.9
3 1年に数回程度 0 0.0
4 半年に数回程度 5 9.4
5 1⽉に数回程度 4 7.5
6 1週間に数回程度 0 0.0
7 毎⽇ 0 0.0
8 ない 43 81.1

n %
全体 53 100.0

1 無料パンフレット、リーフレット等 41 77.4
2 有料パンフレット、リーフレット等 0 0.0
3 無料のガイドブック等 12 22.6
4 有料のガイドブック等 4 7.5
5 CDやビデオ（DVD） 12 22.6
6 ウェブサイト・ブログ 23 43.4
7 Facebook 8 15.1
8 X（旧Twitter） 2 3.8
9 Instagram 7 13.2

10 TikTok 0 0.0
11 プレスリリース（⽅法は問いません） 0 0.0
12 メールマガジン等の配信 0 0.0
13 活動カレンダー 0 0.0
14 スマホ⽤アプリ 2 3.8
15 その他 2 3.8
16 ない 8 15.1

Q35.  Q34の情報発信のうち2024年度末時点で外国語対応があるものを教えてください。いくつでも選択可能です。

15. その他（複数ある場合は⼀番更新頻度が多いものについて記⼊してください）

77.4
0.0

22.6
7.5

22.6
43.4

15.1
3.8

13.2
0.0
0.0
0.0
0.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無料パンフレット、リーフレット等
有料パンフレット、リーフレット等

無料のガイドブック等
有料のガイドブック等

CDやビデオ（DVD）
ウェブサイト・ブログ

Facebook
X（旧Twitter）

Instagram
TikTok

プレスリリース（⽅法は問いません）
メールマガジン等の配信

活動カレンダー
スマホ⽤アプリ

その他
ない

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

100.0

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0
3.8

22.6
26.4
26.4

0.0
0.0

20.8

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40%

0.0
1.9
5.7

1.9
17.0

0.0
0.0

73.6

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80%

0.0
1.9
1.9
3.8
5.7
7.5

0.0
79.2

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0
3.8
5.7

0.0
0.0
0.0
0.0

90.6

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0
1.9
0.0

9.4
7.5

0.0
0.0

81.1

10年以上更新していない
数年に1回程度
1年に数回程度

半年に数回程度
1⽉に数回程度

1週間に数回程度
毎⽇
ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 全て対⾯形式で実施している 25 47.2
2 全てオンライン（動画配信）形式で実施している 0 0.0
3 同じ講座を対⾯とオンラインのどちらでも受けられる形式で実施している 12 22.6
4 対⾯で実施する時とオンラインで実施する時がある 10 18.9
5 実施していない 6 11.3
6 わからない 0 0.0

1.無料ガイド
n %

全体 53 100.0
1 200⼈以上 1 1.9
2 100〜199⼈ 2 3.8
3 50〜99⼈ 1 1.9
4 30〜49⼈ 1 1.9
5 10〜29⼈ 6 11.3
6 1〜9⼈ 10 18.9
7 いない 15 28.3
8 わからない 17 32.1

2.有料ガイド
n %

全体 53 100.0
1 200⼈以上 1 1.9
2 100〜199⼈ 2 3.8
3 50〜99⼈ 9 17.0
4 30〜49⼈ 10 18.9
5 10〜29⼈ 18 34.0
6 1〜9⼈ 9 17.0
7 いない 1 1.9
8 わからない 3 5.7

1.無料ガイド
n %

全体 53 100.0
1 5000件以上 0 0.0
2 2000件〜4999件 0 0.0
3 1000件〜1999件 1 1.9
4 500〜999件 0 0.0
5 200〜499件 2 3.8
6 100〜199件 4 7.5
7 50〜99件 2 3.8
8 30〜49件 3 5.7
9 10〜29件 9 17.0

10 1〜9件 4 7.5
11 0件 7 13.2
12 わからない 12 22.6
13 ガイドがいない 9 17.0

2.有料ガイド
n %

全体 53 100.0
1 5000件以上 1 1.9
2 2000件〜4999件 1 1.9
3 1000件〜1999件 1 1.9
4 500〜999件 4 7.5
5 200〜499件 6 11.3
6 100〜199件 7 13.2
7 50〜99件 12 22.6
8 30〜49件 5 9.4
9 10〜29件 6 11.3

10 1〜9件 4 7.5
11 0件 2 3.8
12 わからない 4 7.5
13 ガイドがいない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 すべてしている 41 77.4
2 おおむねしている 9 17.0
3 あまりしていない 2 3.8
4 まったくしていない 0 0.0
5 ジオサイトがない若しくはガイド付きツアーがない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 すべてしている 34 64.2
2 おおむねしている 11 20.8
3 あまりしていない 6 11.3
4 まったくしていない 1 1.9
5 ジオサイトがない若しくはガイドがいない 1 1.9

Q45.  2024年度末時点でジオサイトを案内するガイドを対象とした保険に加⼊していますか︖

Q40.  2024年度に利⽤者に対してガイドした件数を教えてください。※運営団体主催以外も含む

Q44.  2024年度末時点でガイド付きツアー実施時にジオサイトを巡る⾒学者を対象とした保険に加⼊していますか︖

Q36.  2024年度末時点でガイド育成のための講座等を実施していますか。※運営団体が主催、共催、委託等、何らかの形で関わる講座等についてお答えください。

Q39.  024年度末時点で地域内のジオパークの案内ができるガイドの⼈数を教えてください。※「認定ジオガイド」等以外も含む

47.2
0.0

22.6
18.9

11.3
0.0

全て対⾯形式で実施している
全てオンライン（動画配信）形式で実施…
同じ講座を対⾯とオンラインのどちらでも受…
対⾯で実施する時とオンラインで実施する…

実施していない
わからない

0% 20% 40% 60%

1.9
3.8

1.9
1.9

11.3
18.9

28.3
32.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200⼈以上
100〜199⼈

50〜99⼈
30〜49⼈
10〜29⼈

1〜9⼈
いない

わからない

1.9
3.8

17.0
18.9

34.0
17.0

1.9
5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200⼈以上
100〜199⼈

50〜99⼈
30〜49⼈
10〜29⼈

1〜9⼈
いない

わからない

0.0
0.0
1.9

0.0
3.8

7.5
3.8
5.7

17.0
7.5

13.2
22.6

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5000件以上
2000件〜4999件
1000件〜1999件

500〜999件
200〜499件
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

わからない
ガイドがいない

1.9
1.9
1.9

7.5
11.3
13.2

22.6
9.4
11.3

7.5
3.8

7.5
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5000件以上
2000件〜4999件
1000件〜1999件

500〜999件
200〜499件
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

わからない
ガイドがいない

77.4

17.0

3.8

0.0

1.9

すべてしている
おおむねしている
あまりしていない

まったくしていない
ジオサイトがない若しくはガイド付きツアー…

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64.2

20.8

11.3

1.9

1.9

すべてしている
おおむねしている
あまりしていない

まったくしていない
ジオサイトがない若しくはガイドがいない

0% 20% 40% 60% 80%
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の電話番号表⽰ 35 66.0
2 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝のファックス番号表⽰ 24 45.3
3 パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝のEメールアドレス番号表⽰ 35 66.0
4 ツアー参加やイベント後に参加者アンケート実施 45 84.9
5 サイトなどでの聞き取り調査 8 15.1
6 その他 4 7.5
7 設けていない 1 1.9

1. タクシー

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 21 39.6
2 掲⽰していない 29 54.7
3 ⼿段としてない 1 1.9
4 サイトがない 2 3.8

2. バス

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 37 69.8
2 掲⽰していない 12 22.6
3 ⼿段としてない 2 3.8
4 サイトがない 2 3.8

3. 鉄道

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 23 43.4
2 掲⽰していない 14 26.4
3 ⼿段としてない 12 22.6
4 サイトがない 4 7.5

4. 船

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 18 34.0
2 掲⽰していない 6 11.3
3 ⼿段としてない 16 30.2
4 サイトがない 13 24.5

5. ヘリコプター

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 0 0.0
2 掲⽰していない 6 11.3
3 ⼿段としてない 33 62.3
4 サイトがない 14 26.4

6. レンタカー

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 14 26.4
2 掲⽰していない 32 60.4
3 ⼿段としてない 2 3.8
4 サイトがない 5 9.4

7. レンタサイクル

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 22 41.5
2 掲⽰していない 25 47.2
3 ⼿段としてない 3 5.7
4 サイトがない 3 5.7

8. その他（複数ある場合、⼀つでも掲⽰していたら「掲⽰している」を選択して

n %
全体 53 100.0

1 掲⽰している 10 18.9
2 掲⽰していない 17 32.1
3 ⼿段としてない 14 26.4
4 サイトがない 12 22.6

1. 観光客⼊込み客数

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 6 11.3
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 36 67.9
3 おこなっていない 9 17.0
4 わからない 2 3.8

Q48.  2024年度末時点で利⽤者の声を集約する環境を整えているものがあれば教えてください。いくつでも選択可能です。

Q51.  2024年度、どのような項⽬で経済効果の分析を⾏ったか教えてください。

Q49.  2024年度末時点でサイトを巡る⾒学者が利⽤できる交通⼿段について、時刻表や連絡先が⾒やすい場所へ掲⽰しているか教えてください。サイトがない場合は、すべて「サイトがな
い」を選択してください。

39.6
54.7

1.9
3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

66.0
45.3

66.0
84.9

15.1
7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
パンフレットやwebサイトなどに問い合わせ窓⼝の…
ツアー参加やイベント後に参加者アンケート実施

サイトなどでの聞き取り調査
その他

設けていない

69.8
22.6

3.8
3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

43.4
26.4

22.6
7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

34.0
11.3

30.2
24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

0.0
11.3

62.3
26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

26.4
60.4

3.8
9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

41.5
47.2

5.7
5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

18.9
32.1

26.4
22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲⽰している
掲⽰していない
⼿段としてない

サイトがない

11.3
67.9

17.0
3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない
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■単純集計表
2. ⾷事消費

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 3 5.7
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 8 15.1
3 おこなっていない 30 56.6
4 わからない 12 22.6

3. ⼟産物消費

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 5 9.4
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 10 18.9
3 おこなっていない 26 49.1
4 わからない 12 22.6

4. 宿泊消費

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 4 7.5
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 15 28.3
3 おこなっていない 24 45.3
4 わからない 10 18.9

5. ⼊場者数

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 18 34.0
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 18 34.0
3 おこなっていない 12 22.6
4 わからない 5 9.4

6. 交通⼿段

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 1 1.9
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 13 24.5
3 おこなっていない 25 47.2
4 わからない 14 26.4

7. アンケート調査

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 20 37.7
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 7 13.2
3 おこなっていない 21 39.6
4 わからない 5 9.4

8. 聞き取り調査

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 6 11.3
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 4 7.5
3 おこなっていない 31 58.5
4 わからない 12 22.6

9. その他

n %
全体 53 100.0

1 管理運営団体が⾏っている 0 0.0
2 他組織（他部署）で⾏っているものを参考にしている 0 0.0
3 おこなっていない 32 60.4
4 わからない 21 39.6

n %
全体 53 100.0

1 500億円以上 7 13.2
2 100億円以上500億円未満 5 9.4
3 50億円以上100億円未満 1 1.9
4 10億円以上50億円未満 5 9.4
5 1億円以上10億円未満 3 5.7
6 5,000万円以上1億円未満 1 1.9
7 3,000万円以上5,000万円未満 0 0.0
8 1,000万円以上3,000万円未満 1 1.9
9 1,000万円未満 1 1.9

10 わからない 29 54.7

Q53.  2024年度の運営団体の対象地域の観光収⼊を教えてください

13.2
9.4

1.9
9.4

5.7
1.9

0.0
1.9
1.9

54.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

500億円以上
100億円以上500億円未満
50億円以上100億円未満
10億円以上50億円未満
1億円以上10億円未満

5,000万円以上1億円未満
3,000万円以上5,000万円未満
1,000万円以上3,000万円未満

1,000万円未満
わからない

5.7
15.1

56.6
22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

7.5
28.3

45.3
18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

7.5
28.3

45.3
18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

34.0
34.0

22.6
9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

1.9
24.5

47.2
26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

37.7
13.2

39.6
9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

11.3
7.5

58.5
22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている
他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない
わからない

0.0
0.0

60.4
39.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理運営団体が⾏っている

他組織（他部署）で⾏っているものを参…

おこなっていない

わからない
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 600万⼈以上 13 24.5
2 400万⼈以上600万⼈未満 4 7.5
3 200万⼈以上400万⼈未満 3 5.7
4 100万⼈以上200万⼈未満 10 18.9
5 50万⼈以上100万⼈未満 6 11.3
6 50万⼈未満 11 20.8
7 わからない 6 11.3

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 3 5.7
2 100〜199件 2 3.8
3 50〜99件 1 1.9
4 30〜49件 2 3.8
5 10〜29件 8 15.1
6 1〜9件 22 41.5
7 0件 15 28.3

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 2 3.8
2 100〜199件 2 3.8
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 1 1.9
5 10〜29件 6 11.3
6 1〜9件 28 52.8
7 0件 14 26.4

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 1 1.9
2 100〜199件 2 3.8
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 2 3.8
5 10〜29件 4 7.5
6 1〜9件 27 50.9
7 0件 17 32.1

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 1 1.9
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 0 0.0
5 10〜29件 4 7.5
6 1〜9件 40 75.5
7 0件 8 15.1

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 0 0.0
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 0 0.0
5 10〜29件 6 11.3
6 1〜9件 33 62.3
7 0件 14 26.4

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 1 1.9
2 100〜199件 0 0.0
3 50〜99件 0 0.0
4 30〜49件 0 0.0
5 10〜29件 4 7.5
6 1〜9件 25 47.2
7 0件 23 43.4

Q54.  2024年度の運営団体の対象地域の⼊込客数（⾃治体で公表されている数値）を教えてください。

Q55.  2024年度に受け⼊れた修学旅⾏および研修旅⾏等で訪れた団体数・視察数・巡検数を教えてください。
1.⼩学校

2.中学校

3.⾼校

5.研究者

6. その他（外国⼈団体等）

4.⼤学・⼤学院

24.5
7.5

5.7
18.9

11.3
20.8

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

600万⼈以上
400万⼈以上600万⼈未満
200万⼈以上400万⼈未満
100万⼈以上200万⼈未満
50万⼈以上100万⼈未満

50万⼈未満
わからない

5.7
3.8

1.9
3.8

15.1
41.5

28.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

3.8
3.8

0.0
1.9

11.3
52.8

26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

1.9
3.8

0.0
3.8

7.5
50.9

32.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

0.0
1.9

0.0
0.0

7.5
75.5

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

0.0
0.0
0.0
0.0

11.3
62.3

26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

1.9
0.0
0.0
0.0

7.5
47.2

43.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 200件以上 0 0.0
2 100〜199件 2 3.8
3 50〜99件 2 3.8
4 30〜49件 0 0.0
5 10〜29件 5 9.4
6 1〜9件 28 52.8
7 0件 16 30.2

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 28 52.8
2 悪く変化している 1 1.9
3 変化していない 18 34.0
4 わからない 5 9.4
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 11 20.8
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 18 34.0
4 わからない 21 39.6
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 3 5.7

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 42 79.2
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 7 13.2
4 わからない 4 7.5
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 33 62.3
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 13 24.5
4 わからない 7 13.2
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 38 71.7
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 10 18.9
4 わからない 5 9.4
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 良く変化している 23 43.4
2 悪く変化している 0 0.0
3 変化していない 18 34.0
4 わからない 12 22.6
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0.0

1. 対象地域の⾃治体（管理運営団体の事務局が⾃治体にある場合は担当以外の部署）

2. 保育園・幼稚園等

7. 視察

Q56.  対象地域におけるジオパーク活動に対して、2024年度末時点での参加状況や意識の変化について教えてください。

3. ⼩学校

4. 中学校

5. ⾼校

6. 企業・事業者

0.0
3.8
3.8

0.0
9.4

52.8
30.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

200件以上
100〜199件

50〜99件
30〜49件
10〜29件

1〜9件
0件

52.8

1.9

34.0

9.4

1.9 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

79.2

13.2

7.5
良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

62.3

24.5

13.2
良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

71.7

18.9

9.4
良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

20.8

34.0

39.6

5.7 良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

43.4

34.0

22.6

良く変化している

悪く変化している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 32 60.4
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 13 24.5
4 わからない 7 13.2
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 6 11.3
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 15 28.3
4 わからない 31 58.5
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 8 15.1
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 13 24.5
4 わからない 31 58.5
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 40 75.5
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 8 15.1
4 わからない 5 9.4
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 45 84.9
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 5 9.4
4 わからない 3 5.7
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 33 62.3
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 12 22.6
4 わからない 8 15.1
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 35 66.0
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 12 22.6
4 わからない 6 11.3
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

2. 保育園・幼稚園等　教員

3. 保育園・幼稚園等　⼦ども

4. ⼩学校・教員

5. ⼩学校・⼦ども

6. 中学校・教員

Q58.  2024年度末時点で対象地域におけるジオパークへの理解は拡⼤していると思いますか。
1. 対象地域の⾃治体（運営団体の事務局が⾃治体にある場合は担当以外の部署）職員

7. 中学校・⼦ども

60.4

0.0

24.5

13.2

1.9
拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

11.3
0.0

28.3

58.5

1.9
拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

15.1 0.0

24.5
58.5

1.9
拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

75.5

0.0

15.1

9.4 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

84.9

0.0 9.4
5.7 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

62.3

22.6

15.1 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

66.0

22.6

11.3 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 37 69.8
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 8 15.1
4 わからない 8 15.1
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 35 66.0
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 10 18.9
4 わからない 8 15.1
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 28 52.8
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 13 24.5
4 わからない 12 22.6
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0

n %
全体 53 100.0

1 拡⼤している 22 41.5
2 縮⼩している 0 0.0
3 変化していない 15 28.3
4 わからない 15 28.3
5 活動をはじめたばかりで⽐較できない 1 1.9

n %
全体 53 100.0

1 増えている 30 56.6
2 増えていない 17 32.1
3 わからない 6 11.3
4 活動をはじめたばかりで⽐較できない 0 0.0

n %
全体 53 100.0

1 増えている 19 35.8
2 増えていない 19 35.8
3 わからない 13 24.5
4 活動をはじめたばかりで⽐較できない 2 3.8

n %
全体 53 100.0

1 増えている 13 24.5
2 増えていない 19 35.8
3 わからない 17 32.1
4 活動をはじめたばかりで⽐較できない 4 7.5

10. 企業・事業者（商店街・商⼯会を含む）

11. 上記以外の住⺠

Q60-2.  2024年度末時点で住⺠による⾃発的な活動は増えていると感じますか︖

Q60-3.  2024年度末時点で住⺠同⼠の連携した活動は増えていると感じますか︖

Q60-1.  2024年度末時点で住⺠のジオパーク活動への参加は増えていると感じますか︖

8. ⾼校・教員

9. ⾼校・⼦ども

56.6
32.1

11.3 増えている

増えていない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

69.8

15.1

15.1 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

66.0

18.9

15.1 拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

52.8

24.5

22.6
拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

41.5

0.0

28.3

28.3

1.9

拡⼤している

縮⼩している

変化していない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

35.8

35.8

24.5

3.8
増えている

増えていない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない

24.5

35.8

32.1

7.5 増えている

増えていない

わからない

活動をはじめたばかりで⽐較できない
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 あり 12 22.6
2 なし 41 77.4

n %
全体 53 100.0

1 あり 13 24.5
2 なし 40 75.5

n %
全体 53 100.0

1 あり 30 56.6
2 なし 23 43.4

n %
全体 53 100.0

1 あり 10 18.9
2 なし 43 81.1

n %
全体 53 100.0

1 あり 10 18.9
2 なし 43 81.1

n %
全体 53 100.0

1 あり 10 18.9
2 なし 43 81.1

Q63.  2024年度の運営団体から団体・個⼈の活動に対する、主に資⾦⾯に関する⽀援（研究助成⾦等）状況について教えてください。
1. 保全活動に関する⽀援

2. 教育活動に関する⽀援

3. 研究活動に関する⽀援

4. 経済活動に関する⽀援

5. その他活動に関する⽀援

Q66.  2024年度末時点でインターネットを使⽤した、ジオパークに関連する双⽅向性の教材はありますか︖

22.6

77.4

あり

なし

24.5

75.5

あり

なし

56.6

43.4 あり

なし

18.9

81.1

あり

なし

18.9

81.1

あり

なし

18.9

81.1

あり

なし
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■単純集計表

n %
全体 53 100.0

1 おこなっている 8 15.1
2 おこなっていない 45 84.9

n %
全体 53 100.0

1 おこなっている 36 67.9
2 おこなっていない 17 32.1

n %
全体 53 100.0

1 おこなっている 25 47.2
2 おこなっていない 28 52.8

n %
全体 53 100.0

1 おこなっている 15 28.3
2 おこなっていない 38 71.7

n %
全体 53 100.0

1 おこなっている 18 34.0
2 おこなっていない 35 66.0

⼩学校
n %

1 全体 53 100.0
2 50％以上 33 62.3
3 30〜49％ 8 15.1
4 10〜29％ 8 15.1
5 1〜9％ 3 5.7

0% 1 1.9

1. 未就学児

2. ⼩学⽣

3. 中学⽣

4. ⾼校⽣

5. ⼤⼈

Q68.  2024年度末時点でジオパーク地域内の⼩中学校・⾼校の授業の中で学校と地域（運営団体等）が連携してジオパークについて学習する機会を設けている学校の割合を教えてく
ださい。

Q67.  2024年度末時点で、運営団体制作（あるいは監修等）の学習を⽬的とする教材（副読本等）があるか教えてください。対象者が複数の場合は両⽅選択してください（⼩〜中
学⽣⼀貫の場合は、⼩学⽣と中学⽣の両⽅で「ある」を選択してください）。

62.3
15.1

15.1

5.7 1.9

50％以上
30〜49％
10〜29％
1〜9％
0%

15.1

84.9

おこなっている

おこなっていない

67.9

32.1
おこなっている

おこなっていない

47.2

52.8

おこなっている

おこなっていない

28.3

71.7

おこなっている

おこなっていない

34.0

66.0

おこなっている

おこなっていない
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■単純集計表
中学校

n %
1 全体 53 100.0
2 50％以上 28 52.8
3 30〜49％ 6 11.3
4 10〜29％ 11 20.8
5 1〜9％ 6 11.3

0% 2 3.8

⾼校
n %

1 全体 53 100.0
2 50％以上 27 50.9
3 30〜49％ 3 5.7
4 10〜29％ 6 11.3
5 1〜9％ 10 18.9

0% 7 13.2

Q71.  2024年度にジオパークに関する検定試験を実施しましたか︖実施し
n %

1 全体 53 100.0
2 検定を実施しているが、オンライン上での受験は不可である 6 11.3
3 検定を実施しており、オンライン上での受験は⼀部可である 2 3.8
4 検定を実施しており、オンライン上での受験のみ可である 1 1.9

検定を実施していない 44 83

Q78.  2024年度のインターネット調査では、⽇本国内でのジオパークの認
n %

1 全体 53 100.0
2 とても⾼いと感じる 6 11.3
3 やや⾼いと感じる 17 32.1
4 どちらとも⾔えない 14 26.4
5 やや低いと感じる 11 20.8
6 とても低いと感じる 4 7.5

わからない 1 1.9

Q80.  JGNとしてネットワークの真価を最⼤限に発揮していくために、2025
n %

1 全体 53 100.0
2 JGN会員間の連携強化 25 47.2
3 ネットワーク活動の拡充及び利点や有意性の整理 24 45.3
4 各種とりくみ等の情報・意⾒交換の場の整備 29 54.7
5 審査に関する情報交換や相談の場の整備 36 67.9
6 新規参⼊者にも優しい開かれたネットワークづくり 20 37.7
7 各ブロック活動の積極的活⽤ 15 28.3
8 先進的な活動への⽀援 14 26.4
9 ジオパーク活動全体の質の向上及び質の担保と会員地域の事情に合わせた活 25 47.2

10 JGN内部の研修等のオンライン化整備 10 18.9
11 JGN内部でのジオパークに対する理解度の向上 14 26.4
12 JGNとしての成果⽬標の設定 16 30.2
13 会員地域住⺠への還元の充実化 16 30.2
14 社会貢献活動や外向けの活動の充実化 19 35.8
15 ⽇本国内におけるジオパークの認知度向上 39 73.6
16 国等の補助⾦や助成⾦の積極的な活⽤による予算の拡充 36 67.9
17 外部協賛企業の開拓 21 39.6

その他 0 0

52.8

11.3

20.8

11.3 3.8
50％以上
30〜49％
10〜29％

1〜9％
0%

50.9

5.7
11.3

18.9

13.2
50％以上
30〜49％
10〜29％
1〜9％
0%

11.3

3.8

1.9

83.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検定を実施しているが、オンライン上での受験は不…

検定を実施しており、オンライン上での受験は⼀…

検定を実施しており、オンライン上での受験のみ可…

検定を実施していない

47.2
45.3

54.7
67.9

37.7
28.3
26.4

47.2
18.9

26.4
30.2
30.2

35.8
73.6

67.9
39.6

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

JGN会員間の連携強化
ネットワーク活動の拡充及び利点や有意性の整理

各種とりくみ等の情報・意⾒交換の場の整備
審査に関する情報交換や相談の場の整備

新規参⼊者にも優しい開かれたネットワークづくり
各ブロック活動の積極的活⽤

先進的な活動への⽀援
ジオパーク活動全体の質の向上及び質の担保と…

JGN内部の研修等のオンライン化整備
JGN内部でのジオパークに対する理解度の向上

JGNとしての成果⽬標の設定
会員地域住⺠への還元の充実化

社会貢献活動や外向けの活動の充実化
⽇本国内におけるジオパークの認知度向上

国等の補助⾦や助成⾦の積極的な活⽤による…
外部協賛企業の開拓

その他

11.3
32.1

26.4
20.8

7.5
1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても⾼いと感じる

やや⾼いと感じる

どちらとも⾔えない

やや低いと感じる

とても低いと感じる

わからない



質問番号 Q1 Q5 Q7 Q10 Q11 Q13 Q15 Q16 Q19 Q23 Q24 Q27 Q29 Q30 Q34 Q37 Q38 Q41 Q42 Q43 Q46

質問内容

ご回答者の地域名を教えてください。 前問で「その他」と回答した方に伺います。その内容を教えてください。 ユネスコのガイドラインに示されているジオパークの理念について、2024年度はどのよ

うな場でどのような人を対象に共有しましたか？複数ある場合は複数入力してくださ

い。共有していない場合は「していない」と入力してください。

前問で「設けた」と回答した方に伺います。どのような方の意見を取り入れましたか？ 2024年度末時点で設置済みの拠点施設について、新たに建設した場合は建設費、

既存の建物（廃校等）をリノベーション等した場合はその費用を教えてください。なお、

費用の支出年度は2024年度のものに限りません。

前問のうち、報酬・社会保険料等を含む人件費及び施設管理費についてそれ

ぞれいくらか教えてください。

前問の運営団体の支出について、財源の内訳を教えてください。 Q12に含まれている金額の内、2024年度にのみ特別に発生したものなど、

特筆すべきものがあれば金額と合わせて教えてください。

前問の「その他」の運営団体の会合について、内訳を教えてください。 2024年度時点で運営団体の事務所はどこに設置されているか教えてくださ

い。なお所属ではなく、実際に事務所がある場所（スタッフの席がある場所）を

お答えください。

前問でお答えいただいた事務所がある場所について、どのようにしてその場所を

使用していますか。経費も合わせてお答えください。

前問で「全くなかった」以外をお答えした方にお伺いします。どのような参加がありまし

たか？

2024年度に議会がジオパーク活動へ参加した内容を教えてください。ない場合は「な

し」とお答えください。

地質遺産の保護・保全について、2024年度はどのような活動を何回くらいおこないましたか？

運営団体が主体でないものも含めてお答えください。

前問の「その他」の情報発信について、詳細を教えてください。複数ある場合

は、更新頻度もそれぞれ教えてください。

前問でオンライン形式での実施があると回答した方に伺います。その講座の視

聴可能な範囲について教えてください。

その他、2024年度末時点でガイドの育成や質の向上のための独自のとりくみが

あれば教えてください。

2024年度末時点でガイドが受け取るガイド料はどのように設定していますか。 2024年度末時点でガイドに係る事前準備・事前下見分の報酬はどのように

設定していますか。

2024年度末時点で悪天候などによりツアーが中止になった場合の代替策はど

のようなものがありますか？ガイド付きのツアーを実施していない場合、及び代替

策がない場合は「なし」とご記入ください。　※運営団体主催以外も含む

2024年度にジオツーリズムの振興のために、どのような事業を実施したか教えて

ください。実施していない場合は「なし」とお答えください。
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銚子 出前授業で小学生、中学生、高校生、大学生、一般市民に共有。|ガイド養成講

座とジオパーク講座で、ジオガイドや一般市民に共有。

新しい銚子ジオパークの拠点施設（廃校のリノベーション）：企画・設計・工事・什器

作成設置・展示物作成を含め、3年で総額3600万円|

人件費　2,066,720円|施設管理費　237,036円| 銚子市からの負担金5,000,000円　県補助金572,000円　事業収入

355,700円　その他収入109,049円|寄付金12,119円

ジオパーク解説板改修：616,000円、再認定審査の費用：393420円 運営会議（活動の為の調整会議）6回・保全部会1回| 銚子市が設置している「銚子市ジオパーク芸術センター」（社会教育施設） 銚子ジオパーク推進協議会の事務局は、銚子市社会教育課 文化財ジオ

パーク室ジオパーク班が担当している。事務局はジオパーク班の勤務場所に設

置されているため、事務室の設置に伴う経費は発生しない。

なし 月1回～2回ジオサイトの清掃活動を行っている。|保全対象地区の植生調査や景観保全の

ため除草、剪定作業を実施している。|また、ジオガイドがガイドの際サイト状況報告を確認し問

題があれば報告をしている。

申込者限定で公開している。 体験を通して伝える技術を磨くため、推進協議会でインタープリター研修を実

施した。

お客様1～5人まで1時間500円。6人～10人まで1時間1,000円。11人

～20人1,500円以降は10人1時間毎につき700円追加。学校団体は半

額。未就学児は無料。市内学校については無料。

準備下見分の報酬は受け取らない ジオパークミュージアム見学。|拠点施設での座学、ワークショップの実施。|| 他の団体が実施した「漁師町銚子」に注目したツアーの造成とモニターツアーへ

の協力
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白滝 研修会席上で参加者（構成団体職員、ガイド含む）に解説（共有） なし 人件費        251,470円|施設管理費  2,689,953円 前年度繰越  　1,094,486円|町補助金    　3,560,000円|事業販売収

入    802,160円|その他雑入       28,295円|合計          5,484,941

円

なし 遠軽町役場内 協議会所属団体所有の場所を使用しているため経費はかからない なし 黒曜石産地の保全（森林管理署と協定締結）（随時）|調査研究助成事業の実施（年

２回を上限）|林道、登山道及び連絡道の維持管理、ジオサイト掲示物の修繕及び周辺の

草刈（随時）|学術調査（年１回程度）|研究機関との連携、ジオサイトカルテ整備 （随

時）

既存のガイドメンバー限定 他ジオパークガイドとの相互交流 有料ツアーに係るガイド料相当分はガイド1人につき１日7,500円＋交通費|

※ツアー料金6,000円/人（昼食、保険料等含む）|※１回のツアーにつき

参加者16人上限

準備下見分の報酬は受け取らない 埋蔵文化財センター展示室見学と、各種体験コーナー（石器作り、アクセサ

リー作り等）へ変更

なし
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十勝岳ジオパーク ガイド養成講座で講座受講者に共有、地域住民対象の普及講演会にて聴講者に

共有||

①十勝岳火山砂防情報センター（既存建物）ジオパーク関連改修費

10,156,000円、|②丘のまち郷土学館「美宙」（既存建物）ジオパーク関連改修

費　0円（職員直営にて施工により）、|③上富良野町郷土館（既存建物）ジオ

パーク関連改修費　9,920,000円、|

人件費　　　26,933,000円|施設管理費　31,668,000円 自治体からの負担金10,956,000円|国からの補助金5,007,730円|その他

収入61,583円

ツアー開発費（観光庁補助事業）6,075,960円 観光・ツーリズム部会１回、産業部会１回、防災・教育部会２回、地域・普

及部会１回

市町村役場内 市町村役場内に無償で事務所を置いており、経費はかからない。 運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。 なし サイトの巡視活動を半年に30回程度、清掃活動を半年に１回程度 講座の受講申し込み者にのみ限定公開 ガイドのブラッシュアップ研修として、他地域のジオパークツアーへの参加、ジオ

パーク関連の展示施設の視察見学を行っている。

概ね3時間以内の半日ツアー、ガイド１名につき5,011円（源泉所得税

込）

特段設定していない。 拠点施設などの屋内展示施設を案内する。 国土交通省が推進するインフラツーリズムと協働し、観光庁の補助事業（地域

観光新発見事業）の助成を受け、インフラツーリズムとジオツーリズムを合わせた

「インフラ・ジオツーリズム」のツアーコースを新たに造成した（2025年度からツ

アー販売開始）。
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筑波山地域 ・部会で部会員に|・認定ジオガイドスキルアップ講座で認定ジオガイドに|・生涯学

習講座で市民に

つくばバリアフリー学習会、市議会議員、筑波技術大学教員・学生 つくばジオミュージアムリノベーション費用　約2.5億円 人件費：4,080,827円|施設管理費：57,496,000円 自治体からの負担金　9,340,000円 教育・学術部会６回、市民活動部会３回、同ミニジオツアー３回、同幹事

会３回、地域振興部会２回

中核拠点施設内（つくば市）|市役所内（つくば市を除く他５市） 協議会事務局所有の場所を使用しているため経費はかからない つくば市環境保全課、６市議会事務局の参加 ・筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会の研修会が開催され、講演会や

ジオツアーが行われた|・構成市議会が他地域ジオパークの視察を実施|・下北ジオ

パークでの全国大会への参加

サイト選定に関する会議：10回|現地確認：18回|維持管理活動：22回 ・毎月スキルアップ講座を実施|・拠点施設でのガイド（展示解説）機会の創

出

認定ジオガイド１人につき2,000円(ガイド１人につき参加者10名まで) 設定しておらず受け取っていない つくばジオミュージアムの解説 ・地域振興部会による酒造を巡るツアー|・構成市主催のジオツアー（４回）

|・理科学習塾生徒に向けた筑波山ツアー|・茨城県中央青年の家主催での

筑波山登山ツアー
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Mine秋吉台ジオパーク 総会の場で構成団体に、商店会の意見交換会で地質物品販売業者に、戸別訪

問で地質物品販売業者に、パートナー募集で地域内に、パートナーとの協定締結

時にパートナーへ。

母国語が日本語でない方 Mine秋吉台ジオパークセンターカルスター設置工事（既存建物改修）

37,962,000円

人件費：32,857,000円|施設管理費：13,074,623円 自治体（美祢市）：|負担金　14,581,871円|繰越金　1,642,550円|

雑収入　446,088円

推進本部会議　3回|ジオガイド連絡会議　16回|戦略本部会議　1回|観

光関連団体等との三者協議　12回|商店会・観光関連団体等との意見交

換会　12回

ジオパークセンター（兼観光案内所）内 運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場所を使用しているため経費

はかからない

共同でイベント開催、イベント出展依頼があった、審査対応協力 協議会委員として総会への出席、議会内の観光部会にてジオツアーの参加 秋吉台（草刈・整備等　年50回、管理員巡回　月13日、遊歩道整備　年1回）、秋芳洞

（草刈・整備等　年75回、水質調査　年4回、桃ノ木露天掘り跡（草刈・整備等　月2

回）、二反田溜池カキツバタ群生地（草刈・整備等　年2回）、江原ウバーレ集落（草刈・

整備等　年2回）、長登銅山跡（草刈・整備等　年28回）、万倉の大岩郷（草刈・整備

等　年2回）、国秀遺跡（草刈・整備等　年3回）

認定ジオガイド限定で公開している 認定ジオガイド同士による勉強会 認定ジオガイド1人につき基本料金1,000円＋2,500円/時間（ガイド1人

につき参加者10人を推奨）

基本準備下見分の報酬は受け取らない（審査対応などの場合は状況に応じ

て相談し受け取っている）

石灰岩の端材を使用した「ハンコづくり」の実施、ジオラマ作りの実施、ジオパー

クセンター内でのガイド案内

大学とユニバーサルツーリズムに関する協力・支援（モデルコースの作成、イベン

トでの実施）、当日受付可能なジオツアーの拡充、ホームページのツアーページ

更新
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萩 学校教育連絡会議でエリア内小中学校の担当教員に、出前授業で小学生、中学

生に

・萩ジオパークビジターセンター　約1千500万円|・笠山山頂展望台　約1千200万

円

人件費2,993,701円|施設管理費603,904円 自治体（萩市）補助金5,213,255円（うち国補助金あり）、委託料

396,000円、自治体（山口市・阿武町）負担金1,000,000円、事業収

入3,386,769円、雑収入4,498円

学校教育連絡会議１回、地域連絡会議１回 萩・明倫学舎内 事務局員が市職員であり、事務所がある場所（萩・明倫学舎）は市の施設

のため経費は掛からない。

清掃活動を半年に１回程度 萩ジオツーリズム協会の体験プログラム体験料として、60分1,000円/1人、

90分1,500円/1人|会からガイド個人に対しては1,500円/1時間

準備下見分の報酬は受け取らない なし なし
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五島列島（下五島エリア） 総会や幹事会の場で構成団体・構成員に ジオガイド、母国語が日本語でない方 鐙瀬ビジターセンターリニューアル　454,004,600円（2019-2022年度）|※基本

計画策定、設計、工事

人件費　約35,000,000円|　　　　（うち施設管理の人件費　約

10,000,000円）|施設管理費　約7,000,000円

・自治体からの負担金：8,300,000円（うち国からの補助2,766,000円）

|・事業収入：946,375円|・その他収入：803円（預金利息）|※繰越金

69,571円があるため、合計は総支出額とあわない。

生物調査事業、保全計画策定事業　約1,600万円 ・教育部会：4回|・保全部会：１回 市役所本庁舎内 事務局を行政が担っており、執務室内に事務所があるため経費はかからない。 ・全国椿サミットの五島大会時に、ジオパークと椿をテーマにしパネルディスカッション|

→専門員がファシリテーター4|・スポーツイベント「マラニック」で給水場所ごとにジオク

イズ実施|・スポーツイベント「富江半島ブルーライン健康ウォーク」で給水場所ごとに

ジオクイズ実施|・五島観光歴史資料館ジオパークをテーマにした企画展を開催

・講演会や観察会への参加|・議会一般質問での取り上げ|・協議会への参画 ・サイトの清掃活動：随時（10回以上）|・サイトの除草作業：随時 ・行政広報誌への掲載：半年に数回程度|・ケーブルテレビでのイベント等の放

送：半年に数回程度|・地元ラジオ局での放送：月に１回|

・既存ガイド向けのフォローアップ研修|・全国大会への参加費補助 1時間2,000円(ガイド１人につき参加者10人まで) 事前準備・事前下見分の報酬は設定していない なし ・ジオガイド育成研修|・モデルコースの設定、広報|・民間旅行サイトへのツアー

掲載
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糸魚川ユネスコ世界ジオパーク 総会の場で構成団体に、市議会の場で市議会議員に、ジオパーク講座で参加者

に、出前講座や教育旅行受け入れで生徒・児童・教員に、会議や打ち合わせ等を

通して事業者（ヒスイや糸魚川真柏の販売業者）に、広報紙やウェブサイト等を

通して住民等に共有

解説板／観光事業者、ジオパークガイド、地元住民等 なし 人件費 19,474千円（ジオパーク推進室として市予算で支払った人件費の

み）、施設管理費 なし|

自治体からの負担金　6,150千円、寄付金　518千円、売上金　1,747千

円、雑収入　3,760千円|※収入ベース、1,000円未満は四捨五入

なし 市町村役場内 運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場所を使用しているため経費

はかからない

他ジオパークへの生徒の派遣事業連携、マスコットキャラクター・ロゴの活用、出前

講座

総会や講演会等の参加、他市議会等のジオパークに関する視察対応、ジオパーク関

連商品の着用

ジオサイト（地質遺産）のモニタリング調査及びメンテナンス、清掃活動|※サイトによって頻度

は異なる。

講座受講者限定 スキルアップに向けた研修会や講座、救命講座の開催|※Ｒ６からガイドの会

の組織体制見直しとプロガイド育成に着手し協議継続中

〈ファミリー・小グループツアー〉参加者1名～10名まで、ガイド1名分：1時間ま

で1,200円|〈団体ツアー〉参加者11名以上20名まで、ガイド1名分：4時

間まで5,500円／4時間を超え6時間まで7,500円／6時間を超え8時間ま

で9,000円|〈まちめぐりツアー〉参加者10名まで、ガイド1名分：1時間まで

2,000円|〈軽トレッキングツアー〉参加者10名まで、ガイド1名分：3時間

6,500円|〈トレッキングツアー〉参加者5名まで、ガイド1名分：6,500～

7,500円※内容により異なる

最初からガイド料金に含まれている なし 人数制限した限定ツアー、博物館学芸員が目玉となるツアー
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佐渡ジオパーク 地質遺産の保全、観光振興、地域づくり、学習や教育への活用及び市民の

郷土愛の醸成を複合的に期待していることです。

・総会を含めて協議会の各種会議等で構成団体を対象に共有。|・出前授業、出

前講座、各種イベントにて小・中・高を含む市民･来島者等の参加者を対象に共有

該当なし 人件費　44,123,374円 自治体からの負担金11,111,000円 日本認定10周年記念事業　支出総額2,931,839円 調査研究部会２回、教育部会１回、事業部会２回、広報部会１回 市役所内 運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場所を使用しているため経費

はかからない

観光部署からPRブースへの出展の声かけがあった なし ジオサイトのモニタリングを月１回程度、ジオサイトのメンテナンスを随時、ジオサイトの草刈りを

年３回

認定ガイドを対象とした研修会と３年１度ガイド更新試験を実施している。 参加者 1～ 5人の場合、ガイド1名で1時間 3,000円（以降1時間1,000

円）|参加者 6～10人の場合、ガイド1名で1時間 4,000円（以降1時間

2,000円）|参加者11～20人の場合、ガイド2名で1時間 8,000円（以

降1時間4,000円）|参加者21～30人の場合、ガイド3名で1時間

12,000円（以降1時間6,000円）

設定していない 博物館等の施設見学に変更して対応する場合がある。 広報物でのガイドの宣伝
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蔵王 ・総会の場で参画団体に|・運営委員会や部会で委員に|・出前講座において、地

域の子ども達（小中高校生）に|・協議会だよりで地域内住民に

拠点施設改修費用　\5,180,000 人件費　￥21,807,000 ・自治体の予算   \34,391,000|・県からの補助金 \ 2,600,000 拠点施設改修費用  ￥5,180,000 産業振興部会2回、合同専門部会（教育・産業振興・ガイド）1回、ガイド

部会1回

蔵王町役場内 事務局を蔵王町役場内としているため費用はかからない 他部署と連携して事業を実施した フォーラム・講演会やジオツアー開催の際に参加いただいている。 サイト調査12回|サイト学術調査協力2回 ガイド養成講座受講者限定で公開 ガイド養成講座（初級・中級）|ガイド研修（講師を招いた研修・近隣ジオ

パーク視察）

認定ガイド　半日3,000円／1日6,000円 準備下見分の報酬は受け取らない 映像視聴|実験|体験もの（模型製作など） 協議会主催ジオツアー、ガイド団体の垣根を超えた座談会

278

箱根 総会で協議会会員に対して、ジオパーク研修での新任教諭に、保全計画策定に係

るステークホルダーとの話し合いで　など

67,273,500円 18,600,000円 市町村負担金3,600,000円、県負担金3,600,000円、市町村共同事業

助成金3,600,000円、企業協賛金920,000円、商品販売手数料

139,890円、繰越金1,410,736円

教育部会１回、ガイド連絡会１回 箱根町役場内 運営団体所有の場所に事務所を設置しているため、経費は直接的には負担

してはいない

・各種印刷物やイベント等においてマスコットキャラクターを積極的に活用し普及啓

発を行っている。|・新任教員を対象とした研修の項目のひとつにジオパークを入

れ、授業での活用方法を学ぶ機会としている。

一般講座などの住民向け講座に自発的に参加している。 サイトのメンテナンス　1回。巡検やツアー、ガイド時等におけるサイトのモニタリング　随時実施。

学術調査　２回（その他、学術研究助成金を活用した調査　複数回）　。その他、自治会

や学校、企業が主体となった清掃活動　多数。

YouTubeによるプロモーション映像等配信、ソーシャルメディア「note（ノー

ト）」での地域情報の発信

協議会のガイド連絡会に所属するガイド団体のみ 野外でのガイド実践を含む勉強会、巡検。複数団体が交流しながら互いのガイ

ドを学ぶ研修会。

ガイド団体による ガイド団体による 室内対応 オンラインツアー（バーチャルツアー）の実施

283

立山黒部ジオパーク ・総会の場で会員（個人・法人）に活動方針、活動内容等報告|・小学校への出

前授業で郷土の宝を紹介|・ジオ散歩等で地域住民へ郷土の宝を紹介|・富山県

内の各拠点施設との連携|・ジオカフェの実施（飲食店で喫茶・食事を楽しみながら

ジオパークや地域などの知見を深める親睦を深める　　|　活動）|

ありません ・１３百万円 ・会員からの会費　　　　　　６百万円|・県、自治体からの補助金　１０百万円

|・事業収入　　　　　　　　　１百万円|||

・立山黒部ジオパーク支援自治体会議　総会１回、連絡会２回|・部会長

会議　　　　　　　　　５回|・各部会　企画部会　　　　　　４回|　　　　　研究

教育部会　　　　１回|　　　　　ジオガイド部会　　１３回|　　　　　広報啓発

部会　　　　１回|　　　　　保全部会　　　　　　１回||

・富山県富山市 ・他者所有の場所を借り、賃料を支払っている（年間３１６千円）| ・当ジオパークは９市町村の自治体との連携により支援を頂いている。|・９市町村で

構成される立山黒部ジオパーク支援自治体会議が設けられており、2024年度は計

３回の会議に出席|　した。|・連絡会２回、総会１回、総会には各支援自治体の

市町村長が出席される。|

・保全事業として、黒部市の下立地区ジオサイト保全・活用事業を実施。|（地域住民向け

ツアー、ワークショップ（誘導看板作成）など同地区において2024年度は７回の事業を実

施）|・サイトのモニタリングはエリア内で計７回実施。|

・ジオパークだよりを会員・自治体・図書館などに１回/月　送付している。 協会認定ガイドに限定して行っている。 ・人材育成事業でガイドスキルアップ研修を行っている。（２０２４年度は１

０回実施）

各ガイド料は一律１時間２，５００円＋交通費（おおよそガイド１名につ

き参加者１０人）

・最初からガイド料金に含まれている。 ・ツアーによって異なるが下記対応を行っている|　　①中止|　　②室内施設に

変更|

・ジオガイドが企画する現地集合・現地解散型ツアー（ジオパーク散歩）をジ

オパークエリア内９市町村で実施。|・ジオパーク散歩は各地町村広報にて募

集・案内。|・拠点施設においてジオガイドの常駐。
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阿蘇ジオパーク推進協議会 全ての人に公平な教育と観光。ジェンダー平等。地質遺産の保全。自然と社

会の複雑性への理解と価値の認識。ジオパークを通じた地元の取組への付加

価値。

総会の場で構成団体に。出前授業で小学生、高校生に。国立阿蘇青少年交流

の家との協働事業の中で参加者に。ジオパークエリア外でのワークショップや展示を通

して。JCや地域団体の講演会で参加者（住民へ）。新聞の取材などで。

学術的有識者。母国語が日本語でない方。特別支援学級の子どもたち。 国立阿蘇青少年交流の家内の展示スペースのリノベーション　３０万円 1600万円 自治体からの負担金７００万円、自治体関連団体からの負担金（阿蘇地

域振興デザインセンター）１０００万円、その他（繰越金・寄付金）４００

万円

特になし ない 国立阿蘇青少年交流の家 交流の家に賃貸料を支払っています。年間15万円程度 なし スタッフによる現地確認を行った。 ガイド自身による自主研修 半日の場合、参加者２名：３５００円、３～４名：２８００円、５名

以上：１８００円（全て１人当たりの値段）

研修会として実施する場合、支払うことがある。 お客さまとの相談の上、室内でのアクティビティないしは震災ミュージアムの案内

などに切替ないしはキャンセル

事業者向けの講習会など

275

三陸 構成市町村新任担当者研修会・構成市町村担当者会議で構成市町村担当者

に、ジオパーク認定ガイド認定講座で認定ガイドを目指す方に、岩手県職員向け研

修で県職員に、全体研修交流会で構成市町村担当者・認定ガイドに、高校での

出前授業で高校生に

設置無し 人件費：3,139,391円|施設管理費：０円 構成団体からの負担金：11,789,692円、文化庁からの補助金：

5,500,000円、さんりく基金イベント開催事業助成金：2,150,000円

構成市町村担当課長会議２回、構成市町村等担当者会議・説明会２

回、全体研修交流会１回、ブロック担当課長会議１回、ブロック担当者会議

３回

岩手県宮古地区合同庁舎内 協議会構成団体所有の施設を使用しているため経費はかからない 三陸ジオパーク認定ガイドとしての活動、サイトの保全・保護活動への参画 構成市町村等における清掃・保全活動：30件、学術調査５件 講座受講者限定で公開している 更新講習会の実施 １時間あたり3,000円～5,000円程度（ガイド団体ごとに料金を設定） 準備下見分の報酬の受け取りについては、ガイド団体ごとに判断している 拠点施設等屋内での解説 鉄道会社と連携した企画列車の運行、トレイルや文化資源を活用したジオツ

アー、インバウンド向けモニターツアーの実施
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下北ジオパーク 推進計画の変更時に説明する必要があり以下の場面で説明|　①推進協議会総

会　②推進協議会幹事会　③推進協議会部会（３部会）　④地域住民で組

織している下北ジオパークサポーターの会理事会　⑤下北ジオパークガイドの会定例

会

全国大会でのユニバーサルデザイン分科会に参加し、その知識を習得した後、ビジターセン

ターの展示にあたりジオパークの国際交流推進員やガイドに説明しながら、意見を取り入れ

た|

下北ジオパークビジターセンター改修費（R2、R5　合計875万円） 人件費（ジオパーク推進員３名分）13,992,000円|施設管理費 0円

（市町村管轄部署にて支出：協議会としては支出していない）|

国からの補助金　　　13,363,000円|自治体からの負担金　17,000,000

円|ほか雑収入等

全国大会実行委員会負担金23,700,000円 保全・研究部会３回　教育・防災部会３回　地域振興部会３回　自治体

担当者会議７回

むつ市役所内 会則で会長が所属する団体に事務局を置くこととされており、会長はむつ市長

が担っているため。経費はなし

全国大会での下北５市町村職員の従事（むつ市323名、大間町18名、東通

村16名、風間浦村12名、佐井村10名）

全国大会機運醸成イベントでの議員の参加、全国大会への参加など多数 年１回以上、全５３歳とのモニタリングを実施|モニタリング勉強会１回|清掃活動６回 下北ジオ検定事前講習会|ガイドの会への補助金（スキルアップ目的）|専門

員によるガイドへの研修会|ガイドツアーの制作支援

下北ジオパークガイドの会ガイド１人につき2,000円　移動に要する費用は別

途（自宅～ガイド場所37円／km)|下北管内教育機関のガイドは無料

準備費として1,000円 基本的には中止とするが、無料で下北ジオパークビジターセンター等の施設を

案内

ガイドが自ら企画立案したツアーを開催
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ジオパーク下仁田協議会 各会議の場で説明している|ジオサイト清掃活動後の説明会| なし 人件費　3764千円|施設管理費　2215千円 運営団体の会計は下仁田町教育課・ジオパーク推進費に計上されており

100％自治体会計である。

学術部会１|教育部会１|ガイド部会２ 下仁田町自然史館内(町・博物館) 運営団体所有の元学校を使用しているため経費はかからない 議員が個人レベルでの行事参加 清掃活動を月に１回|サイトのモニタリングを年に数回 岩石の専門家と協働で岩石を判定できるシート（ガイドツール）の作成を行っ

た。

ガイド１人につき３時間2,700円(ガイド1人につき10人まで) 設定していない 拠点施設での体験プログラム及び施設見学 旅行会社募集の軽登山ツアー実施(認定ガイドによる案内)

324

隠岐 保全計画策定事業の中で、関係者へ。関係者：各町村の観光課、教育委員

会、国立公園担当課、県自然環境課、各観光協会、ガイド団体、登録ガイド|隠

岐ジオパーク2級認定ガイド養成講座の受講者に|出前授業で地域内の高校生に

|

なし 人件費　94,904,266円|施設管理費　11,782,646円 自治体の負担金　138,590,000円|国・県・町村等からの補助金

102,245,315円|構成団体からの会費　860,000円|町村からの受託金

12,400,000円|事業収入　8,997,592円|寄付金　61,839円|雑収入

5,316,010円|前年度繰越金　3,065,324円

地域づくり推進会議1回　教育環境部会3回、観光部会3回 ビジターセンター「隠岐ジオゲートウェイ」内：島根県隠岐郡隠岐の島町中町

目貫の四61番地|ホテルEnt?内：島根県隠岐郡海士町福井1375-1

隠岐ジオゲートウェイ内：指定管理者として使用し、借上料を支払っている

(年間4,254,000円)|ホテルEnt?内：海士町教育員会より、業務受託を

請け負っており、経費はかからない。

運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。|知夫里島の地

質についての講演会で地質研究員が講師を依頼された。|

ない。 地域内関係者からの意見をもとにサイトカルテの様式を更新。|島前3島のジオパークサイト現

地調査を年11回実施。|保全に取り組む人材を育成するため、勉強会を5回、トレイル等の

整備ワークショップを2回実施

スキルアップ研修の実施を行っている。進級制度を設けている。 (一社)隠岐ジオパークツアーデスク　1グループ(3時間)20,000円（１～４

名）|風待ち海道倶楽部　1グループ半日（4時間）　10,000円(5名ま

で、税込）|NPO法人隠岐しぜんむら　4名での利用時お一人あたり 7,200

円|SUNKO-OKI 　3名まで　19,800円（税込）

最初からガイド料金に含まれている なし インフルエンサー招聘による新たなターゲット層への認知拡大|企業の社員研修

及び大学及び研究者による研修プログラムを作成|ジオガイド者のマーケット開

拓のためにwebページを改善

334

土佐清水ジオパーク 社員総会（社員、協力機関）、ジオパーク授業（小学生、中学生、高校生、教

員）、認定ジオガイド、新規ジオガイド養成講座受講生

NPO法人「福祉住環境ネットワークこうち」の方々（車いすユーザー）を招き、拠点施設で

ある「竜串ビジターセンター」の施設利用について意見を伺った。（令和6年12月7日）

なし 人件費　　：35,258,281円|施設管理費： 1,500,800円 ①自治体（土佐清水市）|補助金：28,058,997円|委託料：

16,340,026円|②（一財）セブン－イレブン記念財団|助成金：

719,325円|③収益等： 760,728円

なし なし 足摺宇和海国立公園　竜串ビジターセンター 環境省設置の施設を利用。|環境省と土佐清水市の協定に基づき、市から委

託を受け管理していることから、賃料は不要。

議長が副理事長を務め、協議会部会「計画・保全」部会に参加しているため。 ジオサイトカルテの整備（随時）|ジオサイトモニタリング（年1回程度）|清掃活動（年6回

程度）

受講者限定 ツアー毎に設定しており、一律ではない。|（各ジオガイド団体が設定） 事務局では把握していない。|（各ジオガイド団体が設定） あり（予備日の設定） 新規ジオガイド養成講座の実施|新規ジオツアー造成への助言等

211

ゆざわジオパーク ・市内小学４年生の全児童に副読本を配布|・市内小学校、中学校、高校にて

出前授業を実施|・教職員向け研修会で教員に対して実施|・新規採用職員研修

会で市役所の新規採用職員に対して実施|・市民向け講座で市民に対して実施|・

市広報で市民に対して実施|・市内商業施設や各種イベントにて、市民や観光客

に対して実施|・ガイド養成講座にて受講生に対して実施|・スキルアップ講座にて認

定ジオガイドに対して実施|・事業で首都圏の大学生に対して実施

該当なし 人件費：9,171,266円（協議会事務局員に係る人件費 ※自治体職員

人件費を除く）|施設管理費：6,372,888円

自治体からの負担金20,820,000円、自主財源（検定料、グッズ販売収入

等）172,554円、繰越金1,058,717円|※差引残額は次年度へ繰り越し

なし ガイド部会１回、教育部会１回 市役所内 市役所内の場所を使用しているため経費はかからない。 運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。|教職員向け研

修会を依頼された。

なし 月一回、ジオサイト看板清掃（ガイドの会） 該当の講座に参加を希望している方のみ。認定ジオガイド向けに実施した場

合は、実施後にジオガイドのみが視聴できるようにしている。

ゆざわジオパークガイドの会|ガイド１人につき2時間まで2,000円、１時間増

すごとに1,000円（ガイド1人につき参加者10人）

準備下見分の報酬は受け取らない。 拠点施設の見学や見学コースの変更など。 ・雑誌への掲載
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やまなし上野原 総会の場で構成団体に 環境整備等に50万円。 施設管理費に50万円 自治体からの負担金200万円 準会員登録費 会員向けジオツアー、地学巡検をそれぞれ毎月1回| 上野原駅前観光案内所2階 運営団体管理委託の場所を使用しているため経費はかからない 視察の実施、市内巡検・ジオツアーに参加 サイトのモニタリングを月1回、清掃活動を年4回程度、ジオサイトのメンテナンスを随時 グループラインによる情報配信を随時 なし 準備下見分の報酬は受け取らない| なし 相模湖～上野原間の遊覧船就航
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島原半島ジオパーク 総会の場で構成団体に 雲仙岳災害記念館リニューアル　事業費　４億円 報酬・社会保険料等を含む人件費　1500万円以上|施設管理費　280万

円以上

自治体からの負担金　6,203,000円×3市 特になし ジオパークガイドの会 10回 長崎県島原市平成町1-1　がまだすドーム内 雲仙岳災害記念館（長崎県が建設：平成14年）の中に他者所有の場所

を借り、賃貸料は減免申請済、経費は電気料金を支払っている

運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった|公民館活動の

講演会で講師を依頼された

第15回日本ジオパーク全国大会十勝岳大会への参加 主に学校教育の中で、地域の宝である地域遺産の価値や各種ジオサイトにおける定期的な清

掃活動の実施。

1時間30分以内　2000円。以降、1時間ごとに1,000円ずつ加算。 準備下見分の報酬は受け取らない 室内での座学など サイクルツーリズム（IKOMON）に協力
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喜界島 協議会総会、ジオパーク学習（小学生、中学生、教員）、公民館講座（一

般）、職場体験、ガイド養成講座、長寿者学級

なし 21,000円 自治体の予算13,497,132円 0円 プロジェクトチーム２回、管理運営部会１回、教育部会１回、地域振興部

会１回、防災部会１回

市町村役場内 市町村役場が管理運営しているため経費はかからない なし サイトの草刈り作業を年５回程度 町の広報誌にて活動内容を毎月掲載している 参加ガイドのみ シマあるきガイド よんよ～り喜界島　大人1,000円/コース　５歳から18歳

100円|E-サイクルツアー　大人16,000円/1日　10,000円/半日|

ガイド料に含まれている なし ジオガイド講座、ジオツアーの実施
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四国西予ジオパーク 出前授業で小学生～高校生に伝えているほか、教員研修の出前講座で市内教職

員に対して紹介、新採職員研修における紹介、そのほか、他市の地域団体や他市

の博物館講座などで出前講師を務めた際に紹介している。

四国西予ジオミュージアム建設費（総工費807,333,600円、令和４（2022）

年４月完成）

19,541,949円|（ジオミュージアム管理運営事業11,972,613円＋会計

年度任用職員給与費7,569,336円）|

自治体からの負担金2,722,125円| なし 保全部会：６回、教育部会：１回、観光部会：１回、物産部会：３回 ジオパーク拠点施設内（四国西予ジオミュージアム） 行政が新たに建設した（令和４（2022）年建設：総工費

807,333,600円）

・市役所内に「西予市ジオパーク推進委員会」を設置。西予市役所内の各課に

委員を配置し、推進計画に関連する事業実施や、活動に関する情報共有及び

調査・研究に関する連携を図っている。|・2017年から新たに「西予市ジオパーク

推進アドバイザー制度」を実施している。ジオパーク推進室の室長級の経験者に委

嘱し、業務の中でジオパーク推進室からの求めに応じて、過去の取り組みの経緯を

教えてもらったり、四国西予ジオパーク推進協議会が実施する事業に対して連携

協力してもらう。|・南予地域と高知県西部の14市町村でつくる四国西南サミット

の第35回会合が四国西予ジオミュージアムで開催。四国横断自動車道の早期

完成を国と県に要望することなどを示した「サミット宣言」を採択。高橋館長による

ジオパークの考え方の基調講演や館内見学も実施した。

・議会および委員会中はロゴマーク入りのポロシャツを着用。|・議会一般質問における

西予市のジオパーク活動に対する建設的な意見提案。|・総会や講演会への出席や

発言があった。|・四国西予ジオパーク推進協議会の構成団体の一つに西予市議会

がある。

・サイトの清掃＆モニタリング（事務局が把握しているもので、2024年度で15回。清掃の際に

は必ずモニタリングも合わせて行う。他団体で実施しているものもある。）|・土壌調査：1回|・

昆虫調査：1回|・地形（氷室・風穴）調査：2回|・地質調査：10回以上||これらの活

動に対して、平成26年度に市が定めた、西予市ジオパーク推進支援事業補助金交付要綱

において、「ジオパーク内にある地層や岩石を含む自然、文化的景観、文化財など、ジオパーク

の整備・補修当の保全活動」を対象として、市内外の個人もしくは団体からの申請が採択され

た保全・整備活動について補助を行っている。

・四国西予ジオパーク認定ガイド認定制度：全8回行われるガイド養成講座

のうち、必須講座４回、選択講座１回受講したら認定する。更新制で、2年

に1回更新。救急救命講習・更新講習を受講（必須）。||※西予市観光

物産協会委託事業（2024年度）|■四国西予ジオパークガイド養成及び

スキルアップ事業：西予市内外の方を対象にジオガイド希望者を広く募集し、

四国西予ジオパークの各ジオサイトを含む観光資源を軸とし、専門家を迎えて

ジオガイド研修を実施する。魅力あるジオガイドを育成することで、本市に何度

も来訪いただけるファン作りの推進を目的とする。|〈実施内容〉|○第１回ジオ

ガイド研修（サイクリングに関するジオガイド研修）、日時：令和６年９月６

日（金）10 時 ～16 時、場所：狩江地域づくり活動センター、参加者：

８名、講師：ターナー・ウイリアム氏（We Ride Japan）、大川民恵氏

（We Ride Japan）|○第２回ジオガイド研修（ジオツアーに関するジオガ

イド研修）、日時：令和６年12 月15 日（日）13 時～17 時、場所：

四国西予ジオミュージアム、観音水、愛宕山公園、参加者：７名、講師：

榊山 匠氏（ジオパーク推進室）|○第３回ジオガイド研修（ジオツアーに関

するジオガイド研修）、日時：令和７年１月11 日（土）13 時～17

時、場所：狩江地域づくり活動センター、参加者 15 名、講師：榊山 匠氏

（ジオパーク推進室）|○第４回ジオガイド研修（観光ガイドの基礎と心に

残るガイディング講座）、日時：令和７年２月16 日（日） 10 時～17

時、場所：四国西予ジオミュージアム、参加者：10 名、講師：小林あきよ

氏（株式会社tabi.info）、菊間彰氏（一般社団法人をかしや）

ガイド料金体系（令和４年８月10日更新）|・90分以内＆10名以下：

5,000円|・90分以内＆11名以上：人数×500円|・３時間以内＆10名

以下（半日コース）：6,000円|・３時間以内＆11名以上（半日コー

ス）：人数×600円|・６時間以内＆10名以下（一日コース）：12,000

円|・６時間以内＆11名以上（一日コース）：人数×1,200円|※原則、

大野ヶ原でのジオガイドは一日コースの料金体系とします。|※バスに同情する

場合は移動時間ならびに現地での昼食や待機時間も時間に含みます。|※お

客様の人数によってい変動します。（ガイド人数によって料金は変動しませ

ん）|※その他、サイトによって料金体系に変更があります。

準備下見分の報酬は最初からガイド料金に含まれている。 代替策|①四国西予ジオミュージアムおよび隣接する展示施設（ギャラリーし

ろかわ、城川歴史民俗資料館）の見学|②四国西予ジオミュージアムを会場

とした体験プログラムの実施|2022年度から実施：世界に一つだけの岩石標

本（無料）、西予ジオクエスト（タブレットを使ったクイズのこと、常設展示の

観覧料が必要　大人500円、高校・大学生300円、中学生以下無料）

|2023年度から実施：アンモナイトレプリカ作り（300円）|2024年度から

実施：エムリバー実演（無料）|③穴神鍾乳洞の見学|…悪天候の影響を

受けない。地元ガイドがほぼ常駐。入洞料200円＋ガイド料1,000円（年齢

や人数に応じて金額が変わります）。

■西予市事業|西予市ジオパーク推進支援事業|・ジオツーリズム整備支援事

業：市内に住所又は活動の拠点を有する個人やグループに対して、ガイド育

成や新規ツアーの開発を行う場合に係る経費及び農家民宿などの視察・研修

に係る経費を補助。|補 助 率：２分の１(限度額50 万円)|交付件数：

１件||・市民ジオツアー支援事業：３人以上で構成されたグループ及び団体

に対して、地域学習を目的として、四国西予ジオパークのジオサイト等を巡るツ

アーに係る交通費及び市内施設の入館料等に係る経費。|補 助 率：２分

の１(限度額５万円)|交付件数：２件||■西予市観光物産協会委託事

業|・四国西予ジオツーリズム事業：西予市に点在するジオサイトを巡る旅行

商品を販売し、一人でも多くの旅行者|が本市のファンになり、リピーターになって

いただく事で、関係人口の創出や拡大を目的とする。その手法の一つとして昨

年度購入したＥ－ＢＩＫＥを活用した旅行品を販売し、新しいニーズの創出

を目指す。（2024年度は8件を企画、うち5件を催行。のべ参加者数31

名）||・四国西予ジオミュージアムを起点とした親子向け旅行商品|目指せ！

未来の研究者たち 「化石を見て、触ってみよう」|【ツアー内容】化石発掘体験

や石灰岩でできた洞窟体験を通じて大きく変動する大地の営みとその神秘性

に触れることができる。（販売実績：３件、のべ参加者数８名）||・着地型

旅行商品|ジオクルーズとイカ釣りツアー|【ツアー内容】大地の神秘とともに美し

い奥地湾を満喫できるジオクルーズとイカ釣り体験が楽しめる。|（販売実績：

９月４日、催行人数７名）||・西予市観光物産協会以外の事業者を通じ

て旅行商品を販売。|（2024年度は10件を企画、うち5件を催行。のべ参

加者数128名）
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白山手取川 合併市の一体感の醸成、向かうべき地域の将来認識の一体化 ・まちかど市民講座/講演・研修依頼で市民や講演依頼団体に|・水の旅案内人/リ

レー講座で一般参加者に|・ガイド養成講座で白山手取川ジオパークの公認観光

ガイド希望者対象|・市の若手職員/教員研修参加者に|・出前授業で小・中・高

校生に

既存の拠点施設マップ制作・貼替（5件）|911,900円 分からない| 事業費　14,941,194円|事務局費　6,278,784円|市の決算額

14,885,000円

拠点施設基本計画策定委託（8,525千円） ジオパーク学習支援員連絡調整会　11回|ガイド事業部会（白山市観光連

盟主催）2回|連携協定団体連絡調整会議　1回|

白山市役所3階ジオパーク・エコパーク推進課内| 運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場所を使用しているため経費

はかからない

全国大会への参加、ジオパークポロシャツの着用| ジオサイト周辺の草刈りを年2回程度、外来生物除去作業など。|自然公園法、文化財保護

法に基づいたパトロール。|運営団体による日常パトロール。|動体撮影カメラ設置。

SNS広告、金沢駅デジタルサイネージ 金城大学短期大学部での授業を養成講座として連携して、一般参加者＋

学生で実施している。認定試験のための養成講座の受講は2年間有効となる

ので、2年間で受講及び認定試験が受験可能。ガイド活動への意識も確認す

るため、筆記試験だけでなく、面接・実技試験も実施している。

一般ガイド　～20名まで　5,500円／１時間|※１時間を超える場合は、追

加料金２２００円／１時間||

なし（基本的にガイド料に含む）| なし 公認観光ガイド養成講座の開催(全14回)、インバウンド向けモニターツアー

(全2回)、SNS広告、金沢駅デジタルサイネージ動画広告|
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桜島・錦江湾 総会の場で構成団体に、市政出前講座でエリア内の住民に、出前授業で学生等

にジオパークの理念について共有した。

なし 人件費：13,961,404円|施設管理費：なし 自治体負担金：19,278,000円|寄付金：173,590円|諸収入(グッズ等

販売)：869,823円|繰越金：2,450,376円|補助金等：3,494,995円

なし 構成自治体担当者課会合12回程度|看板設置内容検討ワーキンググルー

プ2回|ジオガストロノミープロモーション検討会議2回|ジオ資源保全会議1回|

日本ジオパーク再認定審査ワーキンググループ3回

鹿児島市役所内|姶良市役所内|垂水市役所内 運営団体所有の場所を使用しているため経費はかからない なし ジオサイト調査：月1回程度 ガイド団体への助成金の支給 桜島ジオサルクによる溶岩観察参加者1人につき30分1,000円(高校生以

上)、500円(小中学生)|桜島ジオサルクよる桜島ツアー参加者1人につき2

時間2,500円|その他カヤックやサイクルガイド等については参加者数などで変

動するため把握していない。

・最初からガイド料金に含まれている。|・状況に応じて相談して受け取ってい

る。

なし なし
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那須烏山 総会の場で構成団体に、出前授業で小・中・高校生に、ボランティア団体の会議の

場で構成員に

０円 ０円 自治体の予算1,019,000円 ガイド部会・学校教育部会　合同会議1回 市役所内 運営団体（事務局）所有の場所を使用しているため経費はかからない。 なし サイトのモニタリング兼除草・清掃作業（平均月1～2回） ガイド団体独自の学習会（年1３回実施） ボランティアガイド1人につき1日3,000円 ガイド料金に含まれている 相談の上、可能なら延期 なし
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苗場山麓 総会の場で協議会委員や学術指導委員に 2025.10/18開館：津南町埋蔵文化財センターうもれあ(旧中津小学校をリノベー

ション)|2019年～整備　総事業費７億2865万円(文化庁２分の１補助)

報酬・社会保険料：8,139,204円|施設管理費：725,889円 自治体からの負担金:20,243,342円 長野県立美術館企画展に係る費用:2,001,870円 ガイド部会12回、広報部会２回、商品開発部会１回、資源探査部会２回 町の所有施設内| 発足準備の際、津南町教育委員会文化財班が担当し、現在まで継続してお

り、年間経費は文化財班で管理しているため不明

ジオパークガイド養成講座の参加、ジオパークフォトコンテスト審査会への参加、ジオガ

イド認定検定の受検など

サイトのモニタリング、メンテナンスを随時 スキルアップ研修を実施 ガイドの会ガイド１人につき半日6,000円／一日8,000円（ガイド1人につ

き参加者10人まで）

準備下見分の報酬は受け取らない 屋内施設の紹介 ガイド養成講座として歩いて楽しむツアーを実施
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鳥海山・飛島 ①社員総会で構成団体へ　②ジオパーク講座で参加者へ　③小学校の総合学習

等で生徒へ|④中学校の探求学習で生徒へ　⑤高等学校の探求学習で生徒へ

⑥内部研修として、エリア内公営宿泊研修施設の職員へ　⑦内部研修として、エリ

ア内担当部署職員およびへ　⑧議員との面談の場で議員へ|

無し 人件費　24,373,849円 ①構成自治体（3市1町）からの負担金　合計50,000,000円| アドバイザー会議１回、保護保全部会・調査研究部会合同会議１回、認定

商品ワーキンググループ１回

構成自治体の観光関連施設内 構成自治体施設を借りているが、賃借料および光熱水費は免除されている。 運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。|職員向けジオ

パーク講座の講師依頼。|生涯学習関連や公民館主催事業などへの講師依頼。

等

ジオパークの推進に関連する一般質問があった。 ①　ワールドクリーンアップデイによる海岸保全活動|②　飛島クリーンナップ作戦による海岸保

全活動|③　公認ジオガイドによる定期的なサイト清掃|④　サイトを所管する行政組織による

木道等の点検補修（不定期）

通常はガイドの会会員限定で公開しているが、一部一般開放あり スキルアップ講座の開催 ①鳥海山麓エリア　1.5時間まで3,000円（以降30分毎に1,000円加

算）|②飛島エリア　　　1日1往復期間4,000円、1日2往復期間6,000

円、1泊2日10,000円（ガイド分の定期船料金・昼食代・宿泊代についても

お客様負担）|※ガイド1名について参加者10名まで

準備下見分の報酬は受け取らない。 定期船が欠航の場合、参加者との協議により鳥海山麓エリアでの代替ツアー

に変更可能な場合あり。その際の料金は鳥海山麓エリアの料金となる。

観光動向調査を行った。
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伊豆大島 1.伊豆大島ジオパーク推進委員会で委員に対して|2.大島町役場、教員、東京

都職員向けジオパーク研修の場|3.学習発表会での場||

東京都策定の「国内外旅行者のためのわかりやすい案内サイン標準化指針」を踏まえ、

2021年度に大島町看板整備ガイドラインを策定した。2024年度においても、これに則り

看板整備を行っている。|・小学校高学年以上で習う漢字にはルビ　・高齢者や弱視者が

判読しやすいフォントや、文字の大きさ|・統一的な英語表記及びピクトグラムの活用　・色

覚異常の方への配慮として、カラーユニバーサルデザインに配慮　・車いす使用者に配慮した

表示面の高さ・幅　これらに対応している。　このため、個別的な意見聴取は2024年度で

は実施していないが継続して配慮し整備を行っている。

伊豆大島ミュージアム建設費　965,867,255円 人件費（会計年度職員）　4,664,587円|拠点施設管理費

1,981,515円

一般財源（自治体直営、基金含む） 72,015,106円|国庫委託金（環境

省業務委託事業）490,655円|東京都補助金①　　22,686,000円|東

京都補助金②　340,741,000円（東京宝島サスティナブル創造事業）|東

京都・市町村総合交付金　81,700,000円|地方債　464,200,000円|雑

入（ジオパーク料理教室参加費等）　411,750円||合　計

982,244,511円

伊豆大島ミュージアム建設費　965,867,255円 自然環境保全活用部会　1回|教育文化部会　1回|防災部会　1回|観光

部会　1回|地域活性部会　1回

市町村役場内 運営団体（町役場）所有の場所を使用しているため経費はかからない） ※参加はない。|主体的に企画・実施している活動はある。|「サクユリ観察会」→「サ

クユリ写真展」

前提：サイトそれぞれが異なった特徴（頑丈さなど）を持っているため、回数＝全サイトが対象

ではない。||サイトのモニタリング：台風通過時等、解説看板点検時（年1回（9月頃））|

サイトのメンテナンス：年2回（地層大切断面のみ）、適宜（温泉ホテル露頭）、

デジタルサイネージ（島内７基） ※基本は対面形式で実施しており、一部の講座を録画してyoutube限定動

画しているものがある。|対象範囲はどなたでも。ただし、メール等で申し込みいた

だいた方のみに、youtube限定動画のURLを配布している。

■各種学会や、研究機関等が伊豆大島に訪れ、伊豆大島ジオパーク推進委

員会事務局が依頼を受けて協力する場合に、当地のメリットとして、ジオガイド

の同行や見学などを承諾いただいている。|■気象庁が現場での火山観測を

実施する場合に、同行させていただける機会をいただいている。（年１回程

度）|■日本ジオパーク全国大会・関東ブロック大会への参加旅費の補助事

業を整備している。

各ガイドでショップをもっていたり個人でガイド業を営んでいる　ため、それぞれが

各自のルールで料金を設定している。|現時点での概ねの最安値は、半日1人

5,000円（2名以上催行）

準備下見分の報酬は受け取らない。 伊豆大島ジオパーク全体としての決まった代替え案は「なし」、事務局による定

型の「ガイド付きツアーも「なし」です。|なお、ガイド毎に、ご依頼者と相談・了承

の上で、基本的には雨天決行です。（雨が少し避けやすいルートや、雨だから

こそ伝えられる内容のあるルートを再編成するなどガイド毎に適宜提案されてい

るようです。）|ただし、あまりに酷い悪天候の場合には、中止としている方が多

いと聞いております。

なし
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南アルプス（中央構造線エリア） ジオパーク活動で地域の一体性を高めることによって、地域資源に対する保護

保全や持続可能な活用による地域振興の機運を高める

ジオツアーに参加いただいた一般の方、小学生及び担当先生に対して共有 なし なし 不明 負担金1400千円|その他収入945千円 総会1回、幹事会8回、学術部会1回、教育部会１回、観光部会1回 市町村役場内と自治体関連施設 自治体職員が兼務、または運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場

所を使用しているため経費はかからない。

環境関連のイベント対応 視察の実施 ・中央構造線の清掃、草刈りを年に5回程度|・その他ジオサイトのメンテナンスを随時|・学術

部会による調査を年に1～2回程度

なし なし 既存ガイド内で研修 (北部　伊那エリアのガイド会)：利用人数と時間により設定（例：1～5名、

4時間以内、1000円～)　　|(南部　遠山ガイドの会）：モデルコース毎に金

額を設定|(中央構造線博物館)：館内説明の個別ガイドが必要な場合は入

館料の他別途3000円|

準備下見分の報酬は受け取らない 博物館、ビジターセンター等屋内施設での解説で対応。|（台風等予測できる

天候であれば事前に中止している。）

なし
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栗駒山麓ジオパーク 総会、運営委員会，専門部会で構成団体に 特になし 人件費24,146,977円、施設管理費11,418,183円 自治体からの補助金36,583,000円、ジオパーク商品売上686,610円、事

業参加費652,900円，その他411,351円（講演料，事務手数料，利息

など）

専門部会代表者会議２回，防災・教育部会４回，観光・ツーリズム部会

４回，保護・保全部会５回，ガイド部会４回

栗駒山麓ジオパークビジターセンター 市役所商工観光部ジオパーク推進室が管理する施設 ・くりでんミュージアムのバスツアーの企画に、ガイド派遣や当日のアテンド等として栗

駒山麓ジオパークが協力した|・くりでんミュージアムと細倉マインパークとの三館連携

事業として、GWと夏休み期間にスタンプラリーを行った|・地域の小学生を対象とし

た課外活動で、講師と見学対応の依頼があった

・荒砥沢地すべり地内部の現場視察|・栗駒山麓ジオパーク学習交流会2024への

参加

高層湿原のヨシ刈りを年1回，伊豆沼・内沼のクリーンキャンペーンを年1回，露頭やサイトの

除草作業を4月～11月の期間で随時実施，荒砥沢地すべり内部の除草作業を年5回実

施，荒砥沢地すべり内部の作業道整備を4月～11月の期間で随時実施，サイト及び候補

地の調査を年5回以上実施

ガイド1人につき1時間2,000円（ガイド1人当たり参加者10人程度） 事前準備や下見に関する報酬は受け取っていない ビジターセンターにて，VRや実験装置を用いた体験プログラムを実施 ・サイトの案内板を自撮りした写真を見せると、その場所のジオカードを配布す

るジオカード配布事業を7月上旬から11月上旬にかけて開催した。

306

山陰海岸ジオパーク推進協議会 総会で協議会員に、構成自治体が開催するジオパーク関連会議や研修会で地域

住民に、出前授業で小中高校生に

母国語が日本語でない方 なし 不明 協議会員会費280千円、構成自治体負担金39,720千円、雑入80千円等 運営委員会2回、学術部会3回、教育部会4回、ツーリズム部会2回、保護

保全部会3回、地域産業部会2回、ガイド部会2回、府県市町担当課長会

議4回、地質物品販売対策タスクフォース1回、看板ワーキング3回、拠点施

設情報共有会２回

県地方機関庁舎内 他者所有の場所を借り、賃借料、光熱水費などを支払っている。（年間370

千円）

各構成自治体のジオパーク担当課が自治体内の他部署と連携し積極的にジオ

パーク活動に取り組んでいる

府県議員連盟が要望活動を実施 管理者や環境省、ガイドとサイトモニタリングを半年で50箇所程度実施、サイトの保全活動に

係る経費支援（補助金）

ニュースレターを発行し構成団体など関係者に対し、活動内容を発信してい

る。定期的に市町広報誌にジオパークの話題を掲載している。

ガイドの魅力向上を図る取り組みに対し、経費の一部を助成 2時間～半日：3,000～5,000円等（各ガイド団体が独自に設定） 各ガイド団体の状況を把握していない 近隣の拠点施設等の見学 DMOと連携したツアー造成
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霧島 ・定例ミーティング（構成自治体の担当者が参加するオンライン会議）|・出前授業

やイベント等で部分的に行っている|

なし 約3,600万円 ・自治体からの負担金　10,243,000円|・諸収入 598,191円| ・観光部会　1回|・教育部会　1回|・保全部会　1回|・防災部会　1回 市役所内 既存の施設を活用しており、運営団体が市の内部部署に含まれているため、

経費はかからない。

・運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。|・構成自治体

同士が連携してジオパークの魅力や情報を発信するイベントを開催した。|・ジオガ

イドの例会に参加し、構成自治体とガイドが情報交換を行うなど、交流を深めた。

・霧島ジオパーク主催イベント等への参加 ・登山道整備活動（※広義の地質遺産保全）　年5回|・地質遺産の現地調査　年1回|・

その他モニタリング等　随時|

・構成市町のサイトを活用して地元ガイドが案内する研修を支援している。 ・ガイド料は個人・団体で異なっている。 最初からガイド料金に含まれている。 なし ・山の日にマーケティング調査を実施した。|・エリア拡大により広がった海域

（沿岸部）のサイトを活用したイベントを実施した。|・ユニバーサルツーリズムに

ついて考える研修会を実施した。
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おおいた姫島ジオパーク 地域の活性化 JGNやJGCのオンライン研修会への事務局の参加|議員勉強会でのジオパーク概要

説明|婦人会ジオパーク研修会

拠点施設「時と自然の希跡ジオパーク　天一根」の新築工事費48,384,000（総額

61,106,000）

人件費（専任職員2名分）7,618,536|施設管理費575,115 県補助金1,578,000|村補助金1,579,501 事務局打合せ17回|ガイド関係9回|観光関係2回|教育関係5回 村役場内（兼任スタッフ）|拠点施設内（専任スタッフ） 運営団体所有の場所を使用しているため経費はかからない 教育委員会と連携したシンポジウムの実施|教育委員会と連携した学習イベントの

実施|教育委員会による文化的景観関連事業の実施|防災担当部署による減

災座談会の実施|観光部署によるジオパークイベントのPR、教育旅行のPR

総会への参加|議員勉強会でのジオパーク研修 ジオサイトのモニタリング（随時）、ジオサイトのメンテナンス（随時） テレビ放映６回/年|雑誌等３回/年|ケーブルテレビ文字放送、ニュース（年

に数回）|広報誌（年に数回）

複数のガイドで作り上げるオンラインツアー おおいた姫島ジオパーク推進協議会：|ジオツアーガイド（半日）3,000円|

（全日）5,000円|ジオクルーズガイド（1回）3,000円

ツアーの内容の検討やガイドの事前練習はガイドの質の向上のための取り組み

として実施しており、報酬はない

室内でのワークショップ ジオクルーズ|イベント時の周遊バス案内
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秩父 秩父地域の民間企業に勤める職員向けに野外研修会、秩父市生涯学習課主催

の講座として講習生に現地学習、子どものエコクラブツアー、地元小学生に出前授

業、近隣地域の大学生に野外ツアー、町の商工会主催講演会でジオパークの普

及、秩父市新任教員向け野外研修会、埼玉県幼稚園新任教員向け野外研修

会、他自治体議員視察受入、ラジオ出演によるジオパーク普及

母国語が日本語でない方（英語、中国語） なし 8,601,788円 1市4町（自治体）からの負担金7,766,000円、前年度からの繰越金

2,973,328円

今年度については行っていない。 埼玉県秩父市熊木町９－５　ビジネスプラザ１F（秩父地域おもてなし観

光公社内）

運営団体所有の場所を使用しているため経費はかからない 構成自治体の職員が基本計画・保全計画作成の際に積極的に活動した。また

当該職員についてはJGN全国大会へ参加する等の活動も行っている。

なし 各市町教育委員会職員と定期的な連絡をとり、何か問題があれば現場訪問し、その後の対

応について話し合った。（1シーズン1回程度）

秩父市が委託した地域密着型企業が企画・運営するイベントにて初心者ガイ

ド研修会を実施し、プログラム内でジオパーク秩父のガイドが講師として携わっ

ている。

◯ちちぶ案内人倶楽部（一般社団法人秩父地域おもてなし観光公社の事

業）で依頼を受けた場合|→1人催行の場合は2,000円とし、1人増えるごと

に1,000円を加算。案内時間：原則90分　※内公社手数料30％|◯秩

父まるごとジオパーク推進協議会事務局で直接依頼を受けた場合|→半日

（4時間未満）料金：5,500円、1日（4時間以上）料金：11,000円

※内事務局手数料10％

基本的には準備下見分の報酬は受け取らないが、状況に応じて相談する。 なし ジオガイド育成のため現地研修を行った
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男鹿半島・大潟ジオパーク 運営団体の総会の場で構成団体に共有。新規ガイド養成講座で受講生に共有。 該当なし 人件費　10,660千円|施設管理費　19,727千円 自治体からの負担金　4,000,000円|前年度からの繰越金等　291,068円|

国からの補助　0円

脇本城跡VRAR製作費　10,345千円 事務担当者会議5回、ガイド養成講座調整打ち合わせ 1回 男鹿市文化スポーツ課内|大潟村干拓博物館内 運営団体が所有している場所のため、経費はかからない。 寒風山の山焼き ・小学校と協同したクリーンアップ活動　3回|・シチズンクリーナー（市民清掃）制度を活用し

た清掃及び草刈り活動　9回|・ガイドによる保全活動（山焼き含む）　3回|・自然公園法、

文化財保護法、鳥獣保護法で保護されたサイトが多く、法令担当課と連携して法律上の保

護を行っている。また調査研究の支援も行っており、許可等が必要になった際の手続きは公式

ホームページで周知し、問い合わせにも応じている。|・上記法令によらないサイトについては、多

くが重要施設（大潟村の維持管理施設や港湾、線路など）であるため、失われる可能性は

ほぼない。|・上記からさらに漏れるサイトは、民間百選などに積極的に推薦し、知名度の向上

を図ることで保全につなげている。

・ガイド実施後にガイドから報告書の提出を義務づけている。事務局から特記

事項やガイドからの意見・感想に対してフィードバックを作成し、ガイド全体に情

報共有できるように工夫している。|・協議会主催のガイドスキルアップ講座を実

施している。|・調査研究で新たな知見が得られた際にはガイドに共有している。

男鹿半島・大潟ジオパークガイドの会はガイド１人につき１時間2,000円

（ガイド１人につき参加者10人まで）

事前準備及び下見に係る報酬はない。|環境整備用としてガイド団体にて草

刈機を所有している。

ガイド依頼を受ける際は、雨天時の代替案も併せて提案している。|拠点施設

を利用することがほとんどであるが、域内の観光施設を利用することや、場合に

よっては車内から説明することもある。

少人数高単価の新プラン「冬の寒風山のトレッキング」のブラッシュアップ。
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洞爺湖有珠山ジオパーク 地域向けにマスタープランの提示（HPでの公開） ・英語表記パンフレットの作成（8,000部）|・HPの英語表記（ATツアー、より道ジオパー

ク）|・UDフォントの使用|・散策路での車いす補助器具の試行

特になし NPO法人環境防災研究機構北海道へ委託業務費として4,340,000円|

（協議会へ職員派遣の人件費）||※協議会予算とは別に、学術専門員人

件費として洞爺湖町予算で4,018,000円を計上

構成市町負担金　　　　　　13,037,000円|道地域づくり交付金

2,000,000円|その他（繰越金・雑収収入） 　813,000円

教育普及委員会・ガイド住民委員会（4/18、3/25開催） 洞爺湖観光情報センター内（洞爺湖町） 洞爺湖町役場庁舎より2023年5月に移転。洞爺湖観光情報センター内の

みずうみ読書の家（洞爺湖町施設）のスペースを利用しているため、暖房や

光熱費等の経費は経費は施設管理をする観光振興課が負担。協議会として

は施設利用に関する経費は負担していない。

豊浦町主催散策会の共催（豊浦町）|昭和新山噴火80年講演会の共催、教

育委員会主催のイベント、シ―ニックナイトへの出展（壮瞥町）|地元の商工会や

小学校・高校での事務局員の講演（洞爺湖町）||他、総会や幹事会への参加

議員によるジオパーク情報の発信（壮瞥町）|議員のジオパークポロシャツの着用

（洞爺湖町）|香川県三豊市交流事業での、洞爺湖町議員からのジオパークポロ

シャツ贈呈（洞爺湖町）

地形・地質サイトの保全活動（草刈を年4～5回ほど）…洞爺湖町有珠山ジオパーク推進

協議会|地域住民によるサイト保全（草刈、枝打ち。ゴミ拾いを年5回開催）…NPO法人有

珠山周辺地域ジオパーク友の会

〇ジオパーク推進協議会主催で、高付加価値の日帰りツアーとして「ジオパー

ク・アドベンチャーツアー」を企画・実施。2024年度はプレツアーを含め18回実

施||〇2025年度から有珠山の立ち入り規制区域でガイド活動を行う方を対

象とした「ジオパーク・アドベンチャーガイドリスト（有珠山）」の運用に向け準備

〇ジオパークアドベンチャーガイド（有珠山）　※屋号を持ち、ガイド資格を有

する者||通常区域・日本語対応|　2時間以内：15,000円|　4時間以

内：18,000円|　8時間以内：27,000円||通常区域・英語対応|　2時

間以内：18,000円|　4時間以内：21,000円||規制区域・日本語対応

|　2時間以内：18,000円|　4時間以内：21,600円|　8時間以内：

32,400円||規制区域・英語対応|　2時間以内：21,000円|　4時間以

内：24,600円||その他のガイド||通常区域・日本語対応|　2時間以内：

10,000円|　4時間以内：12,000円|　8時間以内：18,000円||通常

区域・英語対応|　2時間以内：12,000円|　4時間以内：14,000円||

規制区域・日本語対応|　2時間以内：12,000円|　4時間以内：

14,400円|　8時間以内：21,600円||規制区域・英語対応|　2時間以

内：14,000円|　4時間以内：16,400円||〇サポートガイド|通常区域|

2時間以内：5,000円|　4時間以内：7,000円|　8時間以内：10,000

円||規制区域|　2時間以内：6,000円|　4時間以内：8,000円|　8時

間以内：11,000円|||参考【洞爺湖有珠火山マイスターの場合】||～２時

間	1,100円	|～３時間	1,650円	|～４時間	2,200円	|～５時間	2,750円	|

以後、1時間ごとに550円加算||例）コース時間 1時間半（西山山麓火口

散策路）|　　　　　　   1時間　（金比羅火口災害遺構散策路）　　　　|

■備考　　　   料金には全て保険料を含む　　　|　　　　　　   参加者が10名

に満たない場合、10名分の料金|　　　　　　   引率者の料金は無料||

最初からガイド料金に含まれている 〇予備日を設定している場合は、予備日に行う||〇予備日を設定していない

場合は、なし（一部ツアー内容を変更して行う場合あり）

○ジオパークアドベンチャーツアー事業　17回開催、参加96名　　|○ジオパー

ク散策マップ（火山編）の内容更新と増刷　日本語16,000部　英語

8,000部|〇スノーシュー（大人用、子ども用）、ガイド用ウェアの購入|○PR

用缶バッジ、ステッカーの制作|〇ジオパーク・パートナーPRチラシ（日本語４

種）|　　ジオパーク圏域でPR活動、学習サポート活動、ガイド活動等を行う

事業者|　　「ジオパーク・パートナー」のブログ記事掲載に合わせ、配布用チラシ

を４種制作|||
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伊豆半島 ジオキャラバン（地域住民との意見交換の場）、小中学校への出前事業、総会の

場で構成団体に、|ビジターセンター情報交換会

新設及び改修なし 不明 負担金・会費　37,098,000円、補助金　15,342,736円、その他

6,181,377円

JGN全国研修会運営費2,110,000 教育ワーキンググループ　1回、持続可能な地域づくりワーキンググループ　1

回、保全ワーキンググループ１回|ジオキャラバン　2回、ビジターセンター連絡会

2回　合計7回

伊豆市修善寺総合会館内 運営団体（構成自治体の伊豆市）が所有している場所を使用しているた

め、賃貸料はかからない。

構成自治体から自然歴史案内人会養成講座への講師依頼 なし ジオサイトのモニタリングを月１回程度。メンテナンス等は管理者（市町）が随時実施。 ジオガイドの高齢化による衰退への対応として、次世代のリーダーとなりうる若手

ジオガイドに対し、キャパシティービルディングを目的として、研修会の実施及び

JGN全国大会やJGC国内現地確認などへの参加機会を提供している。

ガイド１名１時間5,000円、半日（3時間）12,000円、１日（7時間）

20,000円|ガイド１名につき参加者10人まで。

準備下見分の報酬は受け取らない 遊覧船欠航時に陸上コースに切り替える。博物館等施設の見学。 次世代のリーダーとなりうるジオガイドの養成を目的とし、55歳以下の若手認

定ジオガイドを対象とした「次世代ジオガイドリーダー養成事業」を実施。研修

会の実施及びJGN全国大会やJGC国内現地確認などへの参加機会を提供

している。
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浅間山北麓ジオパーク 出前授業で地元高校生・中学生・小学生に説明 母国語が日本語でない方 該当なし 人件費　9,549,452万円　、施設管理費　0円 繰越金 ￥691,862、ガイド料 ￥5,482,810、商品販売 ￥1,543,883、

|自治体負担金 ￥20,015,920、雑収入 ￥1,331

南麓連携事業委託費　5,478,000円 調査・保全委員会　６回|広報・観光委員会　６回|教育・防災委員会１

０回|ガイドの会　　　１０回|運営委員会　　　　３回|委員長・副委員長会

議　１回

群馬県吾妻郡嬬恋村鎌原４９４－４５　嬬恋村交流センター内 施設内嬬恋村交流推進課の一部に事務所を設置。運営団体（嬬恋村）

所有施設のため経費はかからない。

研修会への職員派遣。 ジオパーク運営委員としての活動参加、ジオガイドとしての活動参加 サイトパトロールを年２回程度、サイト看板のメンテナンスを随時、学術調査を年２回程度、

環境モニタリング年６回

浅間山北麓ジオパークガイドの会ガイド１人につき、|平地ガイド　　半日 ６，

６００円、１日 １，３２００円（ガイド１人につき参加者１０人まで）|

軽登山ガイド　半日 １１，０００円、１日 １６，５００円（ガイド１人

につき参加者７名まで）|登山ガイド　　１日２７，５００円（ガイド１人

につき参加者７名まで）

準備下見分の報酬は受け取らない プロジェクターによるバーチャルジオツアーやクラフト体験、講座、実験など 地元観光ホテルと連携したスノーシューツアー、星空観察ガイドツアーを実施
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せとうち讃岐 ジオガイド養成講座、講演、シンポジウムなどで地域住民。地域でのジオ講座、ジオ

ツア|ー等で地域住民。長寿大学などで関係者。|

なし なし 会員会費(個人、団体、自治体)　1,461,000円、前年度繰越金

884,329円、事業収入282,910円、|その他193,436円|

事業収入、寄付金 プロジェクトチーム会議 香川大学内 準備委員会のため、委員長・事務局長の職場を連絡先等で事務所所在地と

している。

議員対象のジオパークに関する研修会 ジオサイトの清掃活動１回 シンポジウムで後援 無料 参加者からガイド料としては受け取っていない。|(保険料、資料代などは参加

費としている。)|

なし 県の観光協会のまちあるき事業の一環として、ホームページなどに掲載。
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室戸ユネスコ世界ジオパーク ガイド養成講座で一般市民に|ジオばた会議（室戸ジオパークいどばた会議）で一

般市民に|室戸高校ジオパーク学で高校生に

2024年度はなし 報酬・社会保険料等を含む人件費　17,381,701円 自治体（室戸市）からの補助金　31,000,000円|ツアー収入・寄付金・委

託費等　4,689,973円

（5つの）チーム会 拠点施設（室戸世界ジオパークセンター）内 市所有の場所を使用しており賃貸料はかからない 運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった なし サイトのモニタリングを随時|清掃活動を半年に1回程度 ガイド養成講座の申込者に限定している ガイドの会メンバー及び専門員が週1回程度集まり情報交換 室戸市観光ガイドの会　|ガイド１人につき参加者2人まで2,000円、参加者

3人目から1人あたりプラス1,000円|吉良川町並み保存会|ガイド１人につき

参加者5人まで1,500円、参加者6人目から1人あたりプラス300円|

状況に応じて相談し受け取っている 室内施設の見学等に振り替えている ガイドやインストラクター養成講座の実施、地域資源（四国遍路）を活用した

四国内の旅行会社と連携した旅行商品の造成
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磐梯山ジオパーク していない なし 人件費　　　14,426,125円|施設管理費　218,000円 自治体からの負担金　9,265,000円|県からの補助金　1,145,000円 教育普及部会　１回|保全研究部会　１回|観光部会　１回 北塩原村役場裏磐梯合同庁舎内 北塩原村所有の建物の一部を借り、賃借料等（光熱水費）を支払っている

（年間200千円前後）

なし サイトのモニタリング　年１回|サイトのメンテナンス随時 ジオパーク協議会主催のガイド料は規定に基づき設定している。|学校関係

座学半日５，０００円　座学１日８，０００円　野外８，０００円～

|一般研修　半日１０，０００円～

事前準備や下見分は報酬に含まれている 噴火記念館等の見学 「地質の日」に独自のモニターツアーを開催し、プログラム造成の参考にしてい

る。
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三島村・鬼界カルデラジオパーク していない 0 ３，３７７，８６８円 村費　2,813,773円|県からの補助金　5,631,000円 4部会長会議　（ガイド部会　教育部会　広報部会　調査・研究部会） 鹿児島県鹿児島市　三島村役場内 三島村役場　定住促進課内に事務局があるため、経費はかからない。 議員の事業への参加 サイトのモニタリングを3か月に1回程度|サイトのメンテナンスは随時| 村民のみ ガイド希望者は少ないため、ガイド養成講座という名前ではあるが、全住民対

象で講座を開催している。

人によります。 ガイド料に含まれている 延期 モニターツアーの実施
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三好ジオパーク推進協議会 推進協議会の会員（新規担当者向け）研修会の際に共有した 三好ジオパーク情報発信室「とこじお」の設置・改修費　312万円|※設置してから

2024年度末までの施設賃借料も含む

報酬・社会保険料等を含む人件費　54,733,048円|施設管理費

837,774円

自治体からの補助金8,544,600円、雑収入2,944円 新規認定に伴う経費（審査経費、認定イベント開催、展示修正、ロゴマーク

修正、ガイドブック類修正等々）3,167,256円　　看板整備費

1,187,600円

保全部会3,教育部会2,ツーリズム部会1,防災部会1,暮らし方カレッジ運営

委員会14

三好市役所内 推進協議会所属団体所有の場所（三好市役所）を使用しているため経費

はかからない

三好防災シンポジウムへの協力要請を受けた。近畿三好ふるさと会のふるさと探訪

への協力要請、東みよし町（構成団体）住民向け座談会開催要請。

役員会・総会への参加、先進GP地域への視察研修など 太刀野の中央構造線露頭保全活動7回、井ノ久保地すべり調査（研究助成）| 受講申込みをした人 JGN全国大会等への参加助成 みよしジオガイドの会:参加者1名あたり1000円、10名以上は2割引き|よび

ごと案内人：10名未満3000円（以上1名につき300円）|辻町ガイド：

参加者1名あたり700円|箸蔵寺アニマルミステリー：参加者1名あたり1000

円、10名以上は1名あたり800円|

特に設定をしていない| なし| 看板類の整備を実施した。（ウエルカム看板１、サイト等説明看板2か所）|
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古関東深海盆ジオパーク構想 していない 看板のリニューアルに10万円 15万円 自治体より会費10万円|NPO団体より会費30万円 その他の会合はしていない。| NPO支部 母組織であるNPOの所有の場所を使用しているため経費はかからない サイトの点検、看板や掲示板の点検や修理を月に1回程度しています。 運営団体のメンバー限定でzoomを用いての月に2回ほど勉強会をし、年に数

回露頭調査をしている。

ガイド料は徴収していない 設定していない なし なし
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大雪山カムイミンタラジオパーク構想 ・総会の場で構成自治体・構成団体に|・ジオツアー等の当協議会主催事業で参

加者に|・出前講座で子どもや高齢者など幅広い世代に

拠点施設を検討中（現状設置なし）。 人件費：72,500円 構成自治体負担金 7,350,000円 等 学習デジタル資料作成費用1,980,000円 自治体担当者会議（行政ワーキンググループ）１０回 旭川市役所内 賃料等の経費を要していない 運営団体以外が企画したイベント・講座について、出展依頼・講師派遣依頼が

あった。

ジオパーク関連事業（地域規模）の参加・視察 サイトのモニタリング及び清掃活動を年に数回 当構想推進協議会規程に基づく 下見分の報酬はなし。ただし、下見場所までの距離によって日当のみ支給。 ビジターセンターや、場所を変更しツアーを実施。 ・川下りを通して（ラフティング）、大地の成り立ちと地域の魅力を体感するジ

オ・ツアー|・大地の歴史を学ぶジオ・ツアー|・地域の食を学び、地域の恵みを

知るデイキャンプイベント
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三笠ジオパーク していない なし 報酬等　　  1,114,000円|施設管理費　4,228,000円| 自治体からの負担金　19,171,000円|自治体直接費　　　　 4,376,000

円（維持管理等）

なし 0回 市役所内 所有の場所を使用しているため経費はかからない なし 炭鉱遺産学術調査、地形・地質等調査、炭鉱の記憶・記録、各事業の実施|授業（学校

教育）での説明等|各エリアの草刈等（年5回程度）

LINE ガイド基本方針を策定し、これに基づき認定ガイドをＡ～Ｃ級までランク付け

し、報酬を確定。||例：Ａ級ガイド　1人～ 5人 4時間以内5,000円|

6人～10人 4時間以内6,000円

状況に応じて支出 代替案あり|室内でのバーチャルツアーの実施|化石レプリカづくり|謎解き なし

282

島根半島・宍道湖中海ジオパーク 地質遺産の保護・利活用による持続可能な地域社会の構築 ・ジオパークの日イベント「つくって楽しいジオパーク！」にて小中学生に|・パンフレット

やホームページで不特定多数の方々に|・ジオガイド養成初級講座にてジオガイドを

めざす大人の方々に

なし 人件費4,308千円、施設管理費2,631千円 自治体からの負担金16,000千円、国からの補助金4,840千円、島根県から

の補助金426千円、サポーター制度会費収入405千円、オリジナルポロシャツ

販売等による雑収入1,140千円、前年度繰越金1,382千円

なし 事務局会議５回、学術奨励事業助成金審査会１回 松江市役所内 運営団体（協議会所属団体を含む）所有の場所を使用しているため経費

はかからない

・まつえ市民講座・自然安全コースの講演|・出雲市生涯学習講座「出雲國ジオ

パーク体験ツアー」|・出雲科学館「小中学校理科学習」「出雲科学館講演会」

「子ども科学学園でのフィールド学習」

出雲市議会ジオパーク推進協議会によるジオパーク現地視察の実施。 ジオサイトおモニタリング年１回（15か所）、地域団体や住民による草刈や清掃活動 LINEでの情報発信 講座の受講者限定で公開している。 スキルアップ研修やジオツアーの催行。|４年間の任期を満了したガイドを対象

とした更新研修。

「出雲国ジオガイドの会」ガイド料　はじめの１時間3,500円、超過１時間ご

とに1,000円

状況に応じて相談して受け取っている なし ・ジオパーク探検隊「美保関ジオトレッキング」（小学5年生以上とその保護者

対象）|・ロングトレイルコースの検討

295

南紀熊野 ・「ジオパーク初任者研修会in南紀熊野」にて、他の地域のジオパーク初任者ととも

に共有した。|・推進協議会の新任となった事務局員に対し、事務局員向け初任者

研修の場で共有した。

なし 人件費　約65,000,000円|施設管理費　29,047,535円 自治体の予算60,900,000円|協議会負担金6,214,000円|協議会年会

費190,000円|雑収入706,152円|協議会繰越金12,374,855円

活性化委員会４回|学術専門委員会１回 都道府県出先機関 県が新たに建設した（2019年建設：建設費7億円） 市町村が開催するイベントへ出展の声掛けがあった。 ・議員連盟の研修会の実施|・県議会議員の後援会への参加 サイトの見守り活動を随時行っている。 ガイド団体の会員や講座受講生限定で公開している スキルアップ講座の開催、エリア拡大講座の開催、観光基礎ガイディング研修

の開催

南紀熊野ジオパークガイドの会ガイド１人につき２時間以内5,000円　英語

7,000円|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３時間以内7,000円　英語

10,500円|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１日　14,000円　 英語

21.,000円|（ガイド１人につき参加者１０人まで）

準備下見分の報酬は受けとらない。 代替案を提案し、別の場所に案内する。（ほとんどの場合が中止） ファムツアーを実施した。

290
とかち鹿追ジオパーク 総会の場で構成団体に、ガイド養成講座の１コマとして、拠点施設で鉱物の紹介と

共に

車椅子の方、高齢者 とかち鹿追ジオパークビジターセンター　展示リニューアル　10,476,000円（2015年

度）

人件費　3,000万円　施設管理費100万円 自治体からの負担金1,961,488円　講座等参加者負担金100,000円　ツ

アーガイド収益431,846円

0円 保全WG４回　教育WG２回　ツーリズムWG４回　防災WG３回 拠点施設（ビジターセンター）内 公共施設を使用しているため経費はかからない 拠点施設の視察、講演会・関連イベントへの参加、ジオパーク関連商品の着用 サイトのメンテナンス・清掃１回/月、モニタリング５回/年、学術調査４回/年、サイトの巡視４

回/年

事前に申し込みをされた方 運営団体主催の案内・ガイド|拠点施設（屋内）の案内は利用者１名につ

き１時間500円、野外は一人につき2時間4000円程度

ガイド料金に含んでいる ない インスタグラムを使っての広告、バス会社のチラシに掲載

301

おおいた豊後大野ジオパーク 総会の場で構成団体に/出前授業で小学生に/ジオパークガイド養成講座受講者

に/普及啓発イベントで参加者に

バリアフリーツアーセンターの代表者（車椅子利用者） なし 人件費：2,880千円/施設管理費：なし 自治体からの負担金5,200千円/県からの補助金4,800千円 推進協議会事務局会議17回/ガイド部会12回 市町村役場内/資料館内 自治体の役所内に運営団体の事務局があり、自治体所有の場所を使用して

いるため経費はかからない。

運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった。 推進協議会副会長として市議会議長が参画している。またシンポジウムへ複数の議

員の参加があった。

サイトの現状確認/除草作業/清掃活動など　月2回 ツアー以外でも、視察や小中学校での現地学習でのガイド依頼、ジオパーク関

連イベントや研修への出席依頼など、ガイドが参画する場や研鑽する場を設け

ている。

時間数や人数によって変動する。 基本として準備下見分の報酬は受け取らないが、状況に応じ相談して受け

取っている。

なし 例年、ジオパークガイド養成講座を実施している。|

318

アポイ岳ジオパーク 総会の場で構成団体に H25ビジターセンター改築費用　18,374万円 人件費　1,761万円|施設管理　372万円 3,000,000円 看板改修25万円、施設改修150万円 ガイド部会2回 市町村役場内 庁舎内ため経費はかからない 運営団体以外が企画したイベントについて共催の声掛けがあった 講演会への参加 ジオサイトモニタリング年3回、環境整備1回 コースの所要時間及び実施場所、ならびに人数に応じて設定している。|・市

街地より登山の方ば料金が高い。|・人数は最大で15名までとして、人数が増

えるほど1人あたりの単価は下がる。

準備下見分の報酬は受け取らない なし HPでの周知

329
八峰白神 していない。 実施していない。 168,898円（職員時間外手当） 自治体予算からの支出→3,656,691円、推進協議会支出→町一般会計補

助金2,000,000円

ジオパーク全国大会協賛金200,000円 地質図作成部会1回、ツーリズム部会1回 八峰町教育委員会内 所有の場所を使用しているため経費はかからない 実施できていない。 八峰白神ジオパークガイドの会　ガイド1人につき1時間2,000円(ガイド１人

につき参加者8人まで)

準備下見分の報酬は受け取らない。 なし。 JR東日本秋田支社の依頼による「リゾートしらかみ車内ガイド」の実施。|ジオ

パークガイドの会による「ジオウオーク」の実施。



質問番号 Q1

質問内容

ご回答者の地域名を教えてください。

274

銚子

303

白滝

320

十勝岳ジオパーク

276

筑波山地域

316

Mine秋吉台ジオパーク

302

萩

315

五島列島（下五島エリア）

323

糸魚川ユネスコ世界ジオパーク

325

佐渡ジオパーク

299

蔵王

278

箱根

283

立山黒部ジオパーク

322

阿蘇ジオパーク推進協議会

275

三陸

335

下北ジオパーク

309

ジオパーク下仁田協議会

324

隠岐

334

土佐清水ジオパーク

211

ゆざわジオパーク

298
やまなし上野原

270

島原半島ジオパーク

313

喜界島

296

四国西予ジオパーク

277

白山手取川

288

桜島・錦江湾

321

那須烏山

314

苗場山麓

307

鳥海山・飛島

311

伊豆大島

331

南アルプス（中央構造線エリア）

286

栗駒山麓ジオパーク

306

山陰海岸ジオパーク推進協議会

279

霧島

297

おおいた姫島ジオパーク

269

秩父

308

男鹿半島・大潟ジオパーク

333

洞爺湖有珠山ジオパーク

300

伊豆半島

281

浅間山北麓ジオパーク

332
せとうち讃岐

293

室戸ユネスコ世界ジオパーク

310

磐梯山ジオパーク

273
三島村・鬼界カルデラジオパーク

240

三好ジオパーク推進協議会

292

古関東深海盆ジオパーク構想

291

大雪山カムイミンタラジオパーク構想

304

三笠ジオパーク

282

島根半島・宍道湖中海ジオパーク

295

南紀熊野

290
とかち鹿追ジオパーク

301

おおいた豊後大野ジオパーク

318

アポイ岳ジオパーク

329
八峰白神

Q47 Q50 Q52 Q57 Q59 Q61 Q62 Q64 Q65 Q69 Q70 Q72 Q73 Q74 Q75 Q76 Q77 Q79 Q81 Q82

2024年度にジオツーリズムの成果を図るために、どのような指標を設定しました

か。設定していない場合は「なし」とお答えください。

前問の「その他」の情報発信について、詳細を教えてください。複数ある場合

は、時刻表や連絡先の掲示についてもそれぞれ教えてください。

前問の「その他」の情報発信について、詳細を教えてください。複数ある場合

は、あるだけ書いてください。

前問で１つでも「変化している」と回答した方に伺います。変化していると感じた

理由はなんですか？「変化している」を複数選択した場合は、それぞれご記入く

ださい。

前問で１つでも「変化している」と回答した方に伺います。変化していると感じた

理由はなんですか？「変化している」を複数選択した場合は、それぞれご記入く

ださい。

2024年度に運営団体が住民や企業、NPO、その他団体等とコラボレーション

した取り組みがある場合、具体的な内容を教えてください。ない場合は「なし」と

ご記入ください。

2024年度末時点で運営団体がどのような団体とパートナーシップ協定を締結

しているか教えてください。締結していない場合は「なし」とご記入ください。

前問で1つでも「あり」と回答した方に伺います。それぞれの支援額を教えてくださ

い。同じ項目で複数ある場合は、項目内で合計してください。

国際会議や日本ジオパーク全国大会等で得られた知見を地域へどのように還

元しましたか。2024年度に実施したことについて教えてください。

2024年度に国内・国外の他ジオパークへ児童生徒（高校生以下）を派

遣、または引率した場合、実施内容を教えてください。ない場合は「なし」とご入

力ください。

その他2024年度末時点で、小中学校・高校でジオパークについて学習する独

自の取り組みがあれば教えてください。

2024年度末の時点で直面している教育的な課題（教育の質的な課題、量

的な課題）について教えてください。

2024年度に取り組んだ、国内の他地域のジオパーク（目指す地域含む）と

のネットワークをいかした活動について、具体的な内容を教えてください。なお地

域ブロックとしての活動（地域ブロック大会・研修会の実施等）は含みません

が、地域ブロック内の個別ジオパークとの共同事業は含んでご記入ください。取

り組みがない場合は「なし」とご入力ください。

2024年度に取り組んだ、海外のジオパークとのネットワークをいかした活動につ

いて、具体的な内容を教えてください。取り組みがない場合は「なし」とご記入く

ださい。

運営団体として今後は特にどのような取り組みが必要であると考えていますか？

都道府県や市町村等との連携、住民との連携、学校との連携などの観点でご

記入ください。

ジオパークとしてのSDGｓの取り組みについて、今後の取り組み予定も含めてご

自由に記入してください。

運営組織について、法人化等組織体制の変更を検討していますか。現在の状況

と合わせてご自由に記入してください。

2024年度にジオパークの認知度を高めるためにどのような事業を実施しました

か。実施していない場合は「なし」とお答えください。

前問でお答えいただいたことについて、方法や手段、また自分や自地域にできることや

やりたいことなどアイディアがあれば記入してください。

本調査についてのご意見、ご要望などご自由に記入してください。（別途、他の

設問で追記すべき点があればこちらにお書きください）

なし SDGｓ・環境教育を意識した学校が増えたため、ジオパークでの学習を取り入

れる学校が増加している。

第13回日本ジオパーク全国大会in関東の会場となったことで、今まで親交が

浅かった学校との交流が生まれた。また、大会に参加した一般市民や市役所

の職員にもジオパークの理解が広まり、増加していると思う。

・犬吠埼なぞときウォーキングにおいて、チョウシチアーズ(株)と連携し、犬吠テラ

ステラス内の「銚子ビール　犬吠タップルーム」で使用できるドリンク引換券を配

布した。|・銚子にぎわい漁師町活性協議会と協働してツアーの造成に取り組

んでいる。

林野庁| ジオパークに関しての座学をする際に活用している。 なし 市内すべての小学校6年生へジオパーク見学学習を実施。|市内高校へ防災

ジオツアーや出前講座そ実施。

・市内中学校がジオパークを活用する機会が少ない。|・市内小学6年生は、

全校でジオパーク見学学習を実施しているが、学校によって学習に費やせる時

間がかなり短く、ジオパークで提供可能なさまざまなコンテンツのほんの一部しか

実施できていない。|・対応できるガイドが年々少なくなっている。

ジオパーク巡回展「地球時間の旅」に標本を貸与し、展示物制作に協力。|こ

ども霞が関見学デーのJGNブースに銚子産岩石の提供。|銚子ジオパーク講座

でつくば山域ジオパークの専門員に当該ジオパークの紹介をしてもらった。

台湾野柳地質公園との情報交換。 ・住民へジオパークの理解を進め、さらに多くの方にジオパーク活動にかかわって

ほしい。|・企業等とパートナーシップ協定を結び、企業ができること／協議会が

担うことを明確化して、ジオパークに関わりやすくしていく。

・学習支援の環境を意識したプログラムの実施。|・洋上風力発電の企業との

連携したプログラムの実施。|・海洋ゴミへの理解や減量を促すプログラムの実

施。

現時点では検討していない。 ・講演会の実施|・観光施設やYoutubeでのジオパークの紹介動画の配信

なし 「北海道白滝遺跡群出土品」が国宝に指定されたことに伴い、地域のジオサイ

トやジオパークの活動に関心をもつ人が増えた。

国宝指定に伴いジオパークに対する意識が向上している。|学校の授業（課

外学習）等で取り上げることにより、地域のジオサイトをを知り、愛郷心を育む

取り組みが行われている。

なし 国民参加の森林づくり活動に関する協定～黒曜石産地を地質遺産として保

全と、教育やツーリズムへの活用（網走西武森林管理署）|「オホーツクおとの

森」の設置に関する協定～循環型森林づくりと森林の保全、活力のある地域

作りへの貢献。オホーツクの「木の文化」の継承と、楽器制作への道産木材活

用強化。（遠軽町、北見木材株式会社、北海道オホーツク総合振興局）

研究助成事業 1件につき10万円上限（年度内2件まで） 会議の議題にあげた なし なし なし 地域のジオサイト及び拠点施設を活用した観光新興。|昨年国宝に指定され

た「北海道白滝遺跡群出土品」を活用した地域振興施策を構築するととも

に、近隣地域の観光施設と連携した観光入込の増による地域活性化を目指

す。

なし なし| なし

なし 継続的に小・中・高校への出前授業などの取組みを行ってきており、また、

2025年度の全国大会開催決定により、徐々にジオパーク活動への意識が高

まってきていると感じる。

継続的に小・中・高校への出前授業などの取組みを行ってきており、また、

2025年度の全国大会開催決定により、徐々にジオパーク活動への理解が拡

大してきていると感じる。

なし 大雪山国立公園携帯トイレ普及パートナーシップ協定　　大雪山国立公園連

絡協議会（環境省）

研究活動支援：40万円| 部会や総会での議題に挙げた。 美瑛町が実施する小中学生の道外研修事業（小学5年生及び中学2・3年

生のうち希望者のみ参加）にて、南紀熊野ジオパークを訪問し研修、交流し

た。

地域住民対象のジオパーク普及講演会にて、他地域の先進ジオパークから講

師を招き講演をいただいた。

なし 構成自治体内部の組織（各担当部署）との連携がまだ足りていない。協議

会と自治体組織とが一体的にジオパーク活動に取り組めるよう連携を深めてい

くことが必要と考えている。

気候変動や海洋プラスチック汚染の問題など地球環境へ人間の活動が与える

影響について、子どもや地域住民を巻き込んで学びを深める取り組みを進めて

いきたい。

現在は、自治体からの派遣職員により運営を行っており、運営体制の充実を図り

ながら、将来的には法人化への移行を検討している。

なし

なし 対象地域の自治体職員：職員向けの研修会を実施し、ジオパークに興味を

持つ職員が増えた。|小学校・中学校・高校の教員：継続して教職員向けの

研修を実施しており、ジオパークに興味を持ちった先生からの出前授業の依頼

が増えた。|小学校・中学校・高校の子ども：子供たちからの出前授業のお礼

状や感想文から意識がよく変化していることがわかった。|企業・事業者：企業

版ふるさと納税で初めて支援を受けた

対象地域の自治体職員：職員向けの研修会を実施し、ジオパークの理解を

深めた。|小学校・中学校・高校の教員：教職員向けの研修を継続して実施

し、ジオパークの理解を深めた。|小学校・中学校・高校の子ども：子供たちか

らの出前授業のお礼状や感想文から理解が進んでいることがわかる。|企業・事

業者：つくばジオミュージアムのオープンに伴い、企業版ふるさと納税の寄付が

増え、理念に共感してもらえていると感じた。

・糸魚川ジオパーク推進協議会協力のもと「筑波山塊の花こう岩」のIUGSヘリ

テージストーンへの認定申請を行い、認定された。|・認定後には『The first

55 IUGS Heritage Stones（世界を代表する55のヘリテージストーン(天

然石材遺産)）』 の一つとして、IUGSウェブサイトと同タイトルで発行された単

行本に掲載された。|・英文誌を含む8つの新聞、石材関係の月刊誌、NHKで

紹介された。|・また、ミュージアムパーク茨城自然博物館企画展や産総研地

質標本館企画展、いばらきストーンフェスティバルでヘリテージストーン及び筑波

山塊の花こう岩紹介パネルや関連標本が展示された。|・さらには、友部交流

センターと産総研地質標本館で、ヘリテージストーン認定記念講演会が開催さ

れた。

なし 学術助成金：20万円 ・各部会、自治体担当者会議の場で、参加者から参加報告を行った|・認定

ジオガイドへ参加報告資料を共有した

なし 地域の特産を使った認定商品を考える授業 ・協議会の専門員１名が中心に行っているため、職員の負担が大きい。|・学

校教員が活用できる副読本がないため、持続可能なジオパーク教育カリキュラ

ムが立てられない。

糸魚川ジオパークとの連携でIUGSヘリテージストーンの申請を行った。 なし ・ジオパークの認知度の向上|・部会の活動の活性化|・6市による事務局体制

の強化|・部会・協議会内や地域内での人の繋がりの強化

パートナーシップ制度による連携を検討中。|SDGsの課題に対応したシンポジ

ウムの開催を検討。

検討していない。 ・JTBから小学生向け副読本となる「るるぶ特別編集版　大地のひみつ図鑑」を

発行|・ロクリン社から未就学児～小学生向け絵本「ひみつのてっぺん」を発行

・IUGSの審査方針をJGCとJGNで読む勉強会を開催する|・ツーリズムに関連する

企業やアウトドア関連企業の協賛を獲得する|・JGNがパートナーシップを結んでいる

防災科学技術研究所との共同プロジェクトの検討

・アンケート結果に基づく新たなJGNの成果目標を具体的に設定して欲しい

ジオツアーの参加者数 EVトゥクトゥク、コムス 自治体　イベント等を連携して行うことが増加している|保育園・幼稚園等　保

育関連の書籍にて幼稚園でのジオ学習が掲載される|小・中学校　ジオパーク

学習導入のしおりを見た先生からの授業の依頼があった|企業・事業者　イベン

ト等参加の増加、パートナー数の増加、パートナーを活用したイベントの実施、

地質物品販売事業者との対話の増加・連携の拡大

自治体職員　イベントへの参加の増加|小・中の教員・子ども　小中一貫教育

におけるジオ学習の実施・定着化、ジオ学習を取り入れやすくするためのジオ

パーク学習導入のしおりの策定による効果|高校の教員・子ども　探究活動で

のジオ学習の活用|企業・事業者　イベントへ参加の増加

共同イベントの実施|共同での商品開発 地域団体、飲食店、果樹園、商店、ホテル、農家、伝統文化保存団体 保全活動支援　250,000円|研究活動支援　100,000円|教育活動支援

100,000円|経済活動支援　200,000円

広報誌への掲載、総会での周知、会議での周知 日本ジオパーク全国大会に参加予定の生徒への学習支援を行っていたが、台

風接近のため参加できなかった

ジオ学習の小中一貫教育 全国大会での発表準備に係る教員の負担 国内Gpとのオンライン交流（おおいた姫島、鳥海山・飛島、萩）、イベント

（スミイモ）で苗場山麓ジオパークのサツマイモを比較・オンライン交流、萩ジオ

パークフェアへの出展、霧島ジオパークガイド視察受入、島根半島ジオパークガ

イド研修受入

MOUを締結しているドンヴァンUGGp（ベトナム）とのオンライン交流、フィンラ

ンド・日本ジオパーク交流会議（オンライン）、香港UGGp現地交流

他施設との連携（教育関連施設）、自然遺産の活用（ラムサールの活

用）、サステナブルツーリズム、各関係施設内の英語表記

サステナブルツーリズムの推進 検討していない ジオパーク学習、ジオツアー、運営団体主催のイベント、他部署と連携したイベン

ト、広報誌、SNS各種

なし 自治体：イベント出展への協力|小・中・高校：出前授業への依頼数増加、

内容の変化

自治体：理念を踏まえた協力要請があった|学校：出前授業の内容が大地

と人のつながりに触れるものへと変化している

カフェ運営で、そのメニュー開発やイベント等で萩ジオパークパートナーやガイド等

と連携して企画実施した。

萩ジオパークパートナー　萩ジオパークの理念に賛同しともに活動に取り組む団

体として、宿泊施設部門、お土産・飲食店部門、体験・ガイド・旅行会社部門

と部門分けし、活動している。

情報紙等での情報提供 なし 萩ジオパーク for schoolとして、体験プログラムを提供している。 なし なし 活動に参画していない人への周知、新規参画者増につながる取組。 地球環境に目を向けてもらうための普及活動を引き続き行う カフェ運営という営利事業を行っており、法人格を持っていないことで契約や事務手

続きが煩雑な面もあるため法人化を検討している。ただ、自治体からの補助金が

財源を占め、自主財源は少ないことから、経営の持続性を考えて二の足を踏んで

いる。|また、現在事務局員は自治体職員であるが、基本的には専門員以外は数

年で異動となり、異動により理念や普及活動が停滞・リセットされてしまう。

講座、研修会、イベント出展など

・ジオガイドが１０人以上活躍|・「大地を感じるツアー」の一般化|・「地域の

魅力ツアー」の一般化|※基本計画・アクションプラン（2020-2024）の中

期目標

・共同事業の実施、計画への文言追記|・学校からのジオパーク学習の依頼|・

教育委員会からの教員研修の依頼|・拠点施設への来館数

・共同事業の実施、計画への文言追記|・ジオパーク学習の実施 ・清掃活動|・自然観察会|・講演会 大学／調査・研究、地域活性化、地域課題の解決 保全・教育・経済：100,000円×5件|研究：300,000円×3件 なし なし ・野外学習へのジオガイド派遣|・野外学習時の交通手段の支援（バス、船の

借上げ）

・ジオパーク学習をカリキュラムとして取り入れる学校とそうでない学校に２極化

している。|・すべての学校でジオパーク学習を実施するにはマンパワーが不足。

|・担い手の育成又は教員が実施できる仕組みづくりが必要。

・蔵王ジオパーク専門員及び栗駒山麓ジオパーク元専門員を招いての防災と

地域活動を|　テーマにした意見交換会の実施|・Mine秋吉台ジオパークに関

わる専門家を招いての溶岩トンネル調査|

なし ・行政内の他部署との連携体制の構築|・協議会の会員団体の主体的な活

動の促進|・ジオパークの理解の浸透

・ジオパークの取り組みとSDGｓの目標の結びつけ|・SDGｓを取り入れた教育

旅行プログラムの作成

・検討しているが、具体的な準備等はできていない。|・基本計画・アクションプラン

（2025-2029）の目標値として設定

・春と秋の２回、ジオパーク強化月間として、週末を中心にイベントを実施|・オリ

ジナルデザインのハイチュウを製作・配布|　※認知度が高いお菓子により、ジオ

パーク活動を啓発|・まちづくりと教育とコラボした共同イベントの開催

・ジオパーク活動の成果の見える化|・ジオパークとは何かを簡潔かつ分かりやすく説

明する素材の作成

なし 長年に渡るジオパーク活動推進の効果が少しずつ表れてきている。|・学校及

び地域におけるジオパーク学習の定着化とレベルアップ、郷土愛の向上、SDGs

と絡めた総合学習の実施|・市内事業者によるジオパーク関連商品の開発、ツ

アー造成

糸魚川市総合計画のアンケート結果では、認知度はもとより、ジオパーク活動

が教育や地域振興に果たす重要度も高い。|市内高校のキャリア教育では、地

元海産物で作った商品にジオパークの価値を付加している。

・黒姫山共同開発継続調査委員会　鉱山事業者と連携しながら地質等資

減の保護・保全と活用を進めるためのモニタリング調査を実施|・新潟県の石・ヒ

スイPR　市内関係団体および新潟県等と連携し、ヒスイの鉱物としての希少

性や歴史・文化的な価値を関西万博やキャンペーンなどで周知|・「石フェス

2024」の開催　フォッサマグナミュージアム特別展や石メシ（石に関する食事メ

ニュー）のほか、石に関するガチャやツアーなどを夏休み期間に集中的に開催

し、誘客効果を高めている。

・姉妹ジオパーク（1）香港ユネスコ世界ジオパーク|・包括連携（7）環境

省、新潟大学等|・友好連携（1）ナウマン家|・地域連携（6）市内のホテ

ル、企業等|・観光連携（2）モンベル、新潟経営大学|・企業連携（2）市

内事業者２社

Ｒ６実績／糸魚川ジオパーク学術奨励事業　524千円（７件） SNS等で特筆すべき事項を発信 糸魚川市中学生海外派遣事業で香港ユネスコ世界ジオパークを訪問（毎

年約30人）|市内高校生がＪＧＮ全国大会で発表

ジオパーク給食、防災フォーラム、海産物を活用した商品開発|※独自かどうか

は不明

児童・生徒の減少、各学校に割り当てられたジオパーク学習のためのバス利用

回数が減少（サイトへの移動が困難）

・新潟県域ジオパークガイド意見交換会・新潟県域子ども交流事業（糸魚

川・佐渡・苗場山麓の３地域連携事業）|・白嶺高校「防災フォーラム」（室

戸高校等との共同事業）|・ＪＧＮ中部ブロック大会を開催

・香港ユネスコ世界ジオパーク関係／中学生の受け入れと交流、オンライン研

修会への参加|・ＧＧＮ・ＡＰＧＮ関係（オンライン）／ワーキンググループへ

の参加、APGN大会参加|・視察受入れ／【参考】ロクア、ユネスコバンコク、ハ

ンタンガン（生徒の受け入れ、市長の糸魚川視察）|・台湾ジオパークネット

ワーク／視察受け入れ、大会への参加|・海外インターンの受け入れス／中国

人、フランス公立リール大学所属

・観光との融合を図り「稼げるジオパーク」の実現|・地域住民との共同事業の

実施やパートナーシップを生かした企業との事業連携促進|・ジオパークを活用

して地域振興を図り、100年後も持続可能なまちづくりを推進する。

・カードゲーム「SDGs2030」の実施|・「海洋科学の10年」の目標達成に向け

た取組の推進|・各種事業実施時に、SDGsへの取り組みの意識付けを行う

糸魚川ジオパーク協議会（運営組織）と（一般社団法人）糸魚川市観光協

会の組織統合に向けて一部の事務局員を派遣、具体的統合内容について協議

中

新潟県の石に指定されたヒスイと合わせて糸魚川ジオパークの情報発信を強化 ・現状でも、かなり手厚く積極的に活動をされていると認識している。 ・アンケートで各地域の状況や意見を把握したり、要望や提言をお聞きしたりす

るためには有益な調査であると思います。|・結果を共有していただいています

が、個々の地域の活動の参考（ヒント）になっているかはわかりません。

アンケート調査による満足度 ・小学校への出前授業やジオパーククラブの活動を実施しているため。|・複数

の中学校からの職場体験の依頼があり、受け入れている。|・高校への出前講

座を実施しているため。

・小学校への出前授業やジオパーククラブの活動を実施しているため。|・複数

の中学校からの職場体験の依頼があり、受け入れている。|・高校への出前講

座を実施しているため。

地元事業者と連携してイベントを開催した 締結なし JGN全国研修会についての報告会を行った。 なし ジオパーククラブ（小学校のクラブ活動）、ジオ部（中学･高校生を対象とし

たクラブ活動）

・高校へのジオパーク活動の普及させること|・出前授業等に対応する職員の

確保

新潟県内子どもの交流事業 なし 佐渡島をまるごと楽しめるジオツーリズムを推進すること。|地域住民の郷土への

理解を深め、郷土愛の醸成を図ること。|貴重な地質・文化・自然資源等を

守る取組みを推進すること。

気候変動や海洋ごみなどの自然環境の課題に配慮した取組みを推進する|

（地域海岸清掃でのジオ解説や海岸漂着ゴミの観察）|

検討していない。 SNSを活用した情報発信

アンケートを実施 少しずつジオパークの活動が地域に浸透してきており、ジオパークの取組みや事

業への参加が増えてきているため

少しずつジオパークの活動が地域に浸透してきており、ジオパークの取組みや事

業への参加が増えてきているため

行政区の区民を対象としてたジオツアーの実施|宮城蔵王自然の家との協力

によるジオツアーの開催|民間団体（蔵王古道の会）との協力による登山イベ

ントの開催|ガイド団体と協力した高山植物の保護及び外来種の除去

飲食事業者 環境保護事業補助金　1団体50,000円|学術研究奨励事業補助金　2団

体100,000円|

FBや協議会だよりで発信した 日本ジオパーク全国大会への参加 高校生が企画、広報、接客（ガイド）の全てを担うジオツアーの実施 今後、学校の授業内容とジオパークを活用した学習内容の擦り合わせを行っ

ていく必要がある

教育関連糸魚川視察 なし 更なる可視性の向上や、地域へのジオパークの理念の浸透を図り、地域資源

を保全する意識を向上させる取組が必要

パートナーシップ協定により事業者等との連携による地域資源の保護と活用を

促すとともに、商品開発等による販売促進と普及啓発を図る。また、教育旅

行の積極的な受入を行う

特に現時点で具体的な計画等はなし ・東北ブロックでイベントを実施した|・他部署主催のイベントでブース出展を行

なった

参加人数及び満足度 ロープウェイ 対象地域の自治体：市営施設での展示にジオを取り入れたり、JGN全国大

会への職員派遣数が増加したり変化が見られる|小学校：授業にジオパーク

を活用しはじめた小学校が少しずつ増えてきた|中学校・高校：図書室でのジ

オパーク展示や課外授業・部活でジオを活用する学校が増えている|企業・事

業者：ツアーやパンフレット広告協賛に協力する事業者が増えている

前問56、57のとおりジオパーク活動への参加が拡大していることから理解あって

のことと認識しているため。

協議会主催イベント等への協力、地域団体リクエストの出前授業、企業主催

の集客イベントへのブース出展・協力やマスコットキャラクター着ぐるみの出張　な

ど

現時点ではなし。土産物屋とのパートナーシップに向けた協議を進めている。 経済活動支援　約43万円 ガイド養成講座やツアー、保全計画などについて検討する際、全国大会や研

修会等で得た他地域の好事例などを共有し、材料にしている。

姉妹都市であるジオパークとの交流事業 エリア内外における学校図書館でのジオパーク展示・解説および課外授業・巡

検等の実施

市町ごと、学校ごとではカリキュラムの中に定例となっているジオパーク学習があ

るところもあるが、拡大していくことがいまだ難しい。

・日本各地のジオパークパンフレットコーナー設置・配布|・秋川流域ジオの会

（旧秋川流域ジオパーク構想）での講演会

なし 現在作成している行動計画を着実に実施し、ビジョン実現に向け取り組んでい

くため、地域内でのさらなる意識の共有と連携が必要である。住民や学校との

連携においては、シビックプライドの向上に向けた取組みを進める必要がある。

ジオパークの取組みはすべてがSDGsに繋がるものであると認識しており、地域と

協働して進めていく。特に気候変動に係る取組みを、その影響を感じている団

体等と協力し推進したいと考えている。

現時点では検討していない 認知度向上のため、地域内だけでなく都内などにおいても、ジオパーク展示や教

育イベント・普及イベントを複数実施した。

他地域の視察をしやすい仕組みづくり

なし ・小学校の出前授業が増えた|・中学校の教員向け研修が増えた ・小学校　出前授業が増えた|・中学校　教員向け出前授業が増えた|| ・前年度に引き続き、企業　富山地方鉄道とコラボしジオパーク号（ジオパー

ク関連の写真などの車内掲示）を|　運行した。|・ＮＰＯと写真展を開催し

た。|・下立地域住民と地域を知る・盛り立てるワークショップを開催した。|

下立財産区　　　　：　下立大理石の保護保全|防災士会　　　　　：　防災

減災についての啓発活動|富山大学　　　　　：　地域資源の研究・教育面で

の向上|富山県自然保護協会：　自然保護意識の高揚と普及

・ジオカフェにて全国大会に参加した者から、他のジオパークにおける活動内容

を紹介。

なし ・トロッコ電車による地域の学習|・礫、砂を使った扇状地の成り立ち学習 小学校などの出前授業が増えてきたことは良いことだが、対応する専門員が足

りなくなる。

なし なし ・ガイドの高齢化に伴う若年層の育成（2025年度にジオガイド養成講座を

開講予定）。|・財務基盤の安定（会員の拡大）

・第３期基本計画において「自然と共生してきた歴史を学び受け継ぎ、自然の

多面性や地域の課題理解を深めて|　持続可能な社会づくりをすることに共感

する人を増やす」と定め、各市町村長へジオパークの理念や事業の|　推進と

協力を要望。|・財務基盤強化とガイドの高齢化に伴う新規育成

現：一般社団法人| ・広報啓発事業として、ジオパーク散歩のプレスリリース、称名滝へ向かう道路の

ＱＲコード貼付、|  地元のFM局出演しジオガイドとともにジオパークに関するお

話、広報誌「たてくろジオパークだより」の発行（月１度）

当ジオパーク運営は民営であるため、自治体向けの設問に対する回答は難し

い。

なし 講演会や問い合わせが少しずつ増えている。また日常業務での相談などがより

やりやすくなってきた。

講演会や問い合わせが少しずつ増えている。また日常業務での相談などがより

やりやすくなってきた。

小国町森林組合とのコラボレーション展示、授業、イベント。ウェア開発の相談。

国立阿蘇青少年交流の家による防災講座。など

小国町森林組合、阿蘇温泉旅館組合、国立阿蘇青少年交流の家、NPO

法人押戸石の丘、豊後大野ジオパーク、その他海外UGGｐ。

阿蘇ジオパークガイド協会へ１０万円 総会での報告。パートナーへの報告。 なし 探求学習への出張授業、学校の先生とのワーキンググループの設立など 社会教育の場の消失。SDGｓへの社会的な誤解。学校教育現場の多忙さ。

教育に関する資金難。

なし 火山洞窟ワーキンググループ（リンジャニロンボク、ダクノン、チェジュ）とのオンラ

インミーティング、ジオパークフェスト（リンジャニロンボク）への参加、済州島訪

問、青松訪問、ハンタンガンUGGpのフォーラム参加

管理運営団体の人的・予算的・組織的強化。ジオパークとしての目標設定。 SDGｓ＝環境問題からの脱却 検討しているが不透明 地域へのワークショップ活動 今あるつながりをどう育てていくか、さらに環境に興味がある企業とどう関係をつくってい

くか、専門の人ないしは専門機関によるサポートが必要だと思う。またユネスコの内部

としての存在感をどう維持していくか、もとても重要なので、そこの人材をどうつかまえる

か、どうアウトソーシングしていくかも戦略が必要。またJ女性がイニシアチブをとっていけ

るキャリアとサポート体制についてもJGN会員の共通理解として持つべき。

質問の主語をはっきりしたほうが良いかなと思う。また設問から透けて見える教

育＝学校という認識は間違っていると思います。

主要サイトの観光入込客数 対象地域の自治体：ジオパーク専任職員の配置や地域おこし協力隊制度を

活用した専門人材の配置などが進んできているため。|小・中・高校：地域学

習にジオパークのコンテンツを活用する例が増えてきているため。

対象地域の自治体職員：地域の保全活動への参画などを通じてジオパーク

活動を担う人材が増加してきているため。|小・中・高校の教員・子ども：ジオ

パークコンテンツを活用した地域学習を通じて、ジオパークに対する理解が広

まってきていると感じるため。|企業・事業者・上記以外の住民：企業として保

全活動を行う例があったほか、地域住民が参画する保全活動も継続的に行わ

れているため。

・三陸鉄道株式会社と連携したツーリズムコンテンツ「三鉄ジオトレイン」の催行

|・みちのく潮風トレイル関係団体と連携したシンポジウムの開催及びインバウン

ド向けモニターツアーの実施|・イオン環境財団及びJGNとの連携による「さんりく

ジオイベント＠イオンタウン釜石」の実施|・岩手県立博物館学芸員を講師とし

た認定ガイド講座の実施

交通、DMO、博物館、震災伝承施設、みちのく潮風トレイル関係団体、高等

教育機関

保全活動支援：５万円|教育活動支援：47万円|研究活動支援：53万

円

構成市町村担当者会議、全体研修交流会等の場での情報共有 日本ジオパーク全国大会下北大会への派遣（マリエント「ちきゅう」たんけんクラ

ブ）

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブによるジオパーク学習| 三陸ジオパーク認定ガイド認定講座の講師依頼（栗駒山麓ジオパーク）|当

協議会専門員による下北ジオパークのサイトに関する学術論文の執筆（研究

協力）|山陰海岸ユネスコ世界ジオパークへの視察|地球時間の旅研修会

（＠Mine秋吉台ジオパーク）への参加

アジア太平洋ジオパークネットワークシンポジウムへの参加 地域住民への普及啓発、誘客の拡大、保全活動の推進、事務局体制の強

化

サステナブルツーリズムの推進、保全とツーリズムを組み合わせた旅行商品の造

成等

議論はしているものの、現時点では変更の予定はなし。 シンポジウムの開催|東北ブロックでの合同イベントの実施|エリア内の拠点施設、

大型商業施設等でのさんりくジオパークかわらばん作品展の実施|三陸ジオパー

ク検定の実施　等

ブラタモリやジオジャパンなどの番組やメディアを活用したPR

なし 前世代を通じて全国大会の開催をとおして、郷土愛の醸成と地域間交流によ

るジオパーク活動への理解が深まった。

前世代を通じて全国大会の開催をとおして、郷土愛の醸成と地域間交流によ

るジオパーク活動への理解が深まった。

全国大会の開催、海岸清掃活動、認定商品開発、ホタテフェスティバル、ス

ノーライトフェス、ツアー開発、ジオ弁当開発　ほか多数|

国立研究開発法人海洋研究開発機構|台湾野柳地質公園|海上自衛隊

大湊地区隊|株式会社モンベル

保全活動支援２５万円|教育活動支援１６０万円|研究活動支援４０

万円|その他活動支援９４万円

開催地なので地域全体で見学できるよう配慮|管内の全小中学校が参加でき

るよう移動手段を手配し、実際に現地見学させた

なし 調理師会と小学校でのジオ弁当開発|高校でのジオ弁当開発|防災部局と連

携した水利実験装置エムリバーを活用した出前授業

バス代の高騰により、現地学習の開催が困難な学校がある なし なし 誰一人取り残さない活動が必要であると考えます。 海岸清掃活動SDGs　　　　　SDGs14番・15番|ジオパークを活用した学習

SDGs４番|防災・減災への取り組み　　SDGs１番|気候変動を考える研修

会等の実施　SDGs

令和８年法人化に向けて事務局を移行予定 全国大会開催 JGNへの個別相談について、同じ疑問を持つ地域の課題解決のための事例集などを

作成する。

なし 職員に向けの研修を行っていくつかの課の事業で新たな連携が始まった 商工会のおもてなし講座でジオパーク研修を実施しているが、参加者の反応を

見るに年を重ねるごとに興味や理解が深まっていると思われる。

なし 住民団体（下仁田ジオパークの会　住民目線でのジオパークPR）|研究団

体（下仁田自然学校　学識知識のアドバイス　教育旅行【理科学習】の支

援）

学術奨励金：40万円 拠点施設でポスターの展示・広報・SNSでの周知 なし 小学5年生は自分たちがジオサイトを見学するコースについて、自分たちで考案

した行程でバスツアーを行った

主体的な学びで、インターネットを使った学習を主とした時にインターネット上で

学べる素材があまり無い

なし なし 県内の環境団体と連携しながらジオパークの理解を深める 利根川上流域に住む住民の責任として河川環境保全活動に取り組むと同時

に下仁田来訪者への環境への啓発活動を行う

なし なし

観光消費額|観光入込客数 自治体については、共催のイベント等が増加している。|小学校については、理

科の授業づくりを行っている。|高等学校について、ジオパーク全国大会へ生徒

が参加した。|

拠点施設内にある隠岐自然館への来館 山陰パナソニックとバディアートプロジェクト活動を実施した。 （株）JTB 研究活動支援：総額120万円(上限20万円×6件)　商品に対するパッケー

ジ助成制度90万円

会議の議題に挙げた。 全国大会への参加 島根県立隠岐高等学校において1，2年必修科目「ジオパーク研究」3年選

択科目「ジオパーク探究」がある。

講師等対応できる人材の不足、島前地域、島後地域の対面による交流実施

の困難さ(船を使用しないと移動ができない。)

2017年から山陰海岸ジオパークと連携してガイドの質の向上を図る研修会を

実施し、ガイドの事例発表や意見交換を行っている。2018年からは島根半

島・宍道湖中海ジオパークを加えて、3つの地域によるガイド研修会を毎年に

実施している。

インドネシアのMaros Pangkep UGGpと姉妹提携を締結。「両地域の高校

生（※隠岐＝隠岐高校、隠岐島前高校)によるビーチクリーンイベント開催に

向けたオンライン交流」を2024年11月13日に実施した。

地質遺産に関する保全計画の策定と、アクションプランの策定、実際の計画実

施。

子どもたちが地域の自然や文化を学び、環境保全や地域活性化に貢献でき

るよう、フィールドワークや体験型イベントを増やす。

隠岐ジオパークはすでに法人化された組織として運営している。現在は、地域住民

や自治体、教育機関、企業など、多様なステークホルダーと連携しながら、ジオパー

クの理念に基づいた活動の推進を行っている。

講師派遣制度の実施|各町村と連携したイベントの実施

なし なし しみず幼稚園でのジオパーク学習のための打合せを行った。|清水高校との協

定に基づき、「学際コーディネーター」（専門員を高校へ派遣）のための調整を

行った。

小中高でのジオ学習の実施、教職員向け研修の実施、市民向け講演会、イ

ベント実施、市広報などでの周知活動などの普及活動を行ってきたため。

・ヤブ椿保全活動（地域住民、市観光協会、環境省、市、推進協議会）|・

マルバテイショウソウ保全活動（地域住民、牧野植物園、推進協議会）|・

市立図書館との共催イベント|・竜串事業者会（地域事業者団体）での、協

議、美化活動|・土佐清水ジオの会（認定ジオガイド団体）との共催イベント

（土佐清水市　産業祭）

・ジオガイド団体（3団体）（ジオツアー販売に関する協定）|・（公財）高

知県牧野記念財団（相互協力協定）（R7.1.15）|・高知地方気象台

（連携に関する覚書）（R7.3.18）|・清水高等学校（連携に関する協

定）（R7.3.25）

学術研究助成：30万円 市広報での報告、社員総会、理事会での報告 なし なし 学校からサイトへの移動について、バスの利用調整に苦労している。 ・せとうち讃岐ジオパーク構想受入れ（R6.9.7）|・四国西予ジオパーク職員

受入れ（R6.11.21）|・「地球時間の旅展」参画|・「黒潮展」参画

なし 収益事業の推進 情報発信（HP、SNS,市広報など）|イベント開催【予定】 法人化済（R5.1） ・HP、SNS、市広報などでの情報発信|・イベント、研修会等の開催|・国道沿い

道路標識の設置の要請活動

なし 市内の小中学校の全校が学習発表交流会に参加するようになったため。 市内の小中学校の全校が学習発表交流会に参加するようになったため。 なし なし 研究助成金：１件30万円で２件を採択 なし なし 小学生が観光客へ案内をする「こどもジオガイド」体験を実施した。 学校からサイトへの移動が遠く時間がかかる。教員のジオパークに対する認識不

足。

・下仁田ジオパークとの交流事業（交流企画展の実施）|・八峰白神ジオ

パークへの講師派遣（専門員）|・秋田県内にある４地域のジオパークで連

絡協議会を設置し、研究助成事業や普及啓発事業などを実施。

なし ＜都道府県や市町村等との連携＞|県内に４地域があるメリットを活かし、よ

り県内で存在感を増すための普及啓発に注力する。||＜住民との連携＞|草

の根活動を継続的に進めていく。また、運営団体以外にもジオパークの活動を

発信できる人材を増やし、多方面から普及啓発を進めていく。||＜学校との連

携＞|現場の教員に対して、ジオパーク活動への理解を進め、学校現場でより

活用できる機会を増やしていく。

「目標４：質の高い教育をみんなに」や「目標13：気候変動に具体的な対

策を」では、地方にいながら地球規模課題に触れる機会を提供できる貴重な

「学びの場」としてジオパーク活動を進めていきたい。また、「地熱」がテーマであ

ることから「目標7：エネルギーをみんなに。そしてクリーンに」もテーマとして扱うこ

とが可能であり、今後実践していきたいと考えている。

特にありません。 仙台市で毎年開催されている「サイエンス・デイ」に出展している。参加者数が毎

年1万人にもなる東北で最大級の科学イベントであり、こうした場に継続的に参

加、また複数地域で参加することでジオパーク全体の認知度向上にわずかでも

寄与したと考えている。

なし グルーブラインの参加者数およびグループラインの情報配信に対する反応 グルーブラインの参加者数およびグループラインの情報配信に対する反応 地域のお祭りにおける講演会、コミュニティスクールにおける出展 観光協会 グループラインでの配信、学習会での情報共有゜ なし コミュニティスクールでの出展、教育事務所と大学が共同したイベントへの出展 オンラインでの学習会 なし ジオサイト整備、組織の拡充、情報配信体制の充実 清掃活動 別組織を立ち上げ活動中 新聞折込での広告を5回程度 回答所要時間がわかるとありがたいです。

なし ジオパーク学習件数の増加等 協議会主催のイベントへの常連参加者の定着化が見受けられるため。|ジオ

パークのイベントに対する問い合わせがあるため。

・定点・われん川草刈り|・火山砂防フォーラムへの協力|・地獄フォーラムへの参

加|

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社、島原半島ユネスコ世界ジオパー

クガイドの会、公益財団法人雲仙岳災害記念財団、環境省雲仙自然保護

官事務所、九州大学地震火山観測研究センター、国土交通省雲仙砂防管

理センター、長崎県立島原商業高校、長崎県立口加高等学校、島原半島

観光連盟、南島原市世界遺産推進室、山口屋染物店、南島原市B＆G海

洋センター

ジオパークガイドの会へ資料を公開した　総会で報告した 九州ブロックジオパークへの研修事業、室戸高校視察研修を受入同行、香港

中学修学旅行を受入同行

なし 教育活動等に携わる事務局スタッフの減少及びガイド高齢化の課題 ・他地域ジオパークへの視察研修|・地球時間の旅展での協力| 姉妹ジオパークの香港UGGpから高校生が来島し、島原半島の高校生との文

化交流を実施

・コロナ禍となり、交流が途絶えていた姉妹ジオである済州との交流再開|・ジオ

パークを活用した観光振興|・ジオパーク活動に関わる地域住民との交流及び

連携強化|・APGN域外の他のUGGpとの協力関係の構築|・協議会の会員

を巻き込んだジオパーク活動

・学習コンテンツとしてSDGsの座学を提供している|・気候変動に関する講座

や気候変動の内容を加味した看板の更新等を実施予定

観光団体との統合による法人化など、島原半島ジオパーク協議会の運営に関す

るあり方を関係者間で議論中

構成する３自治体の広報誌（月報）にジオパーク記事を毎月掲載した|地元

のFMラジオからジオパークイズ（インフォマーシャル）を放送した

なし 小中学校ではジオパーク学習（児童生徒、教職員）ならびにジオパクパク給

食を実施しており、高校ではサンゴ留学生を受け入れており、研究活動につい

て評価されている

Q51の回答と同様 なし 町と喜界島サンゴ礁科学研究所が包括連携協定を締結し、その締結内容に

ジオパークへの取り組み活動が示されている。|その他としてはまだなし。

広報誌にて ジオパーク全国大会 小中学校においてジオパークについてや島の成立ちや地層・地質、サンゴ礁文

化などの見学を実施。|また、島の大地の恵みを、食を通じて学ぶ「喜界島ジオ

パクパク給食」を島内の小中学校で実施。|高校では、サンゴ塾を実施。

対応できる人材が島内にいないことが多いため、日程調整が大変である。 三笠ジオパークへの視察|土佐清水ジオパークで開催された「地球時間の旅」

へ参加した。

なし 事務局体制の構築が不可欠である ジオパーク学習で漂着ゴミ拾い 検討をしていない ・ジオパーク周知活動として、観光物産協会の総会への説明|・NHKラジオかご

しまに出演|・自衛隊基地での記念イベントへの参加|・教育委員会生涯学習課

と連携し２報告会での周知活動

成果目標の数値をどのようにしていくかを検討していきたい 本調査について他の地域回答も見られるとのことですので、ありがたいです。

なし。|※2024年度に設定した訳ではないが、2023年度に策定した第3次

四国西予ジオパーク推進計画においては、次のような指標を設定している。|・

市内観光事業者等と連携したジオツアー催行件数　年５件以上|・認定ジオ

ガイドの数(累計)　令和７年度末までに 20 人|・ジオガイドが観光客にガイド

業務を行った件数　年40件以上|・多言語化に対応したパンフレットや看板等

の数　令和７年末までに７件以上|・外国人対応のツアーコースの数　令和７

年末までに２件以上|・（交通機関として新規に）パンフレットやホームページ

に掲載できる事業者数　令和７年末までに２件以上

対象地域の自治体：四国西予ジオミュージアムの施設利用をきっかけとして、

これまでの活動にはあまり実感できなかった部署および職員の中で、地域資源

の保全と活用や持続可能な西予市の未来について考える機会や取り組みが

増えつつあるように見受けられる。（例　設問27に見られるような多様な部署

におけるジオパーク活動への積極的な関わりの増加など）|保育園・幼稚園

等：四国西予ジオミュージアムの施設利用をきっかけとして、これまでに比べて、

ジオパークを通して西予市の自然や文化を学ぶ園児たちの人数が増えていると

感じる。|小学校：設問69で後述するような、他地域との相互交流を図る学

習活動を学校側で提案するような姿勢が見られる。|企業・事業者：四国西

予ジオミュージアムの施設利用をきっかけとして、これまでの活動にはあまり実感

できなかった企業・事業者の中で、地域資源の保全と活用や持続可能な西予

市の未来について考える機会や取り組みが増えつつあるように見受けられる。

対象地域の自治体職員：ジオパークはユネスコの取り組みであり、地質遺産

の保全を土台とした自然保護プログラムであるという認識を持ったうえで活動を

展開する職員が少しずつ増えている。|小学校教員：ジオパークはユネスコの

取り組みであり、地質遺産の保全を土台とした自然保護プログラムであるという

認識を持ったうえで学習活動を展開する教員が少しずつ増えている。|小学校

子供：ネットワークとしてのジオパーク活動を理解し、自分たちの学習の中でも

取り入れる（他所に地域に行って四国西予ジオパークの魅力を伝えたい）と

いう意識を持つ児童が現れはじめた。|中学校教員：ジオパークはユネスコの取

り組みであり、地質遺産の保全を土台とした自然保護プログラムであるという認

識を持ったうえで学習活動を展開する教員が少しずつ増えている。|高校教

員：ジオパークはユネスコの取り組みであり、地質遺産の保全を土台とした自

然保護プログラムであるという認識を持ったうえで学習活動を展開する教員が

少しずつ増えている。|企業・事業者：ジオパークはユネスコの取り組みであり、

地質遺産の保全を土台とした自然保護プログラムであるという認識を持ったうえ

で活動を展開する企業・事業者が少しずつ増えている。|

■令和7（2024）年7月11日：JGNと包括連携協定を結ぶ、イオン環境

財団の大津さまと西原さまが四国西予ジオパークを視察。来年度以降の連携

についても協議を行った。|■令和7（2025）年1月13日：西予市役所で

「四国西予ジオパーク維持支援金贈呈式」が行われ、株式会社ぞっこん四国

から西予市に対して寄付金20万円と備蓄用の天然水「ぞっこん」2L10ケース

をご寄付いただいた。

愛媛大学（2013年度）、郵便局（2021年度）|※ただし上記の締結は

あくまで西予市と各団体で結ばれたもの。||※パートナーシップに準じる制度とし

て「ジオパーク応援店制度」がある。

１．ジオパークブランド活用事業|対 象 者：市内に住所又は活動の拠点を

有する個人、グループ、団体及び法人|対象経費：ジオパークのロゴマークや

ネーミングを活用した地域特産品等の販売促進に係る経費、及びブランド化を

図るための調査研究及び開発等に係る経費。|補 助 率：２分の1(限度額

100 万円)|交付件数：０件||２．ジオサイト整備保全支援事業|対 象

者：市内に住所又は活動の拠点を有する個人、グループ、団体及び法人|対

象経費：ジオパーク内にある地層や岩石を含む自然、文化的景観、文化財

などジオサイトの整備・補修等の保全活動や、案内板・説明板等の設置に係

る経費。|補 助 率：３分の２(限度額100 万円)|※案内看板等に関して

は補助率10 分の10|交付件数：２件（蔵小校区ふるさと振興会まるごとく

うかい：蔵貫白石鍾乳洞のアクセス道土砂撤去、高川地域づくり会：ヘルメッ

ト整備）||３．ジオツーリズム整備支援事業|対 象 者：市内に住所又は

活動の拠点を有する個人、グループ、団体及び法人|対象経費：ガイド育成

や新規ツアーの開発を行う場合に係る経費及び農家民宿などの視察・研修に

係る経費|補 助 率：２分の１(限度額50 万円)|交付件数：１件（ぐ

るっとせいよ！ジオウォーク）||４．市民ジオツアー支援事業|対 象 者：３

人以上で構成されたグループ及び団体（そのうち２人は市内に住所|を有する

ものとする。）|対象経費：地域学習を目的として、四国西予ジオパークのジ

オサイト等（別紙一|覧表の1 箇所以上・必ずジオガイドをつけること）を巡る

ツアーに係|る交通費及び市内施設の入館料等に係る経費。|補 助 率：２

分の１(限度額５万円)|交付件数：２件（中屋敷婦人会、野村小学校

PTA 研修委員会）||５．ジオパーク学術研究支援事業|対 象 者：市内

外の学生又は教員若しくはそれらの者で構成されたグループ及び団体|対象経

費：四国西予ジオパークにおける調査・研究を行う際に利用する市内宿泊施

設の宿泊費。|交付件数：５件（山口大学小田様、新潟大学松岡先生３

件、松本大学城本先生）||※３と４は設問46と重複。

・2024年度に行われた日本ジオパーク全国大会下北大会終了後は、各部

会にて大会で得られた知見の報告を行った。

2024年12月20日：愛媛県西予市立城川小学校の6年生が土佐清水ジ

オパークを訪問。城川小学校の児童から、これまでの学習成果として四国西予

ジオパークの魅力を土佐清水ジオパークのスタッフや土佐清水市立三崎小学

校の児童に発表。城川小学校の児童は、土佐清水のジオガイドさんのガイドを

受けたり、ビーチコーミングのオブジェづくりを体験した。

・2024年度野村小学校４年生：例年通り、座学とジオサイトを見学する校

外学習を１年間実施した後、それらの総括として西予市図書交流館野村分

館で１年間の振り返りを行ったあと、読み聞かせボランティアによる西予や自然

科学の探求にまつわる絵本の読み聞かせを行い、西予の岩石を使ったレクリ

エーションを行った。|・2024年度宇和特別支援学校との連携：株式会社ノ

トスが主催する形で、四国西予ジオミュージアムにおいて、|宇和特別支援学

校の肢体不自由部門の生徒（高校生）がアバターロボットを使って館内の展

示をお客様にガイドするイベントを実施。イベント後に生徒と参加者の双方にア

ンケートを行ったところ、参加者からは肯定的な意見が寄せられ、生徒からは難

易度が高かったという意見が多かったものの、就労に関する意欲の向上が見ら

れた。（株式会社ノトス、特定非営利活動法人ぶうしすてむ、ｕｇｏ株式会

社、愛媛県立宇和特別支援学校、四国西予ジオパーク推進協議会の共同

プロジェクト。代表：藤原正典（株式会社ノトス））

・市内小中学校では年に一度は必ず総合的な学習の時間でジオパークに関

する授業に取り組んでもらえるようになった一方で、扱う内容や時間数にはばら

つきがあるため、小学校から中学校へ上がった子供たちの理解度がまちまちとい

う課題がある。|・教育部会で副教材を作ったものの、現場ではほとんど利用さ

れていない。一部教員からはワークシート等の副教材よりも、体験プログラムのリ

ストや過去に学校で行われた授業展開の事例集が手元にある方がよい、とのお

声をいただいている。|・各学校で独自に学習を進めがちであり、それぞれの学校

でどんな学習が進められているのか、各校の先生や児童生徒が知らないことが

多い。しかし令和４年度には、中川小学校と城川小学校の合同成果発表会

が行われ、令和５年度には認定10周年記念イベントとして、前年度の城川小

学校児童が一般のお客様に対して学習成果を発表した。今後も学校合同の

成果発表会や市内の教員同士で各学校のジオ学習を共有できるような機会

を設けていきたい。|・西予市では財政の逼迫が深刻化しており、令和８

（2026）年度から財政危機脱却プランを策定し、あらゆる事業の予算を削

減して業務に取り組んでいく。これにより、特にこの数年取り組まれてきた他地

域間での交流学習（例：2024年度に行われた西予市立城川小学校６年

が土佐清水市立三崎小学校の児童と交流した）が今後実施できなくなる恐

れがある。ジオパークを活用した小中学校での学習活動は前提として市町村に

おいて負担がなされるべきであるが、他地域のの総合交流や国際的な人材育

成に関わる取り組みについては、国やJGNにおいても何らかの補助制度を検討

していただかないと、当地域のみならず地方においての継続は難しいのではない

かと考えている（榊山個人の見解）。||

2024年度（R6）JGN連携（地域ブロックとしての活動を含まない）|・7月

5日、6日に行われた第17回JGN通常総会と事務局長会議への参加。|・8

月7日、8日の「こども霞が関見学デー2024」におけるJGN岩石標本グループ

出展への協力（岩石、パンフレットの提供、職員1名の派遣）|・10月7日、8

日に室戸ジオパークで開かれた「地球時間の旅」展研修会へ職員１名参加。

|・日本ジオパーク全国大会下北大会へ参加（９名が出席）。参加者が口

頭発表や分科会への参加を行った。|・11月12日～14日：JGN新任者研

修会に職員2名が参加。|・11月21日：土佐清水ジオパークの拠点施設視

察（職員3名）。|・12月1日：三好防災シンポジウム2024への出展（職

員派遣はなし）。|・12月11日～1月20日：環境省の巡回展「中国四国の

国立公園展」を四国西予ジオミュージアムで開催。土佐清水ジオパーク、隠岐

ユネスコ世界ジオパークの協力を得て、会場でラパキビ花崗岩と隠岐片麻岩を

展示した。|・12月22日：三好ジオパークの認定記念シンポジウムに登壇

（榊山）。室戸、土佐清水、讃岐ジオパーク構想の登壇者とともにジオパーク

が四国の地域において果たす役割などを議論した。|・1月26日：日本古生

物学会から依頼を受け、小集会「ジオパークとお付き合いしませんか？～多様

な活躍の場の一つとして～」を開催。三笠、秩父、室戸、四国西予の専門員

や学芸員が登壇し、ジオパークと古生物学との関わりや、今後の学会との連携

の可能性について議論した。|・3月：1月に認定を受けた蔵王ジオパークを紹

介する展示を四国西予ジオミュージアムにて設置。|・通年：環境省が実施し

た「足摺宇和海国立公園における魅力あるストーリー検討業務」について、土

佐清水ジオパークとともに連携協力した。

2024年度：インドネシアのゴロンタロジオパーク（国内ジオパーク）で制作さ

れたサトウヤシネットを四国西予ジオミュージアムにて設置。グリーンカーテンの実

施とサトウヤシネットの耐久性について検証を行った。

・四国西予ジオミュージアムの更なるPRや活用推進（特に収益性の高い事業

の推進）|・ジオパーク活動を通じた、持続可能な開発（ツーリズム、特産品

等）の拡充|・ユネスコ世界ジオパークの更なる理解と地域への浸透|・「気候

変動」や「女性（ジェンダー）」など、ジオパークの10大トピックスのうち、JGNの

中でこれまで十分な取り組みがなされていなかった分野に対して、JGNと連携し

た活動の拡充|・郷土研究マガジン「だいちのめ」の取り組みのような、地域に眠

る大切な価値の掘り起こしや異なる意見を持つ人同士がじっくりと対話を重ね

ていく機会を増やしていくこと|・外部資金の獲得（国や財団等の助成）

四国西予ジオミュージアムでは12月9日から2月26日にかけて令和５年度冬

期巡回展「SDGsと私たちの暮らし」を開催し、クイズパネルやカルタなどの体験

型展示を通してSDGｓの各項目や具体的な取り組み例を市民の方に紹介し

た。また関連イベントとして1月７日に「SDGs de 地方創生」カードゲーム体験

会を実施して、地方創生の取り組みや地域の経済活動がどのように地域の持

続可能性と結びついているのかシュミレーションした。|当面はSDGsを冠したイベ

ント等の予定はないが、JGNの気候変動WGの研修会との積極的な連携や、

日々の一つひとつの保全、教育、経済活動に対してSDGsの考え方を落とし込

んでいきたい。|

現状では検討していない。 ・6月に東京都庁で行われた愛媛県物産フェアへ職員を派遣し、西予の恵みと

大地の関わりについて紹介した。|・7月に愛媛県自転車新文化推進協会サイク

ルイベントを四国西予ミュージアムで開催。愛媛県の中村時広知事をはじめ県

内の政財界の代表が約100名参加し、西予市を周遊するサイクリングで汗を流

すとともに、四国西予ジオミュージアムの展示やジオの恵みの試食を楽しんだ。|・

8月に愛媛県伊方町で行われた観光キャンペーン「佐田岬体験博」の一環で四

国西予ジオミュージアムの高橋司館長がジオパークに関する講演や須崎海岸の

屋形船周遊の案内を務め、58名の参加者があった。|・10月に高知県梼原町

で行われたイベントに出展。アンモナイトレプリカ作りの体験を行うとともに、四国

西予ジオパークの紹介に務めた。|・10月25日に日本応用地質学会中国四国

支部の現地見学会が行われ、35名の参加者が四国西予ジオパークの地質サイ

ト、特に城川町にある黒瀬川帯の露頭を中心に見学され、ジオパーク推進協議

会事務局として事前準備の協力や当日の案内を担当した。|・1月に愛媛県の

松山観光港で四国西予ジオパークを紹介する展示を実施。約３週間ほど、松

山観光港の利用者に当地域の魅力に触れていただいた。|・3月に四国の博物

館・美術館の関係者で構成される団体「四国ミュージアム研究会」の大会を四

国西予ジオミュージアムで開催し、館内の展示などを通して四国西予ジオパーク

について理解を深めてもらった。|

JGN事務局の判断で構わないので、前年度の自由記入欄のうち秀逸な記載

例（単なる事例や数値の報告でなく、運営団体がどのような課題意識を持っ

て取り組んだのか、その実施によって参加者やその地域の中でどのような行動変

容が生まれたのかを明確に記載する）や、あるいは最低限これだけの項目は記

述してほしいといった記載にあたっての約束事などをまとめ、回答調査を依頼す

る際に添付してはどうか。

なし| 当協議会のHPにリンクを掲載 自治体においてはリレー講座や市職員研修を行ったことから、ジオパークの認知

向上につながている考える。学校関係はジオパークに関する学習についての機

会増加が見られる。

ユネスコ世界ジオパーク認定により自治体の意識が向上し、ジオパークについて

ふれたり考えたりする機会（講演会や研修など）が増えている。R6年度におい

ては、市内コミュニティセンター全所でリレー講座を行い。住民がジオパーク学習

に触れる機会を作った。|

地元事業者とコラボした環境保全に向けた活動。啓発活動。 民間団体(27団体)主に情報発信において連携|ガイド団体、イベント実行委

員会、観光協会、学生団体、環境保全団体、文化活動保存会　等|

総額：1,114,908円|研究助成費：719,908円|商品開発助成：

100,000円|その他活動支援（連携協定団体活動助成金）：295,000

円

なし ジオパーク全国大会への参加 遠足にジオパークめぐりを取り入れた「ジオパーク遠足」の実施。退職教員によ

る「ジオパーク学習支援員」が学校の取り組みをサポートしている。ある高校で

はジオパーク学習をプログラム化し活動を行っている。

教育活動の持続性の問題、学校全体のジオパーク教育活動の把握の難し

さ。|フィールド学習時間の調整、フィールドで指導できる教員の減少。|ジオパー

ク学習支援員の人員増やしと運営体制の見直し。|あらゆる学年でのジオ学

習の実施。|

新潟圏域ジオパーク交流事業に、当ジオパーク内小学校が参加・発表し交流

を図った。

フィンランドUGGp＋JGNオンライン会議参加、APGNジオパーク開発フォーラム

2024（香港UGGp）参加、第8回アジア太平洋ジオパークネットワークシン

ポジウム参加（ベトナム　カオパンUGGp）、ハンタンガンUGGp(韓国)　国際

シンポジウム参加、キルギス研修（隠岐UGGp) 参加|

エリア内住民へのさらなる普及活動|国内外のネットワーク活動|保全活動への

積極的な取り組み|ツーリズムの推進|

白山市のSDGsの取り組みとの連携。|地域でSDGsを取り組む個人や団体へ

のサポート。

検討していない SNS広告、金沢駅デジタルサイネージなどの情報発信|インバウンド向けツアーの

実施

白山手取川ジオパークは、ユネスコエコパークともエリアが被る稀有な地域であるた

め、そのことも発信したい。|他に、「ジオパークと○○を兼ねている」という地域はあると

思うので、両立、活用の方法を他地域から学びたい。|ジオパークの情報発信をさら

にもっと積極的に。また東京という日本の情報中心地からの発信という点を意識した

発信を。

特になし

なし 対象地域の自治体：主催イベントでのジオパーク出展や講師依頼があった。|

小学校：エリア内の小学6年生向けに理科の副読本を配布しており、学校で

の利用率が97.2％であり、教諭からの問い合わせも増えたため。|高校：ジオ

パークについて講演依頼があった。|その他：子供が考えかがやくまち「かごんま

ち」への派遣依頼があった。市民アンケートでの認知度の向上。|

対象地域の自治体職員：ジオパークのオリジナルポロシャツの購入が増えた。|

小学校・教員および子供：桜島・錦江湾ジオパークスケッチコンクールの参加

者が過去最多となった。|企業：日本たばこ産業株式会社主催イベントにてジ

オパークの講話を行った。

鹿児島大学JST次世代科学技術人材育成事業での講義の実施 なし 研究活動支援：600,000円|ガイド団体支援：200,000円 市政出前トーク内で紹介した。 香港UGG高校生と鹿児島情報高校生のオンライン交流 桜島・錦江湾ジオパークスケッチコンクール|副読本の配布 島原半島UGG高校生視察受け入れ、地球時間の旅展協力、霧島ジオパー

ク事務局および関係者との意見交換・ワークショップ

香港UGG事務局視察受け入れ エリア内におけるジオパークの魅力・特性を生かした観光交流の推進、自然科

学への認識向上、地元への愛着や誇りの醸成を図る取組を推進していく。

企業との連携を図り、SDGsの取組を広く具体的に周知させて推進していく。 ユネスコ世界ジオパーク認定を目指すなかで法人化に関する調査を行っている。 謎解きイベントの実施 JGNの方向性についてより具体的に描くことで、ネットワークの強化やジオパークに対

する理解度の向上を促すことができると考えるので、そのような場を設ける。

なし 各団体等とやりとりしている中で事業が浸透してきていると感じる 定期的に事業を実施しているため 新規はなし（市内のパティスリーとコラボ開発した商品を継続販売している） 具体的な協定の締結はなし 行っていない。 なし 高校独自の教育プログラムの中で、学習・発表する対象として「市ジオパーク構

想」を選択できる取り組みがある。

事業を拡大するためには圧倒的に体制が弱く、専門職員も不足しているため、

既存の事業は定着してきたものの、新規事業の着手には至らない。様々な団

体や個人などと協同していく必要がある。

事業のPRとしてパンフレット等の配布を相互に行った。 なし 継続的な推進プラン策定とそれに則った事業の実践。普及啓発や事業拡大の

ために様々な団体や個人と協同できるような関係づくりが必要である。

SDGsにつながる取り組みとして、地域の自然資源の保護・保全や学校と連携

した教育と普及活動、観光客を誘致して地域振興と経済の活性化、地域住

民の防災意識向上を目的とした防災教育等を行っていく必要があります。また

それらを実現するために地域住民や企業などともパートナーシップの強化も必要

と考えます。

検討していません。 なし

なし 高校生対象のジオパークフォトバスツアーや写真教室への参加、フォトコンテスト

(学生部門)に応募する生徒が増えた

ジオパーク認定商品の新規申請、振興協議会だより(広報誌)に対する反応

(問合せ等)

ジオ河岸段丘花火、ジオサイクリング、ジオパークウルトラマラソン、雪散歩 NPO法人、観光協会、飲食店、地元企業、宿泊施設 広報誌へ掲載した なし 津南中等教育学校１年生：苗場山麓ジオパーク巡検、苗場山麓ジオパー

ク研究コンクールへレポート作品の出品、ＳＤＧｓ環境学習|地域内小学

校：津南町・栄村の小学５年生集合学習

対応できる人材不足、構成町村のジオパーク学習の回数と内容の共有| おおいた豊後大野ジオパークと文化財・博物館関係団体交流会(紙上)、佐

渡、三好ジオパークほかオンラインカフェ実施、白山手取川、糸魚川、佐渡ジオ

パークとオンライン子ども交流事業、Mine秋吉台ジオパークとオンラインイベント

なし 地域内外の住民へのさらなる周知と観光部局との連携 ガイドや小中学校のジオ学習において、ＳＤＧｓの存在、考え方を学ぶ研修

を実施している

現段階では検討していない 「地球時間の旅」巡回展、苗場山麓ジオパーク10周年記念事業

なし 一部サイトは、構成自治体の観光部署が入込数の把握をしている。|一部施

設については施設内にカウンターを設置し、入場者数の把握をおこなっている。|

出前授業依頼の増加等 小中学校および高等学校からの出前授業やガイド派遣依頼件数の増加 地域のNPO団体を中心とした実行委員会、県内外から参加した学生を含む

ボランティア、島民が一体となって活動をした飛島クリーンナップ作戦等、JRとタ

イアップしたジオパークPRイベント

①エリア内の青少年研修施設（岩城少年自然の家、金峰少年自然の家）|

②準博物館施設（猛禽類保護センター）

①保全活動助成　　　　　　250,000円|②調査・研究助成

250,000円|③その他活動に関する支援　916,000円（地域資源保全の

ための共同・委託研究）

全国大会参加者が、得られた知見を報告する機会を設けた（聴講対象：構

成自治体ジオパーク担当職員、認定ガイド）。

ジオパークの全国大会へ高校生を派遣 ①出前授業への講師派遣（研究者、事務局研究員、教職経験のあるジオ

ガイド等）|②学校のフィールドワークへのジオガイド派遣|③ジオパーク学習研

究発表会

学校や担当教諭によって、ジオパーク学習への取り組み意欲が異なる ①他地域のジオパークが主催する研修会等への研究員の派遣（こども霞ケ浦

への参加含む）|②他ジオパーク主催研修会等への講師派遣

無し ①拠点施設整備　②多言語化による各種整備（ホームページやパンフレット

類、看板関係等）|③地域遺産（主要な地質遺産、生物多様性、無形文

化財等）の保護・保全・継承の推進|④海洋環境保全や気候変動対策や

適応に対する醸成　⑤サポーター制度やパートナーシップ制度の推進|⑥国外

ジオパークとのネットワーク強化等

ジオパークに係る各種活動において、SDGsを意識した活動（エリア内の地

形・地質を活かした防災減災への取り組みや、海洋環境保全、森林保全

等）を通し、地域の持続可能性を高めるとともに活性化を図る取り組みの実

施。

2022年度に一般社団法人化に移行した JRとタイアップしたジオパークPRイベントとして臨時列車内で講演を行った。|

なし 各学校側からの依頼を受けて当事務局専門員を派遣してフィールド学習や、

座学講座を実施している。||保育園ではキャラクターを用いてイベントを実施し

ている。

自治体職員は、ジオパーク研修を通したアンケートや、その後に行われた別途

打合せなどの発言の印象から徐々にではあるものの拡大し始めていると感じた。

|小学校児童は、放課後教室も相まって、クイズや質問の投げかけに対する回

答から、理解が拡大していると感じている。|企業・事業者については、当ジオ

パーク主催の講演会やイベントに参加している方がいることや、ジオストーリーを

理解の上で事業展開をされている事業者がいること、そして、当事業への企画

を前向きに実施してくださる事業者がいることから拡大していると感じている。

大幅に減少していた海岸植物の回復事業について、島内高等学校が校内で

育成し、海岸付近に埋め戻すという活動を継続実施している。|また、同事業

について、椿油の企業店舗の店先で育成を開始した。（育ったら海岸に戻すこ

とも理解いただいている。）

形式的な締結はこそしていないが、実態としては、観光協会や商工会など各種

団体との運営協力について行っている。

保全、教育活動：10万円 1件|調査・研究活動：10万円 1件 資料等の情報提供を行った。また参加したガイドによる報告会を行い、今後に

活かすこととした。

なし 教員が変わると、教員への再度の教育が必要となるため着任早々の研修が必

須である。

・伊豆半島ジオパークとの今後の共同企画の検討打合せ なし 保全保護に関する理解促進と、経済効果を生み出す取り組む必要がある。|

現在、当ジオパーク拠点施設の整備事業を推進中であり、事業完了後は地

域内外問わず、保全・学習・経済効果と多岐に渡る効果にい期待するととも

に、継続的な企画展示や体験活動を実施していく必要がある。

各種講演会の実施（地域学習、防災学習、自然環境等の保全）|→住民

を中心に理解を促すことで、SDGsへの理解（海の豊かさ、陸の豊かさ、質の

高い教育等）に繋がると考えている。

係→単独の部署への変更や、法人化など多角的に検討をしている。|なお、法人

化については具体的で実現性の高い検討にまでは至っていない。

拠点施設での広報周知 各地域の取り組みのとりまとめ（写真付き）をJGNで実施し、各地域に資料を提

供。

なし なし なし ・（自治体）生涯学習部門で企画した学習イベントの企画を行った|

地域おこし協力隊員と協力しイベントを行った|

・（自治体）他部署、町おこし協力隊員がジオの理念を理解して、イベントに

声がけしてくれる|・（小学校）継続して毎年学習プログラムを企画してくれる

小学校が出てきた|

清掃登山 なし ・教育活動支援10万円|・経済活動支援22万円 会議の際に参加者がレポートで報告した。| なし なし 山中にありバスが入れないサイトが多い。熊に対する安全対策が必要。 ・糸魚川ジオパーク推進協議会（フォッサマグナミュージアム）主催の「地球時

間の旅展」に協力

なし ・協議会全における運営体制や連携強化、活動の活性化|・個々のジオサイト

単位での地元住民との連携、普及活動

山岳地域のジオサイトにおけるトイレ環境紹介/ゴミ拾いを体験していただくエコ

登山

現時点で具体的な検討は未定 ・南アルプス（中央構造線エリア）フォトコンテストを計画|・小学生向けジオ

パークを紹介する副読本配布を計画|

なし ・回答項目削減の検討お願いします。

なし 栗原市内の全小学校でジオパーク学習が導入されたことで、栗原市が栗駒山

麓ジオパークであるという認識が子どもたちの中で広がっている。|また、栗駒山

麓のめぐみの認定商品制度を通して、ジオパークに興味を持つ事業者が少しず

つ増えている。

市内のほぼ全ての小学校でジオパーク学習を導入しているため、より多くのこど

もたちがジオパークに触れる機会を得られている。|また、栗駒山麓のめぐみの認

定商品が増え、ジオパークに理解を示す事業者も増えている。|さらに、保全活

動やジオトレイルイベントに参加する人も増えており、ジオパークに対する理解が

進んでいると思われる。

企業版ふるさと納税による企業からの寄付金協力やジオパーク広告看板への

広告入札|一部コンビニエンスストアのジオパーク商品の取扱いとPR等の実施

など

なし 研究助成：１００万円 拠点施設のウェルカムボードや特別展などの形で情報を掲示した なし 例年、子どもたちがジオパーク学習で得た学びを発表する場（学習交流会）

を開催している

当日の学習対応は、基本的に十数名のジオガイドに任せている一方、学校と

の連絡や行程・プログラムの調整は1人の専門員で請け負っているため、サポー

ト役ないし後任の育成が必要。また、繁忙期はほぼすべての平日に学習予約

が入っている状況のため、実施時期を分散するなどの工夫が必要。

・「こども霞が関見学デー」などの科学振興イベントに、日本各地のジオパーク関

係者と出展協力した。|・国立花山青少年自然の家との共催事業において、ゆ

ざわジオパークに案出しや当日対応の協力をいただいた。また、全国大会にお

いて、「青少年教育施設とジオパーク」の分科会を担当した。|・近隣ジオパーク

のガイド養成講座で、栗駒山麓ジオパークの専門員やジオガイドが講師を務め

た。

なし ・持続可能な運営のための確実な予算確保（収益化）と人材確保|・事務

局スタッフや関係者を含めた、ビジョンやミッションの理解と共有|・事業全体の整

理と見直し|・中核を担う職員や専門員の評価向上と流出を防ぐための取り組

み

・ジオサイト「荒砥沢地すべり」をはじめ、世界的価値向上に向けた活用機会の

創出|・ジオサイト等を計画的に守るための保護・保全等基本指針の作成|・

一般社団法人や公益財団法人等の法人格取得を目指すべきか否か、そのメリッ

トやデメリットを含めて今後も検討していく。

・拠点施設でのイベントを開催し、地域への周知を図る取り組みを実施した。|・

地域内外の団体が開催するイベント（まるごと体験！あきたのジオパーク、サイエ

ンスプラスなど）に出展したり、他ジオパークと協力してジオパークのＰＲを目的と

したイベント（わくわくジオパークフェスタなど）を開催した。

・55番の設問について、修学旅行や研修旅行等とのことなので、市内学校へ

のジオパーク学習は対象外として回答しました。もし、市内学校の学習対応を

含むのであれば、小学校が50～99件となります。

なし レンタルEVバイク 対象地域の自治体のジオパーク活動への予算や活動が増加した|企業や事業

者はパートナーシップの提携が増加した|小学校、高校の授業でジオパークを取

り上げる機会が増加している

防災教育の充実、SDGs学習機会の増加、課外授業へのジオパーク要素の

取り入れ

観光事業者と一緒に小学校等へ出前講座を実施した 観光関連事業者、DMO、金融機関、インフルエンサー 保護保全活動支援436千円、次世代青少年等育成支援499千円、学術

研究奨励783千円、ビジネス創出支援1,000千円、ジオパークガイド魅力向

上支援301千円

会議で情報共有を図った。ニュースレターを発行し関係者へ周知した。 なし ジオサイトや拠点施設を活用した防災教育、環境教育、地域研究を実施 各構成自治体の教育部局との連携や情報共有| 近隣の島根半島・宍道湖中海ジオパーク、隠岐ジオパークとの共同研修の実

施、地質物品販売ＷＧに参加しているジオパークとの意見交換、国内他地域

のジオパーク関係者の視察受け入れ（三陸）

イベントにレスボス姉妹ジオパーク関係者を招聘し意見交換、韓国および中国

のユネスコ世界ジオパークとの交流

ジオパーク活動の見える化、ユネスコ理念の浸透、ジオパークを活用した地域

産業の活性化

出前SDGsカードゲームや出前授業等を通じた理念の普及、地域のSDGs関

連団体との情報共有

ワーキンググループを立ち上げ運営団体の法人化を検討している 大阪・関西万博に向けてエリア外の施設やイベント出展によるＰＲの実施 首都圏や都市部における合同でのイベント実施や出展。電車広告などでのＰＲ。

なし ・エリアが重複する綾ユネスコエコパークと連携事業（ウォーキングイベント）を

実施した。|・NPO法人が企画した地元金鉱山とそこが発祥となった伝統的な

お菓子に焦点を当てたイベントを実施した。|・地元酒造会社と連携し、親子で

焼酎工場見学イベントを実施した。

・環境省九州地方環境事務所・一般財団法人自然公園財団えびの支部・

宮崎県御池青少年自然の家・公益財団法人鹿児島県文化振興財団上野

原縄文の森・鹿児島県立埋蔵文化財センター・鹿児島県立霧島自然ふれあ

いセンター・霧島酒造株式会社・一般社団法人霧島コネクト・株式会社ジー

アイエス南九州

・学術研究支援　493,999円（一研究当たり上限10万で５件）|| オンラインでの報告会を実施した。 ・なし ・出前講座（小学校5件138名・中学校2件162名・高校1件299名、自

治会1件20名）|・野外活動（学校登山などへガイド派遣　小学校7件382

名・中学校2件91名）|　　　　　（フィールド研修を高校3件）

・教育の現場で決まっている授業内容（カリキュラム）に対して、郷土の教材を

してジオパークを活用した授業に取入れやすくするため形式（形態）の副読

本を検討し、教材としての有効性（面白さ）を知ってもらう。|・構成自治体で

ジオパークの取入状況が違う。

・阿蘇ユネスコ世界ジオパークを訪問し、事務担当者同士の意見交換会を実

施した。|・桜島・錦江湾ジオパークとの統合に関する協議を年４回実施した。

なし 地域住民の参画（ジオツーリズム、保全活動等）を深化させ、ジオパークを

「自分たちのもの」として捉えるための「持続可能なまちづくりを実現する取り組

み」が必要と考える。

「第2次霧島ジオパーク基本計画」では、「火山活動にあわせた持続可能なま

ちづくり」をめざすための６つの取り組み方針を定め、その方針とSDGsが掲げる

目標を関連させ、活動を実現することでSDGsにつながる取組みを進めている。

・法人化等の必要性は感じているが検討は行っていない。 ・日々のジオパーク活動において、ジオパークの仕組みを理解してもらい認知度を

高めている。

拠点施設の来館者数 電動キックスクーター パンフレット等でのレンタカーやレンタサイクルの紹介、企業によるジオパーク拠点

施設の紹介

おおいたジオパーク協定（おおいた姫島ジオパーク、おおいた豊後大野ジオパー

ク、大分県）

調査研究活動助成　65万円 国際会議の参加なし|台風のため全国大会（下北大会）参加なし おおいた豊後大野ジオパークとのジオパーク教育交流（小学校5、6年生） 学力の向上 小・中学生の教育交流|SDGｓ学習の講師の依頼|ワークショップ等の共同実

施

なし 県と連携したジオパーク活動の推進|住民と連携したジオパーク活動の推進|

学校と連携したESDの推進

SDGｓを推進する団体との連携や協力 検討していない 無料で参加できるツアーや都市部でのワークショップイベントの実施

なし 昨年同様1市4町それぞれの自治体から生涯・郷土学習としてジオパークに興

味をもち講演会等依頼をされている。また地元の教育施設の職員、生徒など

幅広い層がジオパーク学習を受ける機会を年1回以上行っている。|ジオパーク

を活用した案内事業による収益を活動費用の一部にしている団体もある。

質問57の回答と同じ ◯パートナーシップ協定を組んだホテルの宿泊客団体にジオパークのガイドをし

た。|◯パートナーシップ協定を組んだカナディアンカヌーの民間団体が実施する

地元小学生の体験カヌーツアーに合同参加し、フィールドワークとしてジオガイド

を担った。

浦山ダム、ゲストハウス錦、秩父札所連合会、カナディアンカヌークラブ

Bencher、一般社団法人タテノイト、いこいの村ヘリテイジ美の山、有限会社

勉強屋、Something good!、ジオグルメの会、小鹿野町地域振興協会、オ

フィスプラス株式会社、秩父ミューズパーク管理所、秩父和銅保勝会、ジオグラ

ビティパーク

NPOのガイド団体が実施するツアー1本に3万円の補助 会議の議題にあげた。 なし フィンランドのインパクトクレーターレイクジオパークと2022年に覚書を交わして

以降、秩父市立南小学校との教育分野での連携を強化している。

地域内の学校でジオパーク学習の場を設ける学校とそうでない学校のばらつき

がある。ジオパーク学習の必要性を知ってもらいながら教育委員会や各学校と

連携を強化していきたい。

箱根ジオパーク再認定審査現地視察、苗場ジオパーク秩父視察受け入れ 対日理解促進プログラムＪＥＮＥＳＹＳに協力し、当ジオパークの歴史や地

形の理解を通じて環境、防災の取組を伝えた。

昨年同様ツアーガイドの依頼に積極的に対応し、需要に応じてスタッフの増員

や事務局スペースの拡大を検討する。

昨年同様、秩父の地質研究は明治初期から行われてきたが、地元住民がその

成果を享受するようになったのはジオパーク秩父の普及活動によるところが大き

い。暮らしの上で何の価値もないと住民が捉えていた地質現象の大切さを理解

してもらい、地質遺産の保全活動をとおした持続可能な活動を行っていく。

現在DMO内で事業を展開しており、十全に事業展開できているため法人化する

必要性を感じない。

当ジオパークへの視察受け入れ、ツアーガイド等による丁寧な対応等による地道

な活動を行う事で、リピーターを増加させ、ひいてはジオパークの認知度を上げて

いる。

検討中 特になし

なし ・観光プロモーションや計画にジオパークの要素が増えてきている。|・異動先で

ジオパークの普及啓発に関する活動をする職員がでてきている。|・域内小中

学校からサイトでのガイド依頼や、宿泊体験学習の依頼が、高校からは授業実

施の依頼が来ている。|・テレビ局の取材依頼が増えている。|・ジオパークをキー

ワードとした地域内の交流が生まれている。

自治体の新規採用職員研修会でのジオパーク学習センターの活用。|学校の

教育課程でジオパークについて学習されており、課外学習でのジオパーク施設

の訪問。|ジオパークをきっかけとして地域住民が集まる機会の創出。

ジオパーク応援商品の継続、拡大。 秋田県生活環境部自然保護課 研究助成：80万円（秋田県ジオパーク推進協議会として） ガイド団体の勉強会にて全国大会の参加報告を行った。 なし ４種類の冊子を発行しており、小学校から一般、専門家まで幅広く学習でき

る内容である。その中の３種類を域内の小学３年生、６年生、中学１年生

全員へ配布し、学校教育において理科や社会、防災・減災教育などの補助教

材として活用いただけるように対応している。

・海ゴミ問題を考える教育プログラムはあるものの、ＥＳＤに関する体験学習

や野外学習の充実。|・冬季でも野外学習の疑似体験ができるプログラムの更

なる充実。

・秋田県内４ジオパークで構成される秋田県ジオパーク連絡協議会が実施す

る４つの事業（普及啓発活動、教育利用促進事業、研究助成事業、事務

局運営）を持ち回りで担当。|・東北ブロックジオパーク間の協働事業。東北

圏内での普及啓発イベントの開催。全国大会における東北ブロックブースの運

営。|・北海道ジオパーク連絡会議における北東北ジオパークの参画の情報共

有。

なし ・ジオパーク活動を持続可能なものにしつつ、普及啓発を図るための民間企業

等とのパートナーシップ協定の締結。|・若い世代を巻き込んだ次世代のプレイ

ヤー、ガイド、アドバイザー等の人材の発掘及び育成。|・持続可能な地域社

会を目指すため、ＥＳＤの展開やＳＤＧｓの達成に向けた取り組みの強化。

|

・拠点施設において海ゴミ問題を考えるマイクロプラスチックを活用した学習を

行っている。|・域内の小学生へ海や砂浜の大切さを伝える為、砂浜ノートを配

布し、海岸清掃前の事前学習に活用した。|・海岸清掃を通した海ゴミ問題を

考える仕組みの充実を図るべく学校との連携強化を図る。|・市民清掃制度を

活用した清掃及び草刈り作業を行っている。|

検討していない。 商用施設等での普及啓発イベント。 ・ジオパーク番組制作等日本における認知度の向上|・新規認定を目指す地域や

再認定審査地域をブロック単位で支える仕組みづくり|・先進事例や課題をいつでも

共有できるような仕組みづくり|・ブロック内での持ち回り研修会等を通じたブロックの

連携強化及び交流機会の創出

特になし ジオパーク内の学校から、協議会事務局を通じた火山マイスター派遣依頼が

年々増えている|(地域内で減災教育を受けた児童・生徒数が、2023年692

人から2024年は904人に増加)

協議会事務局を通じた火山マイスター派遣依頼が年々増えている|(地域内

で減災教育を受けた児童・生徒数が、2023年692人から2024年は904人

に増加)

〇6/1　JATA地域貢献活動協力　散策路看板設置、外来種防除作業

15名参加|〇7/7　ジオパーク講座「大滝でジオパーク！」樹木保護作業

10名参加

〇2024年度末で28の団体・企業をジオパークパートナーとして登録|　インタ

ビュー記事をWeb やフリーペーパーに掲載することで、|　パートナーの人、商

品、活動についての紹介（現在まで12の企業・団体で実施）

〇JGN全国大会支援（参加報告の提出を義務付けるかわりに、1人につき

最大万円補助）|　第14回JGN全国大会下北大会では5名に対し、1人あ

たり3万円を上限に支給（計12万円）

〇大会参加者の参加報告をHPに公開（JGN全国大会下北大会）|〇ジオ

パークカフェを開催し、参加者3名から地域住民に発表（第8回APGN国際

会議）

なし 〇地域内の学校への洞爺湖有珠火山マイスターの派遣（派遣費用は協議

会負担）|〇小中高における野外学習テキストの指導者用・生徒用のHPでの

公開

国内・国外の他ジオパークへ児童生徒（高校生以下）を派遣・引率するため

の継続的な体制づくり|（2025年度はJGN全国大会十勝岳大会に地域の

高校生2名を派遣できたが、2026年度以降は未定）

なし 　7/4 -6  香港ジオパーク小学生研修受け入れ|11/25-29　JGNキルギス

ジオパーク研修事業講師派遣| 1/26     バツールジオパーク（インドネシア）

オンライン交流|

協議会発足から15年が経過し、事業内容が多様化・高度化していることを踏

まえ、|・意思決定と実務の距離を縮める組織体制|・現場主体でスピード感を

持った事業推進|のため、構成市町とのさらなる連携が必要である

洞爺湖有珠山ジオパークは｢減災文化｣で災害を軽減し｢火山の恵み｣で地域

の価値を増幅することで持続可能な地域社会を実現する。「減災文化」では、

洞爺湖有珠火山マイスターを軸とした国内外へ向けた発信、「火山の恵み」で

は、ATツアーを軸とした高付加価値ツアーの拡充を中心に活動を行っていく。

検討中 ジオパーク講座の開催　 年10回/183名参加|ジオパークカフェの開催 年 4回

/ 68名参加|地域の関係者向けの資料配布（約350箇所）|

一地域の力だけでは難しいこと（教科書へのジオパーク掲載や指導要領への記

載）を取りまとめ、進めていきたい

なし 小学校：大仁北小学校児童がジオリアで一般の来場者に解説を行うミュージ

アムジャック|高校：沼津商業高校生徒が一般向けのジオツアーを実施。

ジオトレイン。事務所ぐるみでのジオ検定受験。 大学、交通事業者、金融機関、ガス会社 研究活動　90万円 会議の議題に挙げた。 なし 伊豆西海岸の学校で学年に応じたジオ学習を実施する「西豆学」|大仁北小

学校でのミュージアムジャック及び発表会|

普及に地域的な偏りがあること 南紀熊野ジオパークフェスタへの参加。土佐清水GP,室戸GP,南紀熊野GPと

の共催による黒潮展の実施。|隠岐GPと共同でキルギス研修への対応。箱根

GPと共同で民間施設への解説看板を製作協力。

なし 世界認定を活かした地域振興・活性化 伊豆急行車内で地域の取組を紹介したSDGｓトレインの継続実施 Ｒ４法人化 國學院大學との共催による「三嶋展」の開催。

なし 〇教育・観光・防災 各分野と協力機会が増えている。|〇小学校：学童保

育の受け入れ|〇中学校：登山学習実施校の増加|〇高等学校：出前授

業の講師派遣|〇教員：教員の運営参加

出前授業などの依頼が増えてきている。 くろこの会（相互応援協定）、つなぐカンパニーながのはら（ジオツアー）、前

橋地方気象台（相互講演）、浅間山南麓ジオパーク市民の会（交流・活

動推進）、環境省（共催ツアー実施）

地元飲食店やお土産屋、店舗など 運営会議にて報告及び報告書の閲覧 なし 〇中学校登山学習|〇地元高校への出前授業実施|〇学童保育の受入れ

（主に小学校）

下仁田ジオパークでの研修会実施 なし 住民に対するジオパーク理念の共有などや、長野県側の市民・行政へのアプ

ローチ|

里山の計画的な整備 一般社団法人化 一般の方向けにジオカフェを年３回実施。|大型連休中に拠点施設にてイベント

を開催。

なし JR四国主催のジオツアー、任意団体と清掃活動、自治体・企業と連携したツ

アー

なし 会員向けにメール、総会、役員会等で関係者に周知した。 なし 一部の高校の探求学習でジオパークを取り上げている 対応できる人材不足 土佐清水ジオパークに研修ツアー| なし 自治体との具体的な活動での連携拡大、住民活動団体との情報交換 今後考えていく予定 現在は準備委員会なので、今後協議会への体制強化を検討中だが、|具体的な

内容については確定していない。|

なし 調査項目が多く相談して記入するためEXCELの方が入力しやすいと思いまし

た。（感想です）

ガイド件数・ガイド実施人数・ガイド養成講座参加者数（聴講者含む） 地元高校生が海外でジオパーク活動の発表を英語でする機会があり、発表前

後での個々の成長を感じるため。保育所でのジオをテーマにした室戸高校生に

よる演劇活動の受入など前向きな動きがあったため。

保育園における「室戸高校生によるジオパーク劇」|小中学校での「ジオパーク

学習」|高校での「ジオパーク学」や「室戸学」、課題研究|などにより理解が進

んでいると思われる。

外来種サボテン駆除活動（室戸岬遊歩道周辺にて月1回程度実施）|外

国住民を対象に日本語クラスを提供しているボランティア団体との国際カフェの

実施

国立大学、森林管理局、国立青少年自然の家、観光ガイドの会、地元高

校、国立研究開発法人海洋研究開発機構高知コア研究所

研究活動支援：75万円（上限25万円×3件） 報告会の実施 ジオパークの大会・会議・研修への参加|姉妹ジオパーク等との交流事業 小中学校での「ジオパーク学習」|高校での「ジオパーク学」や「室戸学」、課題

研究など|

室戸高校生の課外活動における交通手段の確保 三好ジオ防災シンポジウムへのポスター出展、島原半島UGGpと生徒間交流

事業実施

チレトゥ―-パラブハンラトゥUGGPへの室戸高校生の海外スタディツアーでの訪

問、ランカウイUGGPと室戸高校生のオンライン交流、香港UGGPと室戸高校

生のオンライン交流

法人化を見据え、安定的な収入の確保 マイクロプラスチックに関する環境学習（ツアー）の実施　（SDGｓ14海の豊

かさ）

室戸ジオパーク推進協議会は現在任意団体であるため、令和7年度に法人化を

行う予定

WEBや雑誌等での情報発信

なし 毎年学校へ出前講座をしているため、先生生徒の理解が深まっている。 毎年学校へ出前講座をしているため、先生生徒の理解が深まっている。 ・ＪＡＭＳＴＥＣ（海洋研究開発機構）との連携による湖底調査|・大和

ハウスとの連携による住民に対するツアー

ＪＡＭＳＴＥＣ（海洋研究開発機構）|大和ハウス工業 議事録や復命の共有 なし 県外からの教育旅行受入の際に防災学習やＳＤＧｓのプログラムを行ってい

る。

なし なし 持続可能な事務局体制の構築 県外からの教育旅行受入の際にＳＤＧｓプログラムを実施する。 検討はしているか、資金と人員の問題があり難しい。 東北ブロック合同でショッピングモール等でのPRイベント

なし 小中学校。ジオパーク活動に参加していただけるように働きかけているうちに、

学園とコミュニケーションが円滑にとれるようになった。

運営団体の予算で、住民・NPO法人とジオツアーを企画・実施した。|運営団

体の後援で、卒業生作品の展覧会を行った。

神戸大学・九州大学・鹿児島国際大学　研究活動 研究活動支援　2件（1件10万円）20万円 協議会で報告した なし ジオ科がある 子どもにわかる、常設の解説がないところ。|地質サイトへの道が危険なので行く

ことができないこと。

なし なし ジオストーリーや解説の充実。住民ガイドの養成。 離島であるため、ごみの処理は島外持ち出しに頼らざるを得ない。|このことを住

民に分かってもらい、ごみについて考えていけるようにしたい。

なし なし

三好ジオパーク第1期実行計画| 自治体他部署：防災や保全活動を一緒に取り組んでいる。|学校関係：ジ

オパーク学習を取り組んでくれている。|

自治体他部署：防災や保全活動を一緒に取り組むことで理解が拡大してい

る。|学校関係：ジオパーク学習を通じて理解が拡大している。|住民：日本

ジオパーク認定という大きなインパクトがあった年であり、報道などで取り扱われ

ることも多く、ジオパークが住民の目に触れる機会が多かった。また、イベントへ

参加する人数も増えた。

【藤川谷妖怪ジオ散歩】ジオガイド団体と地域活性化団体、地域内企業・組

合と運営団体がコラボして大歩危峡周辺と妖怪伝説についてのガイドツアーを

実施した。|【辻駅から美濃田の淵ジオツアー】ガイド団体2団体と運営団体が

コラボして、新しくエリアに入った東みよし町エリアも含めたジオツアーを実施。JA

女性部や地元農家・お菓子屋などの協力も得て、お弁当やおやつを提供し

た。

なし| 研究活動支援：30万円、地震火山地質こどもサマースクール参加者支援

2.1万円

目に見える形での還元はできていない なし 小中学校のジオパーク学習について、実施している学校としていない学校の濃

淡がある。|エリア内の全ての学校で実施するとなると、講師の数が足らない状

況である。

代表的な気象災害や気象災害にまつわる云われ・言い伝えを取りまとめた「気

象災害Oh!話マップ」を中四国近畿ブロックで作成した。

なし| 地域の認知度向上、視認性の向上、情報発信施設の充実、保全の継続的

な取組みなど必要。

これまで「ジオパークとSDGsの研修会」を実施していたが2024年度はできな

かった

現時点では検討していない 日本ジオパーク認定記念イベントの開催、ジオパークエリア以外の人に向けた講

演会（講師依頼の受託）

なし なし なし 掲示板にポスターなどを掲示して紹介した なし なし なし ジオサイト近隣の方、見学者が地質や減災、地域の文化などに関心を持って

頂けるように、掲示板の内容を工夫する。

大切な地質遺産が損なわれないよう、サイトを点検や整備をしたり、そのサイト

がどれほど地質学的に価値が有るのかを、説明していく（ホームページや掲示板

の活用）。

法人化などは検討していない。 掲示板にジオパーク関連のポスター等配布されたものを掲示している 年間費がもう少し安いと入りやすい地域があると思います。|

なし ・自治体会議等でジオパーク担当者の所属以外から会議への参加がある。 小学校～高等学校については、講座・イベントに子どもが参加しているが、今

後、小中学校・教員との連携を進めていく。|各事業には、親子での参加や自

治体職員、その他構想地域内外から様々な方の参加が見られているほか、イ

ベントのブース出展者として、高校や大学、その他企業等関係機関の協力を

受けている。

複数団体が集結する大雪山カムイミンタラ ジオ・フェスティバルの開催、企業と

連携し学習デジタル資料を作成、河川事務所との清掃活動実施、地域の農

家協力によるイベント実施

なし 自治体会議の議題に挙げたほか、構成団体に対し資料を公開した。 なし ・各学校での出前講座 ・学校からサイトへの移動が困難（学校からの距離が遠い。各サイト同士の距

離が遠いため、１度に複数のサイトを見学するには困難がある。）|・対応でき

る人材の不足

大雪山カムイミンタラ ジオ・フェスティバルの開催協力。開催日当日のブース出

展や広報に協力を得ている。

なし 学校現場・観光業界との連携。 教育や観光への活用と環境の保全。地域資源を様々な方法で活用し、価値

を高めていく。

現時点ではなし。 ・各種ツアー、講座等の事業実施|・ＨＰやＳＮＳ等でのイベント周知、活動報

告等の情報発信

なし 小・中学校高校からの受業プログラムの相談など 小中学校教員による研修会の実施依頼。小中学生の認知度向上（イラス

ト、学習などにジオパークを活用）

地元ＮＰＯ法人と協力し、クリスマスツリーを制作するイベントの実施|各種ツ

アー協力

締結している。|一般社団法人北海道三笠観光協会 ガイドへの情報共有 なし 学習指導要領と連動した地域学習カレンダーを作成し、教科の中でジオパーク

を活用する取り組みを行っている。

人材不足 北海道が主催となり実施したイベント、道内ガイド交流など なし 地域住民の巻き込み、取り組みへの理解、ガイド人数の増加・育成、ジェンダー

バランスの解消、収益の増加、持続可能な運営体制

北海道地方ＥＳＤ活動支援センターと連携し、情報発信や取り組みの整理

及び見える化|教育旅行誘致時における取組等の見える化、ワークショップ等

のメニュー化|北海道観光振興機構との連携、道内外プロモーション

検討していない 学習会、市内外でのワークショップの開催

旅行業者等主催のジオツアー開催回数（４回） パートナーシップ協定締結事業者の増加 小学生のジオパークイベントへの参加。|パートナーシップ協定締結団体の増加

等。|

なし 漁協団体、研究団体、環境団体 保全活動　ジオサイトモニタリング14万円、地域活動補助金90万円、　|教

育活動　小学校におけるジオパーク授業バス借り上げ料補助金362万円|研

究活動　研究活動70万円

広報誌（ジオパーク通信）への掲載| なし 松江市立皆美が丘高校「まつえ学」にてジオパークPR大作戦として、講話、現

地調査をし、高校生からの提言を発表してもらう

中学校、高校におけるジオパーク学習の機会が少ない。 隠岐、山陰海岸、島根半島・宍道湖中海の３ジオパーク合同研修会の開

催。|地元ラジオ局の番組「中四国ライブネット」への３ジオパークでの出演。|ガ

イド養成講座で、桜島・錦江湾ジオパーク（日本ジオツーリズむ協会）の福島

さんに講座を担当してもらった。

なし 地質・地形の保全に係る活動が必要。また、ブランド力を向上させるため、住

民の方々や地元団体、企業とともにジオパークの魅力を発信し、地域振興や

観光振興につなげることが必要。

ジオパークの理念やSDGｓへの貢献について理解を深めるため、講演会やシン

ポジウム、清掃活動や環境学習を取り入れたサステナブルツーリズムプログラム

を定期的に開催し、これにより地域住民やジオパーク関係者に、ジオパーク活

動が持続可能な開発目標（SDGs）とどのように結びついているかを分かりや

すく伝える。

現時点では検討していない。 ジオサイトでの説明看板、誘導看板の設置、既設看板のリニューアル|トレッキン

グイベント、室内でのものづくりイベントやフォトコンテストの開催|

なし ジオパーク推進事業者との連携が以前より活発になってきて、まだまだ一部だ

が事業者のジオパーク活動への意識が変化してきている。|また、教育普及事

業や探偵団活動により、小・中・高校生のジオパーク活動への参加状況や意

識は良い方向へ変化している。

自治体職員を含めた事務局員会議を開催することで、自治体のジオパークへ

の理解は拡大していると感じます。|また、推進事業者向けの勉強会等を開催

することで、企業や事業者のジオパークへの理解も拡大していると思います。|

教職員向けの研修や、小・中・高校生向けの授業を行うことで、教育機関のジ

オパークへの理解も拡大していると感じます。

・企業と連携し商品開発を行った。|・NPOと共同で海外清掃を行った。 歴史博物館、民間企業 ジオパークガイド等の派遣：193,835円|公募型研究助成：266,127円|

推進事業者との連携：544,202円

ホームページやSNSに活動の様子を公開した。 なし 串本古座高校ではジオパーク学という学校設定科目（２単位）を開設し、

毎年テーマを決めて学校でジオパークについて学んだり、各ジオサイトにてフィー

ルドワークを行い、まとめ・発表している。|また、南紀熊野ジオパーク探偵団で

は、専門家と一緒に地域の抱える諸問題についてテーマに従った調査活動を

行い、探求活動を行う取り組みを行っている。

エリア内には公立小学校４０校、公立中学校２３校があり、ジオパークを活

用した教育活動が定着している学校もあるが、年によってばらつきがあり、全て

の学校に教育活動が定着していない。

なし なし 地域への浸透強化 既に海ゴミを利用したアクセサリー作りなどを行っているが、今後はそこからさらに

波及させたことを行っていきたい。

県及び市町村が運営している組織のため、法人化等は検討していない。 SNSでの情報発信や県外イベントへの出展。

収入金額 講座への参加者が増えたため 北海道石の保全活動が広く広報されたため 合同でのイベント開催（しかりべつ湖コタン）、然別湖自然休養林保護管理

協議会との合同登山道整備

帯広青年会議所 会議において報告した なし 教育委員会と教育の将来像を共有できていない アポイ岳ジオパークの児童が当地域を訪問し学習した。北海道内の全てのジオ

パークと活動の共有やジオパークのPRイベントを開催した

なし 現在行っている活動を持続させること、より多くの地域住民の掘り起こし、費用

対効果表現

温暖化防止策の推進 検討していない ホームページやSNSを使った活動の周知、イベントでのジオパークPR

なし 出前授業でのジオパーク学習が浸透し、ジオパークに興味を持つ子どもが増え

ている。|企業や事業者などもジオパーク活動に積極的で活発化してきている。

ジオパーク学習を受けた子どもが親に伝え、親世代にもジオパーク知識が広がっ

ている。|また、市内事業者からイベントの企画提案も上がるなど理解の拡大を

感じる。

地元旅行業者と協力しオリジナルツアーの造成や、サイト美化作戦として地域

住民とボランティアイベントを開催する等した。

飲食店、小売店、道の駅、地元銀行 等 研究活動費：35万円 会議の議題に挙げ、当ジオパークの活動の方向性について協議を行った。 県内のジオパークとの小学生同士による教育交流事業 学校の規模に差があり、学習機会を均等にすることが難しい。 連携協定を結ぶ地域との普及啓発イベントの開催や小学生同士の教育交流

事業

なし フレンドショップの拡充や既存の事業者との連携強化（商品開発や普及啓発

活動の強化）

住民が自分の生活を未来（子や孫の世代）へ繋げていくために、住民が参加

しやすい普及啓発活動を定期的に開催する。

法人化は検討していない。 パンフレットやSNS、ケーブルテレビなどを用いて誘客のための情報発信を行った

ほか、企画展の実施や域内の誘導案内看板などを増設するなど、PR・普及啓

発を行った。

なし ふるさとアポイ岳の取組みで、子どもたちの理解向上のためアップデートしている。 ジオポロ着用の取組み ホテル、環境団体、金融機関 ガイドの全国大会参加支援：15万円|認定商品開発等支援：5万円 ガイドの会会報 全国大会への派遣 小中学校の総合学習において、「ふるさとアポイ岳」としてカリキュラムの中心に

位置づけられている。なお、ジオパーク地域内において高校はない。

なし 全国大会の開催（北海道ブロック） 香港ジオパーク受け入れ（マリーマウント小学校） 海外ジオパークとの交流 ジオパークの取組みがSDGsと密接な関連をもっていることから、普及啓発事業

におけるチラシにアイコンを表示させて掲示している。

検討はしているものの、法人化にむけては進んでいない。 SNSを利用した発信

なし。 なし。 なし。 町広報での周知。 全国大会ポスター発表への派遣（八森小学校） 学習指導要領に対応したジオパーク活用手引きを作成したが、活用が進まな

い。

秋田県連絡協議会（八峰白神、男鹿半島・大潟、鳥海山・飛島、ゆざわ）

による普及啓発イベントの実施、および、研究助成事業の実施。

なし。 現有の人数が増えない限り、取り組みの拡大は考えれない。 なし。 考えていない。 なし。
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